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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　眼下をすぎゆく輸送隊の一団は、ざっと見たところ、五〇〇騎ほどはいる。

　五〇〇もの騎兵が、たった一台の荷馬車を守っているのである。両側を切り立った崖がけにはさまれたこの隘あい路ろは、奇襲には絶好の地形であり、おそらく彼らもそれらを警戒しているのだろう。殺気立った空気に怯おびえて、鳥たちもどこかへ逃げ出してしまった。

　荷馬車にいったい何が積まれているのか、リューインからは見えない。ただ、上から王国旗をかけられているところを見ると、何かとても貴重なものを運んでいるのだろう。

「──ホントにアレなわけ？」

　手頃なサイズの岩に腰かけていたリューインが、軽く身を乗り出して呟つぶやいた。

「間違いないわ。感じるの」

　リューインの背中から抱きつくようにして、ヌグレードが少年の耳もとでささやく。

「……四、五本はあるわね。余裕で城が買えるわ」

　黒いドレスの美女の真っ白な手が伸ばされ、荷馬車を指差す。リューインは右目をこすり、溜ため息いき混じりにいった。

「今のご時世、お城なんかあっても気苦労が増えるだけだよ。ぼくならワインを買うな」

「この仕事がすんだら好きなだけお飲みなさい」

「そこはまあ、いわれなくても飲むけどね。ぼく、自主性のあるタイプだから」

　リューインが立ち上がって振り返ると、すでにそこにヌグレードの姿はない。

「……まあ、あなたが手伝ってくれるなんて思ってなかったけどさあ」

　肩をすくめたリューインは、絶壁の縁まで踏み出すと、軽く身体からだを揺すった。

　がきん！　と金属同士がぶつかり合う重々しい音がして、リューインが背負っていた鞘さやからひと振りの剣が飛び出し、少年の右手に収まる。すでにその刃やいばはかすかに震え、耳に心地よい音色をあげていた。

「ぼくがいうのも何だけど……運がないなあ、みなさん」

　首をこきりと回して苦笑したリューインは、そのまま何もない虚空へと踏み出した。

　リューインの身体が重力に引かれて落下を始める。このままならほんの数秒で荷馬車に激突し、即死するだろう。荷馬車を守る騎兵たちはまだ気づいていない。

「────」

　リューインは途中で岩肌を蹴けり、反対側の壁へと移ると、そこでまた岩肌を蹴り、ジグザグに移動することでうまく落下速度を殺して、無惨な肉塊になることなく、荷馬車の上へと見事に着地した。

「！」

　落下の衝撃で荷馬車が激しくバウンドし、荷馬車を引いていた馬が驚いて甲かん高だかくいななく。まさか空から人が降ってくるとは思っていなかった騎兵たちの視線が、それに引き寄せられるようにいっせいにリューインに向けられた。

「きっ……貴様!?　何者だ!?」

「大公国軍の奇襲は警戒してたかもしれないけど、さすがに美少年がひとりで空から降ってくるとは思わなかったでしょ？」

　にやっと唇を吊つり上あげたリューインは、荷物にかけられているビロードの国旗を剣の切っ先で引っかけ、無造作に引ひき剥はいだ。

「へえ？　子供用の鉄の棺かん桶おけかな？」

　国旗の下に鎮座していたのは、金属でできた大きな箱だった。鈍器になりそうな大きな錠前でしっかりと閉ざされ、さらに鉄の鎖で荷馬車にくくりつけられている。

「貴様！　大公国の者か!?」

　ようやく飛んできた誰何すいかの声は、無数の槍やりの穂先を引き連れていた。荷馬車の周りを囲んでいた兵士たちが、リューインに向かって鋭い突きを繰り出してきたのである。

「その必死さからすると……やっぱりこの中身、要よう塞さいに届ける〝神剣マズルカ〟なのかな？」

　繰り出された槍をかわしざま、リューインはいったん岩壁までジャンプすると、そこから反転して、荷馬車の御ぎよ者しや台だいにすとんと座った。












「ぬ!?」

　手綱を握っていた兵士が立ち上がって剣を抜こうとしたが、その動きはあまりにも遅すぎる。兵士の首にひたりと剣を押し当て、リューインはいった。

「いや、申し訳ないけどさ、みんな馬とか馬車に乗ったままぼくと戦うとか、ナメすぎなんじゃないかなあ？　どう思う？」

　その問いに答える間もなく、兵士は激しい血ち飛沫しぶきを噴いて絶命した。その血を浴びながら、すでにリューインは次の敵に向かっている。馬の背を蹴けって大きく跳躍し、ゆるやかなアーチを描いて騎兵たちの頭上を飛び越えると同時に、血濡ぬれた剣をひらめかせた。

「がっ！」

　リューインの剣が男たちの急所を正確に斬きり裂き、次々と血の花を咲かせた。

「剣士シユラフタ──〝剣聖チヤルダーシユ〟か、貴様!?」

「それを聞いて何か意味があるの？　結果は変わらないと思うけど」

　まるで子供が野に咲く花を無慈悲にちぎっていくようだと、かつてヌグレードが評したことがある。リューインの殺さつ戮りくが、である。

　自分の戦いぶりが他人の目にどう映るのか、リューインには特に興味はない。ただ、むしろ自分は慈悲深いのだとは思う。

　リューインと戦う者は、たいていはひと太た刀ちで死ぬ。死の運命から逃れられない以上、いたずらに苦しみを長引かせないという意味では、確かにリューインは慈悲深い。

「……あまりに一方的すぎても、何か作業っぽくてつまらないけどね。護衛の騎兵の中に剣聖がひとりもいなかったっていうのは、ちょっと迂う闊かつだったんじゃないのかな？」

　ふたたび荷馬車の上に降り立ち、リューインは軽く首を回した。

　リューインがまとう濃のう紺こんの衣ころもは、まるで突然の驟しゆう雨うにでも降られたかのように濡れそぼち、その裾すそからぽたぽたとしずくをしたたらせている。だがそれは雨ではなく、倒した兵士たちのおびただしい返り血を吸い、重みを増しているのだった。

　いつしか荷馬車の周囲には、絶命した兵士たちの骸むくろと、巻き添えを食って死んだ軍馬の骸が、土塁のようにかさなって積み上がっていた。そしてその外側を、生き残った兵士たちが取り囲んでいる。しかし、兵士たちは完全にリューインひとりに圧倒されていた。

　多くの仲間を失ったとはいえ、それでもまだ兵士たちは三〇〇人以上が無傷で生き残っている。ただ、その事実が自分たちにとってたいしたなぐさめになりはしないということを、すでに彼らは理解してもいた。まだ三〇〇もいるのではなく、もう三〇〇しかいない──おそらく生き残ったすべての兵士が、そんなことを思っていたに違いない。

「あれ？　もう戦意喪失？」

　まったく仕掛けてこなくなった兵士たちを見て、リューインは眉まゆをひそめた。

「だからって、このまま睨にらめっこを続けるのもどうなの？」

　荷車の上に転がっていた槍やりを爪つま先さきに引っかけ、器用に蹴けり上げたリューインは、それを左手で掴つかんで時を置かずに投げつけた。

「ぐがっ」

　正確に胸の真ん中をつらぬかれた兵士が、血を吐いて前のめりに落馬した。

　それが最後のきっかけになったのか、ほかの兵士たちは馬首を転じ、いっせいにその場から逃げ出した。

「そ……総員、ヴルショヴァラ要よう塞さいへと急げ！」

　真っ先に御者を失っていた荷馬車を放置して、三〇〇の騎兵たちはまたたくまに土ぼこりの向こうへ消えていった。

「……退場するならするで、もう少しおだやかにできなかったのかな？」

　ほこりに顔をしかめていたリューインは、もはや何も動くもののなくなったあたりを見回すと、荷馬車とともに置いていかれた鉄の箱を見下ろした。

「早く開けなさい」

　いつの間にか、ヌグレードが馬の背に腰かけていた。

「はいはい。……あなたはいうだけだから楽でいいよね」

　リューインは軽く首を回して剣を振り上げると、無造作に鉄の箱へと振り降ろした。その一撃で箱を荷車に固定していた鎖を切断し、次のひと太た刀ちで錠前を削そぎ飛ばす。

「やれやれ……この箱を強奪できるくらいの相手には、どんな鎖も錠前も意味なんかないって、どうして判わからないのかな？」

　リューインが箱を開けると、中には五本の剣が収められていた。いずれもリューインの剣と同じく、ぬめるような独特の金属光沢を持ち、頑丈そうな鞘さやに包まれている。

「あら、残念」

　リューインの頭越しに箱の中を覗のぞき込こんだヌグレードは、黒髪をいじりながら落胆の吐息をもらした。

「もう少し大物がかかると思ってたのに、どれも〝鱗うろこ〟ってところね。潰つぶしておいたほうがいいのは確かだけど。……さあ、さっさと始末なさい」

「もったいないなあ。どんな安物でも三本あれば城が建つっていうのに──」

「ぼうや、自分のすべきことを忘れちゃったのかしら？」

「はいはい、ちゃんと覚えてますよ、師匠。──どうせさぁ、仇に持ち逃げされたぼくの残りの神剣マズルカさえ見つかれば、それ以外の神剣はすべて破壊したっていいんだから」

　ぼやくように呟つぶやき、リューインは五本の剣のうちの二本を掴んで、宙に投げ上げた。

「……それはそれとして、もったいない話だけどね」

　リューインが溜ため息いきをついた時、すでに彼の剣は綺き麗れいに血ち糊のりを拭ふき取られ、背中の鞘に収められていた。その、剣と鞘さやが触れ合うかすかな音に続いて、砕けた剣の破片がばらばらと降ってくる。

「ぼうや、残りの三本も破壊するのよ。──約束でしょう？」

「だから判わかってるよ。あなたもぼくも、強力な神剣マズルカを捜しているという意味では目的は同じなんだから。……でも、大物を釣るためにはそれなりのエサが必要じゃない？」

　二本の剣をあっさりと破壊し、残った剣をまとめると、リューインは乗り捨てられていた馬にまたがった。

「まあ、やり方はぼくに任せてよ。これだってあとでちゃんと壊すから」

「ならいいわ。好きになさい」

　ふたたび姿を消したヌグレードの、声だけが答える。

「……確かに、王国と大公国の衝突が激化したおかげで、放ほうっておいてもこのあたりに大量の神剣が集まってくるでしょうね」

「なら、ぼくの捜し物も、あなたの捜し物も、このへんで見つかるかもしれない」

　他ひ人とごとのように呟つぶやいたリューインは、ふと鼻をうごめかせ、袖そで口ぐちを顔に近づけた。

「……さすがにこの服も洗わなきゃ。もともと暗い色だから返り血浴びても目立ちにくいけど」


















　長年の修練、あるいは持って生まれた才能によって、常人をはるかにしのぐ強さを手に入れた剣士シユラフタの中でも、ごくかぎられた者だけがなることができる剣聖チヤルダーシユ──その強さを実感できる機会は、実はそう多くはない。

　なぜなら、敵味方に分かれて剣聖と戦場で対たい峙じした場合、生き延びることが非常に困難だからである。

「──そういう意味ではさ、みんな運がいいと思うのよ。ねっ？」

　ソーロッド・ユーミールは周囲の兵士たちに同意を求めたが、もとよりうなずく者はいない。返事はなく、ただ冷ややかな殺気だけが返ってきた。

　背中合わせに立つフルルロッサ・ミショーが、呆あきれたように呟つぶやいた。

「ソーロッド……少しは口を閉じていられないのかい？」

「え？　いやー、少しでも気分をアゲようと思って」

「この状況で？」

「うん」

　ソーロッドとフルルロッサを取り囲む敵の数は、騎兵に歩兵、少なく見積もっても一〇〇人以上──視界の向こうにもまだいるということを考えれば、四、五〇〇はいるに違いない。大公国軍に追われているキャラバンを救出するため、隊から離れてふたりだけで先行した結果、キャラバンはどうにか逃がすことはできたものの、代わりにソーロッドたちだけが、この荒野で敵に包囲されてしまった。












　間もなく日が落ち、夜がやってくる。しかし、ソーロッドたちの仲間たちがキャラバンを保護してからここへ駆けつけるまでには、まだもうしばらく時間が必要だろう。

　ソーロッドは両手に一対の双剣ジェグマダールを持ち、フルルロッサは神しん槍そうゾルダーンを構えている。ふたりともラドガヴィガ王国では名の知れた剣聖チヤルダーシユであり、ふたりが手にしているのも天下にふたつとない神剣マズルカだったが、幸か不幸か、この兵士たちは彼女たちのことを何も知らないらしい。

　ソーロッドはうんざりしたようにぼやいた。

「あー……こんなとこで捕まったりしたら、にいさまに殴られちゃう」

「殴られるだけですむと思えるきみがすごいよ」

「ええっ？　まさかにいさまにかぎって、蹴けるまではしないと思うけど!?」

「そういう意味じゃないんだけどね」

「何をふざけたことを──！」

　ふたりのやり取りを聞いていた大公国の兵士たちが、苛いら立だちをあらわにして槍やりで突きかかってきた。

「っと！」

　ソーロッドは上へ、フルルロッサは下へ──別に申し合わせたわけでもなく、ふたりは繰り出された槍を上下に分かれてかわした。

「はっ！」

　槍の穂を身を沈めてかわしたフルルロッサは、手にしていたゾルダーンで敵兵の脛すねを薙なぎ払はらった。

「ぐあ！」

　噴き上がる血煙に悲鳴がかさなる。

「うわ～……痛そう。わたしだったら泣いちゃうかも……っと！」

　軽やかに跳躍して槍をかわしたソーロッドは、右手の剣を水平に一いつ閃せんさせた。

「か……」

　ぱっくりとのどを裂かれた兵士たちは、断末魔の叫びの代わりに血潮をほとばしらせ、ゆらりと仰あお向むけに倒れた。

　ふたりで五人ずつ、合わせて一〇人──全体からすればわずかな数とはいえ、またたく間に仲間が戦闘不能におちいったのを見て、兵士たちの間にただよう空気が変わった。

　やはり彼らは知らない。剣聖という人種の恐ろしさ、神剣という武器の恐ろしさを、彼らは理解していなかった。

「──ソーロッド！」

「判わかってるし！」

　一瞬の殺さつ戮りく劇げきを目の当たりにして驚きよう愕がくし、怯ひるんだ敵兵たちの精神的な間かん隙げきを見逃すソーロッドではない。フルルロッサにいわれるまでもなく、ソーロッドは真新しい死体を飛び越えて逆襲に転じた。

「こっ、こいつらまさか──」

「本物の剣士シユラフタ……いや、剣聖チヤルダーシユか!?」

「最初からそういってたはずなんだけど……」

　兵士たちが退ひくのに合わせてこちらから一気に踏み込み、ソーロッドは両手の剣を振るった。軽やかに走る刃やいばが風を斬きり、澄んだ音を響かせる。

「──やっ！」

　神剣マズルカとは神の御み手てによって鍛えられた武器であり、神器とも呼ぶべきもの──そういわれる最大の理由は、神剣を持つ剣士に人を超越した力をあたえるからだった。

「はっ、速い──!?」

　神剣を抜いた時のソーロッドの速さは、常人の身で追えるものではない。速いだけでなく、その膂りよ力りよくもまた人を超える。本来なら非力なはずのソーロッドが、こうして無数の兵士に囲まれながらも逆に圧倒できるのは、彼女が神剣をあつかえるからだった。

「が、はっ──！」

　狼ろう狽ばいしてろくに槍やりも構えられずにいた兵士たちは、かたわらを金髪の少女が駆け抜けていったと認識した時、すでに急所に致命的な一撃を食らって倒れ伏していた。

「ソーロッド！」

　離れた場所で戦うフルルロッサが叫ぶのが聞こえた。

「──我が軍は兵数で大きく大公国に水をあけられている！　ならば、叩たたける時には徹底的に叩くべきだ！」

「えっ!?　ここで!?」

　束つかの間ま剣を振るう手を止め、ソーロッドはフルルロッサを振り返った。

「でもその……もったいなくない!?　だって──雑兵が相手よ!?　わたしたちの奥の手ってさ、もっとこう、使う場面と相手を選んだほうが……」

「ソーロッド！」

「……はいはい、王国の威信でしょ？　威信を見せればいいんでしょ？」

　隙すきを見て斬りかかってきた歩兵の剣を回し蹴げりで脇へ逸そらし、すかさず肘ひじ打うちをお見舞いして吹き飛ばしたソーロッドは、長い髪を軽く揺すって肩をすくめた。

「──まあ、世間知らずの大公国のみなさんが、神剣を持つ剣聖の実力を知るいい機会かも……ねぇ？」

　ぺろっと舌を覗のぞかせて笑ったソーロッドの瞳ひとみが輝きを増し、美しい髪が逆立つ。両手を広げて水平に構えたジェグマダールの刃やいばが甲かん高だかい唸うなりをあげ、青白い光が宿った。

「これがわたしの──ジェグマダールの〝剣奏ヒムヌ〟、春しゆん雷らい！　巻き込まれると痛いし！」

　異国の踊り子が長い袖そでをひるがえして舞うように、ソーロッドがその場で旋回すると、ジェグマダールの切っ先から伸びた青白い光の帯が周囲を薙なぎ払はらった。

「ぎゃは──」

　光の鞭むちに痛打された兵士たちがきりもみしながら吹き飛ばされていく。文字通り雷に撃たれたかのように、彼らの胸には焼け焦げたような傷跡が刻まれていた。

　すぐれた剣聖チヤルダーシユだけが引き出せる神剣マズルカの真の力──それが剣奏である。本来なら数人の敵しか相手取れないはずの武器が、剣奏を使うことで一度に数百人を相手取る兵器と化すのである。神剣を持つ剣聖ひとりが一軍に匹敵するといわれるゆえんがここにあった。

「きょうはいつになくいい音がしてる……！」

　ジェグマダールの刃が耳に心地よい音を奏でるのを聞きながら、ソーロッドはあらたな敵を捜して地を蹴けった。

　神剣が剣聖の手で引き抜かれ、真の力が引き出される時、神剣は風を切って高く澄んだ音を立てる。その美しい調べは、しかし、剣聖と対峙する者にとっては死の宣告にもひとしい。神剣が鳴り響くということは、ただでさえ強い剣聖の力が、それだけ充実していることを意味するからである。

「ひ──」

　ジェグマダールの刃はともかく、そこから伸びる青白い雷の蛇は、尋常の武器では受けるに受けられない。ソーロッドがその身体からだを旋回させるたびに、青い火花を散らして敵兵たちが打ち倒されていった。

　一方のフルルロッサもまた、ゾルダーンの真の力を解放し、容赦なく敵兵たちを駆逐していた。

「はあああああああ……！」

　フルルロッサは小脇にかかえるようにゾルダーンを構え、腰を低く落とした。ゾルダーンの剣奏は〝殺さつ荊けい〟──その槍やりのひと振りによって無数の光の刃を飛ばし、ひとしく彼女の敵たちに死をあたえる。そのままフルルロッサが扇状にゾルダーンを振るうと、その延長上にいた兵士たちが、熱のない光につらぬかれて倒れ伏した。

「こっ、この小娘ども──」

「わたしたちを小娘だとしか思ってないからこういうことになるんじゃない？」

「あぎゃっ！」

　ひとりだけ黒いマントをはおっていた騎兵を馬から蹴り落としたソーロッドは、その鼻先にジェグマダールをひたりと突きつけた。

「わたしは〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟のひとり、十の剣、〝双そう月げつ華か〟ソーロッド・ユーミール！　あなたたちみたいな雑兵じゃ、何百人集まろうと──」

「ゆっ、ユーミール!?　ま、まさかあの、ユーミール将軍の──!?」

「に、にいさまは関係ないし！　わたしは〝鉄てつ鎖さ派は〟の剣聖チヤルダーシユ、〝双そう月げつ華か〟ソーロッド・ユーミール！　あっ、あなたたちみたいな雑兵が何百人集まろうと──」

「ひいいぃぃっ！」

　ソーロッドの口上をみなまで聞くことなく、兵士は剣を放ほうり出し、這はいずるようにしてその場から逃げ出した。

「あっ？　ちょっと!?」

　まるでそれが引ひき鉄がねになったかのように、ほかの兵士たちも、我先に逃げ出し始める。戦場でもっとも留意すべきは恐怖心の伝でん播ぱであると、いみじくも自身の祖父がつねづね口にしていたことを、今、ソーロッドは目の当たりにしていた。

「…………」

　左の剣を振り上げ、右の剣を下方に差し向けたまま、ソーロッドは算を乱して逃げていく兵士たちを呆ぼう然ぜんと見送った。

「──きょっ、きょうのところは見逃してあげる！」

　兵士たちの背中が夕ゆう闇やみに呑のみ込こまれてほとんど見えなくなった頃、ソーロッドははたと我に返り、いまさらのように叫んだ。

「悔しかったら、民間人を襲うなんて卑ひ怯きような真ま似ねしないで堂々と攻めてきなさい！　そしたらあらためてこのわたしが相手をしてあげるから！　この〝双そう月げつ華か〟、ソーロッド・ユーミールが──」

「ソーロッド」

　いつの間にかやってきていたフルルロッサが、溜ため息いき混じりにソーロッドの肩を叩たたいた。

「もう聞こえてない。みっともないからわめくのはおよしよ」

「でっ、でも！」

　ソーロッドはジェグマダールを地面に突き立て、ばりばりと頭をかきむしった。

「──さっきの見た!?　あ、あれじゃまるで、わたしの強さに畏おそれ入ったっていうより、にいさまの名前を聞いて震え上がったみたいでしょ！」

「みたいというか、実際そうなんじゃないかな？」

　兜かぶとを脱ぎ、フルルロッサはオレンジ色の髪を解放した。

「きみやボクの強さに気け圧おされていたのは事実だよ。でも、とどめになったのはやはりユーミール将軍の武名なんじゃない？　小娘と思って戦いを挑んだ相手が実は将軍の妹だったと知ったら、腕に多少の覚えのある剣士シユラフタでも震え上がるさ。ましてあんな雑兵たちじゃ仕方がない」

「だけど──！」

「ソーロッド」

　なおも食い下がろうとするソーロッドの頭を、フルルロッサがそっと撫なでた。

「──きみが将軍と張り合おうとしたってまだ無理だよ。都でならいざ知らず、ここではまだきみはほとんど無名だ」

「べっ、別に張り合おうなんて思ってないし！　わたしはただ……その、にいさまを少しでもお手伝いしたくて、だから、もっと手柄を立てて──」

「きみの気持ちは判わかってるよ」

　ついついとがらせてしまった唇を、フルルロッサがむにゅっと指でつまんだ。

「んむ？」

「でも、ボクたちは任務の途中だろう？　どうせなら本来の任務のほうで手柄を立てないと。……判るだろ？」

「……うん」

　今の今まで、あれもこれもすべて吐き出したいと思っていたソーロッドの憤ふん懣まんのすべてが、あっという間にしぼんでどこかへ消えていく。フルルロッサに頭を撫でられたり、やさしく触られたりすると、ソーロッドはいつもこうなってしまうのである。

「──さあ、みんなと合流して任務に戻ろう」

「了解しました、ミショー卿きよう！」

　ソーロッドはおどけたように敬礼し、フルルロッサとともに累々と転がる敵兵の死体を飛び越えていった。





　　　　☆






　そもそもゼゼルク大公家は、ラドガヴィガ王家の男子が転封された地で興した家だという。それがいくたびかの王位継承問題や内紛をへて独立国となったのが、今からおよそ三〇〇年ほど前──すでにその当時、ラドガヴィガ王国には、分家の独立を差し止めるだけの力はなかった。

　それを皮切りに、有力貴族たちの離反や独立が相次いだために、王国は加速度的に勢力と領土とを失っていった。無論、すべての貴族が独立を成功させたわけではなく、ふたたび王国に併合されたり、他国に併へい呑どんされたりといったケースもあったが、いずれにせよ、この混乱期にもっとも衰退していったのがラドガヴィガ王国であり、逆に大きく飛躍したのは間違いなくゼゼルク大公国であった。

　特に近年では、大公国は積極的な富国強兵策を取り、正規軍の規模を拡大させつつあった。純粋な兵力でいえば、大公国のそれはすでに王国軍を大きく凌りよう駕がし、大陸一ともいわれている。





　　　　☆






「──その状況で我が国がまがりなりにも大公国と対たい峙じしていられるのは、兵士数でおとるぶん、神剣マズルカを持つ剣聖チヤルダーシユを揃そろえることで、総合的な戦力差をどうにか埋めているからだ。なのに、肝心の神剣を奪われたんじゃ元も子もない」

　馬に揺られながら、フルルロッサが背後に続く隊員たちに説明する。ソーロッドも含めた風ふう姿し衛えいの面々は、フルルロッサの指揮のもと、日没後の街道をカルルビンの村へ向かっているところだった。

「ボクたちの任務は、王都からヴルショヴァラ要よう塞さいへ輸送中に強奪された神剣を奪還することだ」

「でもさぁ、いったい何者なのかしらね、その身のほど知らずな賊は？」

　さっきの戦いで乱れた髪に櫛くしを通しながら、ソーロッドが呟つぶやく。

「詳しいことはまだ判わからない。……判明しているのは、賊はまだ若い少年、それもたったひとりだったということくらいだけど」

「ひ、ひとり──!?」

「そんな……！」

　背後で少女たちがざわめくのがソーロッドにも判った。

　風ふう姿し衛えいの隊員は全員が才能ある剣士シユラフタたちだが、年若い少女ばかりということもあって、確かに軍隊という雰囲気はあまりない。そういう堅苦しくないところが、ソーロッドは気に入っている。

「た、隊長！　確か神剣の輸送には、五〇〇人の騎兵が護衛としてついていたと聞いていますが──」

「まさか、それをその犯人が、たったひとりで──？」

「だからユーミール将軍は、賊が単なる剣士ではなく、剣聖だという可能性も考慮に入れて我々を派遣なさったんだよ」

「け、剣聖──」

　剣聖と聞いた少女たちが息を呑のんだ。彼女たちは日常的にソーロッドやフルルロッサに接しているだけに、剣聖の力がどのようなものかをよく知っている。彼女たちが緊張するのも無理はない。

「任務の前から尻込みしてどうするのよ、みんな！」

　ソーロッドは鐙あぶみの上に立ち上がり、少女たちを振り返った。

「──そもそも強奪された神剣は、あなたたちの誰かが手にするものだったのかもしれないのよ？　あなたたちにはそういう資格があるんだから、もっと自信持ちなさい！　わたしやフルルもついてるでしょ！」

　剣聖チヤルダーシユの条件は神剣マズルカを持つことだが、神剣さえ手にすれば誰でも剣聖を名乗れるわけではない。剣士シユラフタと神剣の間には明確に相性というものが存在し、相性が悪ければ、鞘さやから神剣を抜くことさえできないのである。そのため、剣聖は神剣によって選ばれると主張する者さえいる。その神秘性もまた、神剣が神によって作られたとする説を裏づけていた。

　そして、賊に強奪された五本の神剣は、ヴルショヴァラ防衛の新戦力とすべく、要よう塞さいで実戦経験を積んでいた風ふう姿し衛えいの隊員たちとの相性を確かめるために、はるばる王都パラスから運ばれてきた。順当にいけば、この少女たちの誰かが神剣に選ばれ、あらたな剣聖となるはずだったのである。

　少女たちを鼓舞したソーロッドは、しかし、すぐに声をひそめてフルルロッサにそっとささやいた。

「……こんなことになるなら、いったんみんなを王都に帰して、向こうで相性見ればよかったんじゃないの？」

「そういうわけにもいかないよ。神剣を持っていなくても、戦力としての風ふう姿し衛えいは敵軍に決戦を躊ちゆう躇ちよさせるのに充分な意味を持っているからね。そういうことを考え合わせると、要よう塞さいに詰めている風ふう姿し衛えいの子たちを王都に戻すより、神剣の輸送に五〇〇の騎兵を用意するほうがいいと中央のほうで判断したんだろう」

「……軍のエラい人ってアタマ悪いんじゃないの？　結局それで五〇〇の騎兵は壊滅、神剣も奪われちゃったんじゃ意味ないし」

「それ、絶対にエラい人の前でいったら駄目だよ？」

　唇をとがらせるソーロッドにそっと耳打ちしたフルルロッサは、背後の少女たちを振り返っていった。

「──ほら、みんな。見えてきたよ」

　ゆるやかな坂の上のほうで、誰かが松明たいまつをぐるぐる回しているのが見えた。

「全員、ここで馬を下りて」

　カルルビンは人口三〇〇にも満たない小さな農村である。人々は日が暮れれば家で静かに休み、日の出とともに起き出してはたらき始める。すでに静まり返っているところに騎乗したまま押しかければ、すぐに気づかれてしまうだろう。

　村から少し離れたところで下馬し、馬を近くの木につないで、少女たちは足早に坂を登っていった。

「お待ちしておりました！」

　ソーロッドたちを出迎えたのは、村人に身をやつした王国軍の兵士だった。

「村人たちには、ことがすむまで決して家から出るなと申しつけてあります」

「賊は？」

「すぐそこの、村に一軒しかない宿におります。まだ寝てはいないと──」

「それより、間違いないのね？」

　フルルロッサを押しのけるようにして、ソーロッドが兵士に詰め寄った。

「その賊なのね？　確かめた？　間違いない？」

「はっ、はい、確かにこの目で確認しました！　我々を襲撃したふざけた小僧に間違いありません！」

「ふざけた小僧って……ホントにそんなに若いの？」

「それは──は、はい。ミショー卿きようとそう変わらないのではと」

　それを聞いて、ソーロッドはフルルロッサと顔を見合わせた。

「フルル、いくつだっけ？　一七？」

「一八だよ」

「それじゃその賊って、ホントに子供ってこと？」

「め、面目ありません……」

　実際にその賊にしてやられた兵士が、申し訳なさそうにうつむいた。だが、一概に彼らを責めることはできない。年齢と強さが比例するとはかぎらないということは、ほかならぬソーロッドたちが一番よく知っている。

「大丈夫、わたしたちがその賊を捕らえて、神剣マズルカもちゃんと取り返してあげる！」

「ソーロッド、声が大きいよ」

「んむ！」

　知らず知らずのうちにテンションが高くなっていたソーロッドの唇を指ではさみ、フルルロッサは少女たちに指示した。

「そこの……きみたち四人は、もしボクたちが賊を取り逃がした場合に備えて、村の四方にひとりずつ、物陰に身をひそめて待機していて」

「はいっ、了解です！」

「でもまあ、たぶん出番は来ないだろうから寝てていいよ」

「……ソーロッド。油断しすぎだよ？」

「だぁって、わたしとフルルが揃そろってるのに賊を取り逃がすなんてありえないし♪」

　実際、ソーロッドはその口ぶりほどには気を抜いてはいなかった。速さと機動力こそが持ち味のソーロッドは、全身から適度に力を抜いている状態のほうが動きやすい。ソーロッドが戦いの最さ中なかでも軽口を叩たたくのは、それが自分自身を緊張から解放してリラックスさせるための、ある種の自己暗示なのである。

　村の中は森閑と静まり返り、明かりがともっている家もまばらだったが、村で唯一という宿屋は案内されずともすぐに判わかった。周囲の家より明らかに大きい二階家で、脇に厩きゆう舎しやまで用意されている。

「あの部屋です」

　ここまで同行してきた兵士が、声を殺して明かりのともっている二階の窓を指差した。

「まだ起きてるみたいだね……」

「どうするの、フルル？」

　腰の後ろのジェグマダールの柄つかに片手を添え、ソーロッドはフルルロッサに尋ねた。

「わたしならここはわたしに一任するけど！　わたしに！　この〝双そう月げつ華か〟ソーロッド・ユーミールに──」

「はいはいはい、やる気があるのは判ってるよ」

　ぐいぐい主張してくるソーロッドの唇をつまんで押し黙らせ、フルルロッサはほかの少女たちに命じた。

「相手が剣聖チヤルダーシユだった場合、神剣マズルカを持たないきみたちがいきなり乗り込むのは危険すぎる。それに、ボクがせまい室内で暴れると宿屋そのものが崩れかねない。だからここは、ユーミール卿きように斬きり込んでもらう。ほかの子たちは、半分は裏手に回って、残りはここでボクと待機だ。ユーミール卿が賊を追い出したら、いっせいに仕掛けて取り押さえる」

「はいっ！」

　フルルロッサの指示で、少女たちが移動を開始した。

　フルルロッサはソーロッドの頭に手を置き、そっとささやいた。

「……相手はまず間違いなく剣聖だ。それもかなりの手て練だれだと思う。くれぐれもひとりで捕らえようとか思わないようにね？」

「判ってるってば」

「きみは口ではそういっても、いざ戦いになるとすぐ前のめりになるだろう？　敵が弱ければそれでもいいけど、そうじゃなかったら──」

「心配してくれるのはありがたいけど、ここまで来て小言いってる暇なんてなくない？」

　ソーロッドは小さく笑ってフルルロッサの頭に彼女の兜かぶとをかぶせた。

「…………」

　毒気を抜かれたように溜ため息いきをもらしたフルルロッサは、腰の鞘さやからゾルダーンを引き抜いた。その途端、その柄が数倍の長さに伸び、先端の穂先が三さん叉さに割れる。剣聖の戦意に反応してその形を変えるのも、神剣の大きな特徴のひとつだった。

「──さあ、いつでもどうぞ」

　ソーロッドは腰の後ろの鞘からジェグマダールを引き抜いた。

　すばやく、するどく、あざやかにひらめく時、神剣の刃やいばは高く澄んだ音を放つ。ジェグマダールの刃もすでにかすかに震え始めていたが、その高鳴りが最高潮に達するのは、ソーロッドがすべての力を解放した時だった。

　どこかで鳴いていたフクロウの声が不意にやんだ。

　まるでそれを待っていたかのようにフルルロッサに背中を叩たたかれ、ソーロッドは一気に跳躍した。隣の厩きゆう舎しやの屋根を足場にして、そこからさらに二階の窓へと飛ぶ。

「はっ！」

　窓を突き破って部屋の中に躍り込んだソーロッドは、これ見よがしにジェグマダールを振りかざし、賊の姿を捜した。

「あなたはもう囲まれてるわ！　無駄な抵抗はやめて、神妙、に──」

　質素な宿屋の一室はがらんとしていて、最低限の調度しかなかった。窓際に置かれたベッドと小さな椅い子すにテーブル、その上のランプ──ほかに家具らしきものはない。おそらく安宿としてはこれが当たり前なのだろう。

　ソーロッドが途中で言葉を呑のみ込こんだのは、その安宿の部屋の真ん中に、大きな木のたらいを置いて湯に浸つかっている少年がいるのを目の当たりにしたからだった。

「……何なのさ、きみ？」

　腰まで湯に浸かっていた少年は、窓を破って侵入してきたソーロッドを見ても特に驚いた様子はなく、ただあからさまに不機嫌そうに眉まゆをひそめている。

「あ……いや、その──」

　ソーロッドは目を丸くして口をぱくぱくさせていたが、少年の白い肌と、そこに無数に残る傷にはっと現実に立ち返った。

「あっ、あなたが我が軍の神剣マズルカを強奪した賊ね!?」

「だからさ、きみは何なんだってさっき聞いたよね、ぼく？」

「どっ、どうだっていいでしょ、そんなの！　盗ぬすっ人とのくせに何なの、あなた!?」

「どうしてそうやって決めつけるかなあ？　窓を壊していきなり踏み込んできて、ベッドの上にどーんと仁王立ちして……もしこれで人違いだったらどうするわけ？」

「えっ!?　ひ、人違い!?　ウソ!?」

「いや、人違いじゃないんだけどさ」

「ぎゃあああ！」

　何の前触れもなしに少年が立ち上がるのを見て、ソーロッドは反射的に顔をおおった。

「はぅ、は、はっ、はだっ、はっ──」

「裸？」

「そっ、そう、それ！　どうして裸なのよ!?」

「入浴中だからだよ。逆に聞くけど、きみは服を着て風呂に入るわけ？」

　交差させた腕と腕の隙すき間まからそっと覗のぞくと、少年は天井から吊つるして干してあった服を手に取り、のんびり着替えている。

「──だいたいきみさぁ、人の入浴中に踏み込んできておいて、どうして裸なんだって怒るのっておかしくない？　二重に理不尽だよね」

「そっ、それは……っていうか、どうでもいいでしょ、そんなこと！」

　少年がズボンを穿はくのを見届けたソーロッドは、軽く深呼吸してベッドから飛び降りた。

「──あなたが神剣マズルカの強奪犯だってことは判わかってるのよ！」

「着替えもすまないうちに斬きりかかるなんてますますひどいな」

　濃のう紺こんの衣ころもをざっとはおった少年は、ソーロッドのするどい斬ざん撃げきをかわすと、部屋の隅に立てかけてあった剣と細長い包みを手に取った。

「！　それね!?　それが輸送隊から奪った神剣でしょ!?」

「奪った覚えはないけどなあ」

「はぁ!?」

「落ちてたんだよ。馬車といっしょに放置してあったのをぼくが拾ったんだ」

　ジェグマダールの切っ先を少年が自分の剣の鞘さやではじいた刹せつ那な、音おん叉さを叩たたいたような澄んだ高音が響いた。

「あなたの剣──それも神剣!?」

　神剣は、その本体も鞘も同じ金属でできている。ふつうの剣の鞘なら、今の一撃をはじこうとしても、中の剣ごとまっぷたつになっていただろう。

　矢継ぎ早のソーロッドの突きを、にやついた笑みを消すことなくことごとく逸そらしながら、少年はいった。

「心配しなくていいよ。……きみ相手には抜かないから」

「何ですって!?」

　自分の剣が少年にかすりもしないところへ来て、さらにそのあなどるような発言で、ソーロッドの怒気が一気に爆発しかけた。

「……！」

　しかしソーロッドは、フルルロッサの言葉を思い出して必死に心を鎮めた。ここでソーロッドが本気を出して剣奏ヒムヌを使えば、それこそあっという間に宿屋を全壊させてしまう。神剣の力を最大限に引き出す剣奏とは、それほどにすさまじいものなのである。

「いっ、今に見てなさいよ!?　あとでひどい目に遭あわせてあげるから！」

「そういうセリフってさぁ、だいたい自分に跳ね返ってくるよね？　迂う闊かつなこといっちゃって大丈夫？　それともきみ、失言多いタイプ？」

「うう、ううう……！　う、うるさいっ！」

　ソーロッドの速さはもっと広い場所でこそ真価を発揮するが、ジェグマダールのふだんのリーチからすれば、せまい場所での戦いもそう苦手ではない。ソーロッドはたくみにポジションを変えながら、防戦一方の少年を徐々にベッドのほうへ追いつめていった。

「……強引に黙らせてあげる！」

　間合いを詰め、左右同時にジェグマダールを繰り出す。のどを狙ねらう右の一撃は囮おとり──こちらはあえて防がせ、左の剣で少年の脛すねを払うつもりだった。その状態で窓から押し出せば、外で待ち構えるフルルロッサたちから逃げきることはできまい。

　だが、ジェグマダールは二本とも空を切った。

「のろいよ、きみ」

　少年はいったん壁へと飛んでから天井近くまでジャンプし、ソーロッドの頭上を軽々と飛び越えた。

「!?」

　振り返ったソーロッドの頭から、妙な臭においのする毛布がかぶせられた。

「ぷ！　ちょっ、これ……ぎゃあ!?」

　毛布を引ひき剥はがそうとしているところを蹴けり飛ばされ、ソーロッドは窓から転げ落ちた。

「捕らえろ！」

　背中から地面に叩たたきつけられて息を詰まらせたソーロッドの耳に、フルルロッサの声が聞こえてくる。どうやら毛布ごと落ちてきたソーロッドを賊と間違えているようだった。

「ちっ、ちが……フルル！　わ、わたしっ！　わたし！」

「ソーロッド!?」

　かすかなソーロッドの呻うめき声ごえを聞いて間違いに気づいたのか、フルルロッサが毛布を引き剥いでくれた。

「ぷは──あ!?　ああああ！」

　かび臭い闇やみから解放されたソーロッドの目に飛び込んできたのは、宿屋の屋根の上から大きく跳躍して逃げ去る濃のう紺こんの影だった。

「フルル！　あっ、あれ！　にんっ、に、逃げてる！　逃げてる！」

「！　あれか！」

　フルルロッサのオレンジの髪が、まるで敵を威嚇するヤマネコの尻尾しつぽのようにぶわっと逆立ち、手にしたゾルダーンの穂先に白い輝きがともった。

「逃がさん──！」

　フルルロッサが槍やりを一いつ閃せんさせると、白い閃せん光こうの矢が三本、賊目がけてほとばしった。尋常の矢よりもはるかに速く、音もない。ソーロッドでさえ、不意に放たれたらかわすのは難しいと思えるゾルダーンの殺さつ荊けいを、だが、少年は初見であっさりかわしてのけた。

「馬鹿な──」

「いつつつ……フルル、追いかけるよ！」

　尻を撫なでながら立ち上がったソーロッドは、ジェグマダールを握り締め、賊を追って走り出した。こういう事態に備えて村の四方に隊員を配置しておいたが、今となってはむしろ失策だったようにも思える。無傷で逃げてきたあの賊が相手では、神剣マズルカを持たない少女たちでは足止めにもならないどころか、鎧がい袖しゆう一いつ触しよくで斬きり伏せられてしまう。

「──きゃーっ！」

　絹を引き裂くような悲鳴に、最悪の可能性を脳裏に浮かべてソーロッドたちが駆けつけると、村の入口のところに隊員の子が倒れていた。しかし、さいわいというべきか、気を失っているだけで、怪け我がらしい怪我はしていない。

　そのことにほっとひと息ついていたソーロッドは、馬たちの甲かん高だかいいななきにはっと立ち上がった。

「──あ!?」

　坂の下につないでおいた馬たちが、それぞれ勝手なほうへと逃げ出していた。

「まさかあいつ──!?」

　隊員を昏こん倒とうさせた賊は、おそらくつないであった馬を奪って逃走したのに違いない。残りの馬を逃がしたのは、ソーロッドたちの追跡を断ち切るためだろう。

「……っ、む、むっ、むかつく！」

　ソーロッドが力任せに叩たたきつけると、ジェグマダールの刃やいばがナラの木をたやすく伐きり倒した。これほどの威力を秘めている神剣マズルカも、相手に当たらなければ何の意味もない──ごく当たり前のその現実を思い知らされ、ソーロッドは激しく歯は噛がみした。

「みんな、手分けして逃げた馬を回収してきて」

　隊員たちに指示を出し、フルルロッサはいきどおりを噛かみ締しめているソーロッドに歩み寄った。

「──ソーロッド、きみは怪我はない？」

「けっ、怪我はないけど、もうズタズタ！」

「え？」

「プライドの話！　あんな奴やつにまんまと逃げられて──ホントむかつく！」

　ひとしきりわめいたあと、ソーロッドはフルルロッサの胸もとに額を押し当てた。

「……判わかったからそう泣かないで、ソーロッド」

「泣いてない！」

「はいはい」

　フルルロッサは嘆たん息そくし、ソーロッドの頭をそっと撫なでた。

「残念ながら賊は取り逃がしてしまったけど、被害者は出なかった。きみも無事だった。……ボクはそれが嬉うれしいよ」

「……フルル」

「何だい？」

「鎧よろいがごつごつして痛い」

「それは仕方ないよ」

「要よう塞さいに戻ったらまたぎゅ～ってしてくれる？」

「…………」

　数秒の沈黙を間にはさみ、フルルロッサはソーロッドを突き飛ばした。

「いたぁ！　おっ、思いやりはどうしたの!?　傷ついた親友への思いやりは!?　ねえ、フルル！　ぎゅ～ってしてくれないと、わたし立ち直れない！」

「馬は回収できた？　全員揃そろったら要塞に戻るよ！　一刻も早く将軍にこのことを報告して、捜索の範囲を広げないと」

「フルル～！」

　泣き言をいうソーロッドを無視し、フルルロッサは馬を引き連れて戻ってきた少女たちの数を確認し、ひとりひとりにねぎらいの言葉をかけている。その背中を見つめ、ソーロッドは小さく鼻をすすった。

　本来、一隊を率いる隊長としては、フルルロッサはソーロッドを叱しつ責せきすべきだった。彼女がそれをしなかったのは、ソーロッドへの個人的な親しさと、彼女の生来のやさしさのせいだろう。

　そこでソーロッドが、あえて茶ちや化かすようなことをいってフルルロッサを怒らせたのは、このまま彼女のやさしさに甘えていたら、ほかの少女たちの前で本格的に号泣してしまうと思ったからだった。

　周囲の人間からはつねに前向きで明るく、強い意志を持っていると思われているソーロッドは、実際にはそこまで強い少女ではない。本当は泣き虫のくせに、言葉や態度で自分自身を鼓舞し、萎なえそうになる心をささえている。いわばソーロッドは、四六時中、全方位に向けて見み栄えを張っているのである。

　だが、ときどきその強気の仮面が割れてしまうことがある。その下の素顔を素直にさらせる相手は、兄のほかにはフルルロッサしかいない。

　だから、今フルルロッサが怒ったようにソーロッドに背を向け、少女たちのほうへと歩いていってしまったのも、実はフルルロッサなりの気遣いなのだとソーロッドは理解している。今のうちに仮面をかぶり直せという無言のサインだった。

「──でも、ホントにむかつくし」

　自分の頬ほおをはたいて目もとの涙をぬぐい、ソーロッドは恨みがましく呟つぶやいた。この屈辱を晴らすためには、もう一度あの賊と対たい峙じして、真正面から叩たたきのめすしかない。

　そう心に誓って、ソーロッドはフルルロッサのほうへ走り出した。





　　　　☆






　まだしっとりと濡ぬれている衣ころもの袖そでを指でつまみ、リューインは眉まゆをひそめた。

「いつかはエサに食いついてもらわなきゃ困ると思ってたけど……あんなに早く、それも汗を流してる最さ中なかに踏み込まれるとは想定外だよ」

「王国にとって神剣マズルカは生命線よ。強奪されたまま放置しておくわけがないでしょう？」

「判わかってるよ。だからエサになるんだってこともね」

　夜の荒野を馬の鞍くらに揺られながら、リューインはぼやいた。

　そのすぐ後ろ、馬の丸い尻に器用に腰かけていた黒いドレスの美女が、リューインの耳もとにささやく。

「……それよりぼうや、さっきのあの子──」

「あのさ、ヌグレード」

　リューインは振り返りもせず、美女の唇に人差し指を押し当てた。

「見た瞬間に判ったよ。あの神剣──ジェグマダールをあつかえる人間は、この世にふたりはいないはずだからね」

「あら、子供の頃に見たきりだから、てっきりもう覚えてないのかと思ったのに」

「あの剣を忘れるほど、ぼくの恨みって軽くないからねぇ」

　冷ややかに唇を吊つり上あげたリューインは、前方に見えてきた無数の火に目を細めた。

「──まあ、しばらくはぼくのやりようを黙って見ててよ。師匠の意向を無視するほどぼくも不出来な弟子じゃないから」

「期待してるわ、ぼうや」

　リューインの耳に軽くキスをした次の瞬間、美女の姿がそこからかき消えた。

「さて、と──」

　リューインは首をぐるりと回し、少しだけ馬を急がせた。

　距離が縮まるにつれてはっきりと見えてきたのは、丸太を何本も打ち込んで作った高い壁と門だった。高さと幅から考えると、木造とはいえかなりの規模の砦とりでといえる。さっきからちらちらとまたたいていたのは、その門前に置かれたいくつもの篝かがり火びだった。門の上の櫓やぐらのところには、夜風を受けて大公国軍の旗が弱々しくはためいている。

「ここまで来たのはいいんだけど……よくよく考えてみるとさ、ぼく、何のつてもないんだよね。いきなり乗り込んでって、マトモに話聞いてもらえるかな？　──ねえ、そのへん、あなたはどう思う？」

　丸太作りの壁を見上げていたリューインは、そこで視線を地上に引き戻し、すぐ目の前にいる門番に尋ねた。

「というか、そもそも何者だ、貴様？」

「あからさまに怪しいガキだな！」

　砦の正面門を守る門番たちは、いきなりやってきてぶつぶつつぶやいているリューインに対し、躊ちゆう躇ちよなくその槍やりの穂先を向けた。

　リューインは眉まゆをひそめ、

「……ぼくねえ、本当ならむさ苦しい男となんかしゃべりたくないのをガマンしてるんだよ？　痛い目に遭あいたくなきゃ、さっさと一番偉い人に取り次いでくれる？」

「はあ!?　何をいってるんだ、こいつは？」

「見たところ……さては流れ者の剣士シユラフタか何かか？」

「あいにくだが、我が軍は王国と違って傭よう兵へいに頼る必要などないのだ！　おおかた、優勢な我が軍に形ばかり加勢して、楽に小遣い稼ぎでもしようと少ない知恵を必死に絞ったんだろうが──っぶ」

　リューインより頭ひとつほど大柄な門番が、下げ卑びた声をくぐもらせてその場から一瞬で消えた。

「セリフが長い。それ以前に息が臭いよ。しばらく黙ってて」

「──!?」

　周りにいたほかの門番たちは、ただただ目を丸くして、木製の壁にべたっと張りついたまま動かなくなった同僚を凝視している。リューインの動きは目で追えなくても、哀れな同僚に何が起こったかくらいは判わかるだろう。最低限の想像力さえあれば。

　鞘さやに納められたままの剣をふたたび背中に戻し、リューインは繰り返した。

「ぼく、警告したよね？　痛い目を見たくなきゃ一番偉い人間に取り次げって。──さてどうする？　お仲間みたいに順繰りに壁に張りつく？　それとも上に取り次ぐ？」

「ばっ……すっ、素性も知れんヤツを取り次げるか！」

「貴様、これ以上妙な真ま似ねをするなら、ガキといえども容赦はせんぞ！」

「別に妙な真似なんかしてないでしょ？　ただ単に、ぼくのいうことを無視するからひっぱたいただけじゃん。だからあらかじめいっておくよ。……ぼくの要求を無視し続けるなら、今度はそこのあなた──」

「え!?」

「あなたから順繰りにひっぱたいてくよ。親がいうことを聞かない子供を叩たたいてしつけるみたいに、ぼくもあなたたちをひっぱたくだけ。いっても判らないんだから」

「きさ──っ」

「……唾つばを飛ばすなよ。汚いな」

　驚きに硬直していた門番たちが怒りに衝つき動かされ、ほとんど同時に槍で突きかかってきた。だが、すでにその時、リューインはそこにはいない。

「!?」

　五本の槍が虚空をつらぬいた直後、それをふわりと飛んでかわしていたリューインは、身体からだをひねって鞭むちのようにしなる回し蹴げりを放った。

「ぶぐ」

「がはっ」

　結局、残りの五人も最初の門番と同じように壁に激突し、ずるりと崩れ落ちて動かなくなった。死にはしないだろうが、しばらくは満足に食事もできまい。

　昏こん倒とうした男たちを一いち瞥べつし、リューインは壁の上へと跳躍した。

「……ぼくとしたことが迂う闊かつだったよ。最初からこうすべきだったよねえ」

　王国軍が奇襲を仕掛けてくるとは考えていないのか、門の上の櫓やぐらには誰もいなかった。さっきの門番は大公国軍が優勢といっていたが、兵士たちに危機感が欠けているのはそのせいかもしれない。

「装備の質や練度は高いけど、こんなにたるんでるんじゃねえ……数ばっかり多くてぜんぜんヴルショヴァラを落とせないのはそのせいなのかな？」

　リューインは首をこきこき鳴らして砦とりでの内側へ飛び降りた。あちこちに焚たかれた篝かがり火びの周囲には兵士たちの姿が無数にあったが、酒でも回し飲みしているのか、楽しげに笑っているばかりで誰ひとりとしてリューインの侵入に気づいていない。

「いい感じにたるんでるねえ」

　何度もうなずきながら、リューインは砦の中でもっとも大きな建物へと向かった。

　この水平方向に広大な砦は、今回の侵攻作戦に合わせて大公国軍が建設したものなのだろう。この砦の後方にはさらに無数の陣屋が並び、砦に入りきらない数万の兵士たちが寝起きしているはずだった。ほとんどが丸太造りとはいえ、れっきとしたヴルショヴァラの領内に、堂々とこれだけの規模の砦を建ててのけただけで、現在の両軍のいきおいの差というものが表れている。

　とはいえ、ここに集められている兵士たちからは、ここを足掛かりにヴルショヴァラ要よう塞さいを落とそうという気概は微み塵じんも感じられない。兵士たちがたるみきっていることもそうだが、この弛し緩かんした空気をよしとしている司令官の顔が見てみたかった。

　ふつうに考えれば、砦で一番大きな建物が司令部であり、司令官は当然そこにいる。そう目星をつけたリューインは、ちょうど司令部から出てきた少女を認めて声をかけた。

「ちょっとそこの──」

「は──んきゅっ!?」

　大きな丸眼鏡をかけた少女は、リューインのほうを見た瞬間、何もないところでつまずき、前のめりに転んだ。

「うぐぐぐ……」

「……きみ、大丈夫？」

「だ、大丈夫です……転ぶのには慣れてます……」

「慣れるほどよく転んでるんだ」

「きょうもこれで三回目ですので──す、すいません」

　少女に手を貸して助け起こしてやったリューインは、そのプロポーションをしげしげと見つめてしたり顔でうなずいた。

「……ぼくが思うにきみの場合、運動神経が悪いところへ来て、その大きなおっぱいがよろしくない。そのせいで足元の視界がさえぎられているのがすぐに転ぶ原因だね、うん。まったくけしからんね、そのおっぱいは」

「は、はあ……？」

　少女は眼鏡を押し上げ、唐突におっぱいおっぱいと連呼し始めたリューインを凝視した。

「──え!?　ちょっ、ど、どなたですか、あなた？　我が軍の兵士じゃありませんよね？」

「うん。流浪の美少年剣士シユラフタ」

「ってことは、しっ、侵入者──!?」

　少女はワンテンポ遅れて軍服のポケットに手を突っ込んだ。

「可愛かわいい女の子には手荒な真ま似ねをしたくないっていうぼくの気持ち、酌くんでくれると助かるんだけどなあ」

「ふひい──!?」

　少女がポケットから取り出した警笛が、そのままぽとっと地面に落ちる。ポケットの中の警笛を口もとへ運ぶ彼女の動きより、リューインが少女の肩に剣の鞘さやを乗せる動きのほうがはるかに速かった。












　もしリューインにその気があれば、鞘さやから抜き放たれた抜き身の剣が肩に置かれていたかもしれない。それどころか真横にすべって首を裂かれていたかもしれない──門番たちと違って最低限の想像力を持っていたらしい少女は、ごくりとのどを鳴らし、レンズ越しにリューインを凝視した。

「ああ、あ、あなた、なっ、何、何者ですかぁ……!?」

「流浪の美少年剣士シユラフタだってことは脇に置いといて……それってぼくの名前が知りたいってこと？　それとも大公国軍の敵か味方かを知りたいってこと？」

「ど、どっちも……ですけどぉ……？」

「欲しがり屋さんだねぇ」

　よく見ると、かなり可愛かわいい子だった。少女と呼んでいいのか、それとも女性というべきなのか、リューインよりいくつか年上のようだが、いかにも抱き心地のよさそうな身体からだつきをしている。何よりリューインは、今にも泣きそうなそのタレ気味かつ潤みがちの栗くり色いろの瞳ひとみが気に入った。

　リューインは少女の肩から鞘を降ろし、左手に持っていた大きな麻袋をしめした。

「ここで一番偉い人って誰？」

「ギジェルモ・ソルス男爵……いえ、将軍ですぅ」

「その人、遠征軍全体の司令官だよね？　今いるの、ここに？」

「そ、それは──」

　少女はリューインの問いに答えあぐねている。リューインは少女の鼻先にふっと息を吹きかけて笑った。

「ぼくが王国から差し向けられた刺客なら、きみにそんなこと尋ねるまでもなく、さっさと忍び込んでいい仕事してるよ。きみのことだって、声をかける前に暗がりに引きずり込んで凌りよう辱じよくのかぎりを尽くしてぽいっ！　……判わかるでしょ？」

「そ、それは──はいぃ」

「で？　いるの、いないの？」

「い、いらっしゃいますぅ……」

「じゃあ取り次いでくれる？　これ、ちょっとした手土産。きみんとこの閣下に渡して」

「……え？」

　少女はリューインから受け取った麻袋の中を覗のぞき込こんだ。

「！　こっ、これはまさか──」

「安く見積もっても、小さなお城くらい買えると思うんだけどね」

「しょっ、少々お待ちください！」

　少女はずり落ちかけた眼鏡を押し上げ、今さっき出てきたばかりの司令部にふたたび駆け込んでいった。

　その後ろ姿を見つめ、リューインは目を細めた。

「……決して太っているわけじゃなく、かといって細すぎない、ああいうむちむちぷにぷにした子っていいよね……ちょっとドジっぽいけどそこがまたいいというか──」

　そうひとりごちていると、何かが階段を転げ落ちてくるようなやかましい音がして、それからさっきの少女が足を引きずりながらふたたび姿を現した。

「かっ、閣下がお会いになるそうです……」

「きょう四回目？」

「い、いえ、五回目です……上の、廊下でも一回……」

　スカートの裾すそからはみ出た膝ひざ小こ僧ぞうを撫なでながら、少女が半泣きで答える。

「そんなに慌てなくてもいいのに──」

「い、急いでお通ししろとのご命令でしたので……」

　意外に真面目まじめな少女にしたがって、リューインは司令部に足を踏み入れた。

「──そういえばさ、さっきはそのおっぱいのせいでよく転ぶっていったけど、あれは間違いだね」

　前を行く少女の尻の揺れに合わせて左右に頭を振りながら、リューインは世間話のようなトーンでいった。

「たぶん逆だよ。よく転ぶからおっぱいが大きくなったに違いない。だってクッションになるじゃん、それもう」

「あっ、あのっ！　も、もうほとんどの士官のかたがたは寝てらっしゃいますので、お、大きな声で、その──」

「おっぱい？」

「とっ、とにかく声を落として！　声が大きいんですよう！」

　少女はリューインを振り返り真っ赤な顔で唇の前に人差し指を立てた。

「じゃあ、小声ならおっぱいの話してもいい？」

「おっぱいもダメです！　ひっ、人のコンプレックスいじって楽しいですか、あなた!?」

「それをコンプレックスじゃなくて武器だって思えるようになると、きみは人間としてひとつ高みに登れると思うけどねえ」

「げっ、下品な話題を高尚な話のようにいわないでくださいっ！」

　この少女も、からかうと顔を真っ赤にして反応してくれる。そこがとても楽しい。

　うっすらと笑ったリューインは、しかしその時、目の前を歩く少女ではなく、一時間ほど前に出会った、金髪の少女剣士シユラフタの気の強そうな横顔を思い出していた。


















　丸太造りの司令部の中は、司令官や士官たちの住まいを兼ねているからか、それなりにしっかりした作りになっていた。おそらく軍議の間を兼ねるであろう広い玄関ホールに、上の階へと続く幅広の階段があり、壁には点々と松明たいまつがかかげられている。

「そういえばきみ、名前は？　ぼくはリューインていうんだ。リューイン・アズダハ」

「じっ、自分はキリリク・プスカシュと申します」

「キリリクちゃんね」

　キリリクに案内されて階段を上がったリューインは、三階にあるバルコニーつきの部屋へと通された。

「閣下、リューイン・アズダハ氏をお連れいたしました」

　キリリクが敬礼とともに告げると、部屋の中央で鞘さやに納められたままの剣をためつすがめつしていた男が、大おお仰ぎような仕し種ぐさで両手を広げた。

「貴公か、この私に会いたいというのは？」

「まあね」

　とても実戦向きとは思えないきらびやかな軍服を着込んだ若い男を見て、リューインは唇を吊つり上あげた。

　ゼゼルク大公国のヴルショヴァラ侵攻軍司令官ギジェルモ・ソルス──もちろんリューインにとってはきょう初めて会う男だが、ひと目見ただけで、いいところの貴族の出だと判わかる。確かキリリクは男爵だといっていたが、今の世の中、いい年をした男の肌が真っ白でつるつるしているのは、苦労知らずの王侯貴族でなければ職業的に着飾ることが必要な人間だけだろう。

　ギジェルモの両脇には、腰に剣を帯びた男女の剣士シユラフタたちが控えていた。どちらもギジェルモより年とし嵩かさで、リューインがあっさりのしてきた門番たちとは眼光の鋭さが違う。もしリューインがギジェルモに襲いかかろうとすれば、すぐさま身体からだを張って彼を守ろうとするに違いない。そういう備えがなければ、どこの誰とも知れないリューインに、一軍を預かる司令官がじきじきに面会しようとはしないだろう。

　ギジェルモは大きなテーブルの上に剣を置き、じっとリューインを見つめた。

「まだ若いが……貴公、なかなかの剣士だな。いや、剣聖チヤルダーシユか？　その背中に背負っているのは──」

「まあ、そのへんはご想像にお任せするよ。こういう稼業を続けていると、いろいろと伏せておきたいことも多いんだよね」

「こういう稼業、と──いうと？」

「そこもご想像にお任せしちゃう」

「では、これはどういう意味かな？」

　テーブルの上には、さっきまでギジェルモが手にしていたものも含め、全部で三本の剣が置かれている。

「どうやらすべて神剣マズルカのようだな。あいにく、どれも私たちとは相性が悪くて抜くに抜けないが……これは貴公のものか？」

「誰のものかっていえば……ま、そりゃあぼくのだよね。ぼくが力ずくでいただいてきたんだから」

「誰から？」

「王国軍の輸送隊だと思うけど？」

「なるほど……ヴルショヴァラへこれ以上の兵力を送れないと判断して、代わりに神剣を送ったというわけか。確かにあの要よう塞さいにいる少女剣士シユラフタたちがこれらの神剣に選ばれれば、それだけで五〇〇や一〇〇〇の歩兵に匹敵するはたらきができるだろう。……とはいえ嘆かわしいかぎりだよ。王国では、年端もいかぬ少女たちが剣を手にして戦わなければならないのだからね」

「別に年は関係なくない？　それをいうならぼくだってまだ一〇代だしさぁ」

「これは失礼……で、貴公はその輸送隊を襲ってこれを奪ってきたと？　ひとりで？」

　まるでリューインの胸中を読み取ろうとするかのように、ギジェルモはじっとリューインを凝視した。

「……そうやって何度も確認するのって必要？」

「いや、かさねがさね失礼した。……ただ、さすがに私もにわかには信じがたくてね。神剣の輸送となれば、それなりに厳重な警備がついていたはずだ。それを貴公がたったひとりで奪い取るなど──いや、貴公が剣聖チヤルダーシユなら、それも納得の結果ではあるのだがね」

「自分でもいうのもアレだけど、ぼくって相当強いからね」

「と──いうことになるだろうね、貴公の言を信じるとすれば」

　したり顔でうなずいたギジェルモは、上目遣いにリューインを見やり、

「……で、どういう意図があってこれをここへ持ってきたのかな？」

「キリリクちゃんがいってなかった？　ちょっとした土産だよ、土産」

「土産、と？」

「信用のない人間が手っ取り早く信用を得るには、大金を積むのが一番簡単だからさ」

「確かに魅力的な宝だ、神剣が三本というのは。莫ばく大だいな財産でもあるし、我が国にとっては貴重な戦力ともなる。特に、王国と戦う上では」

「だよね～」

　王国が三人の剣士にあたえるはずだった神剣を奪って大公国にもたらすということは、王国側に来るはずだった三〇〇〇の増員がなくなり、同数の増援が大公国にやってくるということと同じだった。彼我の戦力的なバランスを大きく動かすといっていい。

「つまり、これは私が──我が軍が好きなように使ってよい、と……いうことかな？」

「うん」

「その代わりに貴公は何を求める？　私の信用を得るためとはいえ、それ以外に何ひとつ対価を求めない……と、いうわけではないのだろう？」

「うーん……最初はそれ、単純に買い取ってもらうつもりだったんだけど、神剣マズルカを現金にしようと思ったらバカみたいな量になるじゃん？」

「そうだな……私にもこのマルギュード──ソルス家重じゆう代だいの神剣があるが、たとえこの部屋を満たすほどの金貨を積まれようとも手放すつもりはない」

　腰から下げた剣の柄つかをぽんぽんと叩たたき、ギジェルモは目を細めた。

「これらの神剣は……なるほど、質という点ではマルギュードには遠くおよばないにしても、それでも神剣には違いない。これを我が軍が買い取り、その代価を貴公に支払おうと思えば、まずは若わか駒ごまを数頭と頑丈な荷馬車を用意してもらわなければならないだろうな。でなければ代価を運ぶことができない」

「そんなの駄目だよ、こっちは気ままな旅の途中なんだから、そんなかさばる大金持ち歩けないもん。宝石にしてよ、宝石」

「それはかまわないが……何せここは最前線だ。希少価値の高い宝石などない。用意するまでに時間がかかるのは覚悟してもらえるかな？」

「別にいいよ、特に急ぐわけでなし。──ああ、宝石の用意ができるまで、三食昼寝つき、おこづかいもつけて居候させてもらっていい？」

「居候……と？　ここにかね？」

「うん」

「……何か他意があるのではないかね？」

「そこを勘繰る？　じゃあ別のところに持ってこうか、それ？」

　リューインが神剣に手を伸ばそうとすると、すかさずギジェルモがそれを制し、

「プスカシュ秘書官！」

「はっ、はいぃ！」

「滞在中のアズダハどのの世話のいっさいは貴官に任せる。私はさっそくに本国への書状を書かなければならないのでね」

　だからさっさと出ていけ──という本音を言外に感じたリューインは、軽く肩をすくめてきびすを返した。

「ということだから、行こうか、キリリクちゃん」

「しっ、失礼いたします！」

　ギジェルモたちに一礼し、キリリクはリューインを追って慌てて部屋を飛び出した。

「──それではアズダハどの、すぐにお部屋の用意をいたしますので……」

「アズダハどのはよしてよ。ぼくのほうがたぶん年下でしょ？　愛情を込めて名前で呼んでほしいなぁ」

「そ、それでは……リューイン、どの──？」

「まだ愛情が感じられないなあ。ぼくはきみをキリリクちゃんと呼んでるんだよ？」

「では……リューイン、ちゃん……？」

「超一流の剣士シユラフタに対してちゃん呼ばわりとは失礼だな、きみも」

「じゃっ、じゃあどう呼べばいいんですか!?」

「いやー、冗談冗談。……きみをからかってると飽きないねえ」

　キリリクの剣けん幕まくにくすっと笑って、リューインは先ほど上がってきた階段へ向かった。

「リューイン……さん？　どっ、どちらへ行かれるんですかぁ？」

「いいね、その呼び方」

「それはどうも……っていうかぁ、ですからどちらへ──」

　司令部を出たリューインは、さっきまでとあまり変わり映えのしない砦とりでの中を見渡し、キリリクにいった。

「部屋の用意とかはとりあえずいいんだけどさ、それよりきみ、お金持ってる？」

「はい？」

「ぼくのお世話をするのがきみの役目なんだよね？　じゃあ、ぼくの代わりにお財布も出してくれるんでしょ？」

「お財布って──え？　今からどこかへ出かけるんですかぁ？」

「ちょっと持病があってね。応急処置が必要なんだよ。──あ、馬も借りてこう」

　リューインは鞍くらが取りつけられている馬を勝手に厩きゆう舎しやから引き出してくると、なかなか堂に入った身のこなしで馬上の人となった。

「さ、キリリクちゃんも」

「ちょっ……わ、わたしも行くんですか!?　お金をお渡しするんじゃダメなんですか？」

「どうしてそう判わかりきったことを聞くのかなぁ？　さっきの閣下もそうだったけど、大公国の人間てさ、みんなそうくどいわけ？」

「で、ですけどぉ、砦を出るとなると──」

「あのね、きみはぼくに売られたも同然なの。神剣マズルカに目がくらんだ上官に、世話係という名目で、性奴隷になれっていわれたんだよ？」

「せっ……!?　いっ、いわれてませんからっ！　そんなことこれっぽっちも！」

　愛あい嬌きようたっぷりのこのタレ目の少女は、感情が豊かというか、思っていること感じていることがすぐに表情に出る。顔を真っ赤にして否定する姿が可愛かわいくて、リューインは思わず噴き出しそうになった。

「性奴隷っていうのはちょっと盛りすぎたけどさ、まあ、基本ぼくのいうことには逆らわないでよ。──はい」

　左手で手綱を握ったまま、リューインはキリリクに右手を差さし伸のべた。

「……え？」

「だから、きみも乗るの、この馬に」

「ええ!?」

「貴重な軍馬を二頭も借りてくよりはいいでしょ。──ほら」

　躊ちゆう躇ちよするキリリクの手を掴つかみ、力ずくで引っ張り上げると、リューインは軽く鐙あぶみを揺らして馬を歩かせ始めた。

「やあやあ、ご苦労さんご苦労さん」

　キリリクの顔を通つう行こう証しよう代わりに、リューインは堂々と門を開けさせた。門の外では、さっきの門番たちがいまだにその場にうずくまって呻うめいている。鼻血を垂らしたり奥歯を折ったり、決して重傷ではないが、みんな面相が変わっていた。

「いいかい、門番諸君。怪しいヤツが来てもうっかり通しちゃダメだよ？」

　満足に返事もできない門番たちに他ひ人とごとのように声をかけ、リューインは悠然と要よう塞さいを立ち去った。





　　　　☆






　サークレットが横切る額に手を当て、ギュンター・ユーミールは渋い表情で嘆たん息そくした。ソーロッドとフルルロッサは返す言葉もなくうなだれている。

「……神剣マズルカを強奪した賊の潜伏先まで突き止めながら、逃げられたというわけか」

　ギュンターの言葉はソーロッドたちのミスを責めるようなものではなく、単なる事実確認だった。だが、それだけに当事者のソーロッドには、その言葉が叱しつ責せきや罵ば倒とうよりも重く感じられる。

「〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟にも数えられるほどの剣聖チヤルダーシユである貴き嬢じようらが、不意をついてもなお取り逃がすほどの相手──確かにそれは剣聖としか思えないな。恐るべき手て練だれだ。流派は？」

「そこまでは……ただ、少なくとも〝鉄てつ鎖さ派は〟とは思えません。鉄てつ鎖さ派はというには……その、自由すぎるかと」

「にいさま、あのっ──」

「ユーミール卿きよう」

　賊の少年はソーロッドに対して、ろくに反撃するどころか背中の剣を抜くことさえしなかった。にもかかわらず取り逃がしたのは、フルルロッサや〝風ふう姿し衛えい〟の少女たちの責任ではなく、ソーロッドの罪が一番重い。












　しかし、それを説明しようとした妹を、ギュンターの他人行儀な呼び方がさえぎった。

「貴き嬢じようら風ふう姿し衛えいになら任せられると判断したのは小官だ。貴嬢らが全力を尽くした上で取り逃がしたのなら、それはもはや小官の責任だろう。気に病むことはない」

「でも……っ！」

「……貴嬢らの報告を聞くかぎり、その賊、かならずしも大公国の人間とはいいきれぬようだ。世の中にはたぐい稀まれな剣の腕を持ちながら、殺し屋や盗賊のごとき裏稼業に身を落とす者もいるという。あるいは我々から奪った神剣マズルカを、涼しい顔をして我々に売りつけてくるという可能性もありえる」

「まさか──？」

「剣聖チヤルダーシユが自分の神剣にめぐり合うことを、時に理想の異性との出会いになぞらえる者がいるが、それは剣聖と神剣の間に明確な相性が存在するのと同時に、剣聖が抜くことのできる神剣はただひと振りだけと決まっているからだ」

　ギュンターのまなざしが、壁に飾られた一本の長剣にそそがれた。氷ひよう剣けんガルドリュード──〝破は軍ぐん明みよう星じよう〟の異名を持つギュンター・ユーミールの、最良の伴はん侶りよともいうべき神剣である。

「──その賊が神剣をいくつ持っていたとしても、使えるのは自分を剣聖に選んだ神剣だけだ。残りは持っていたとしても単なる鈍器にしかならない。ならば、我が軍、もしくは大公国軍に、高く売りつけるということもありえるだろう」

「あの賊がのこのこと現れるようなら、その時こそ我々が捕らえてご覧に入れます」

「ああ。貴き嬢じようらもここへ遊びにきたわけではないのだからな。大いに期待させてもらう。──ともあれ、きょうのところはもう下がって休みたまえ」

「あの──っ」

「はっ、失礼いたします」

　今度はフルルロッサがソーロッドの言葉をさえぎり、そのまま引きずるようにしてギュンターの部屋を出た。

「ソーロッド、きみ、いったい何をいうつもりだったの？」

「だって……最初の強奪はともかく、今回取り逃がしたのはほとんどわたしの責任なんだし、範囲を広げて犯人を捜すのならわたしもそれに加えてもらおうと思って──」

「正直、今の我が軍にそんな余裕はないよ」

「ちょ──」

　フルルロッサはソーロッドの手の代わりに腰のベルトをむんずと掴つかみ、のしのしと階段を降りていく。本当は今すぐにでも総督室に取って返したかったが、フルルロッサのパワーには勝てない。必死に抵抗しながら引きずられていくのも体裁が悪く──何しろこの要よう塞さい中枢部には警備の兵の数が多い──仕方なくソーロッドはフルルロッサに渋々ついていくしかなかった。

「──最近の大公国軍は、頻々と要塞付近まで兵を進めてきて、旅人やキャラバンを狙ねらった略奪を繰り返しているだろう？　いつボクたちに出動命令が下されるか判わからないのに、広範囲の捜索に出るわけにはいかないよ」

「けっ、けど、ふつうの兵士たちじゃ、あの賊を捕らえるどころかみんな返り討ちに遭あうだけでしょ！」

「声が大きいよ、ソーロッド」

　ソーロッドの頭を冷やすためか、フルルロッサは彼女を要塞の歩ほ廊ろうへ連れていった。

　複雑な階層構造になっているヴルショヴァラ要塞の中でも、かなり高い場所に位置するこの場所からなら、壁の向こうの居住区の明かりさえ手に取るように見える。冷ややかな風が長い髪を揺らすのに任せ、少女たちは胸きよう壁へきに寄りかかった。

「……確かにふつうの兵士たちじゃ何百人いてもあの賊を捕らえられっこない。だから、賊を捜すまでが彼らの仕事で、捕縛する段階になればまたボクたちにお呼びがかかるよ。それまでおとなしく待つんだ」

「わたしそういうのイヤなのよ……イライラする」

「判わかるよ。──でもダメだ。将軍の立場をこれ以上悪くしないためにもね」

「う……！」

　強奪された神剣マズルカの奪回にしくじれば、それはそのままギュンターの失点になる。すでにソーロッドたちが一度失敗している以上、二度目の失敗は許されない。ギュンターのためというフレーズを持ち出されると、ソーロッドもこれ以上は食い下がれなかった。

「…………」

　ソーロッドはうつむき、自分のブーツの爪つま先さきをじっと見つめた。

　兄のギュンターは公私の区別を厳密にする人だったから、この要よう塞さいに来てからは、ほとんど家族としての会話はしていない。兄をささえたい自分の気持ちを伝えることさえままならず、ソーロッドは唇を噛かみ締しめるしかなかった。

「そう落ち込まないで、ソーロッド。きみらしくないよ」

　手て櫛ぐしでソーロッドの髪をそっと梳すきながら、フルルロッサはいった。

「──少し遅いけど、食事に行こう？　おなかがいっぱいになれば気分も上がるって」

「……わたしがそんな単純な女だって思ってるの、フルル？」

「そういう単純なところが可愛かわいいんだよ、きみは」

「ちょっと！」

「ふふ」

　フルルロッサは逃げるように歩き出した。

「そういうからにはごちそうしてくれるんでしょ、フルル！」

「うーん……きみだけにごちそうしたなんてあとからバレると、風ふう姿し衛えいの子たちからもせがまれそうだなあ」

「いいの！　わたしは親友なんだから！」

　ソーロッドはフルルロッサに追いつくと、その左腕にしがみついて石段を降り始めた。

　ソーロッドたちが住むこのヴルショヴァラ要塞は、ヴルショヴァラ地方の州都であると同時に、大陸でも屈指の堅けん牢ろうな城塞都市である。要塞をひとつの城と見るなら、ヴルショヴァラの街はその城下町であり、その双方をいくつもの城壁がぐるりと取り囲む構造のおかげで、ヴルショヴァラは難攻不落の要塞として名を馳はせていた。

　そのヴルショヴァラの人口は、駐屯している兵士たちを含めて七万人を超える。これほどの人口がひとつところに集中している街は、大陸全土を見渡してもそうはない──と、ソーロッドは前に聞いたことがある。

　もちろん、王国の都パラスほどは大きくない。だが、このヴルショヴァラの密集感は格別だった。城壁で囲まれた空間に、横に伸びられないぶん、上へ上へと増築をかさねた塔や家や店が建ち並び、そこに都では考えられないくらいの密度で人々が暮らしている。それを猥わい雑ざつといえば聞こえは悪いが、ソーロッドの目には、たくましく生きる人々の活気に満ちた街として映った。

　要よう塞さい区を抜けて居住区──城下町へと繰り出したソーロッドとフルルロッサは、要塞駐屯軍の軍人、特に士官クラスの人間がたびたび訪れる酒場〝銀の矛亭〟へとやってきた。客層に合わせて、出している酒や料理は上等、ほかの店より内装もよく、さらにいうなら従業員の教育も行き届いている。

　すでに時刻は夜の一〇時を回っていた。しかし、要塞ではたらく軍属をメインの客層にしているこの店では、彼らのシフトを考慮して、基本的に二四時間つねに営業している。ソーロッドたちがやってくると、ジョッキを片手におしゃべりをしていた軍人たちが、華やかなふたり組に気づいて居住まいを正し、軽く敬礼をしてきた。

「どうかおかまいなく」

　フルルロッサは彼らに律儀に礼を返した。

　正式な軍人ではないソーロッドたちも、剣聖チヤルダーシユという立場のおかげでこの要塞内では下士官待遇を受けているが、たとえそれがなくとも、ソーロッドはギュンター・ユーミールの妹として、何くれとなく周りが気を遣ってくれる。兵士たちの中には「お嬢さま」などと呼ぶ者もいるくらいだった。

　しかし、それがソーロッドにはどうにも居心地がよくなかった。〝破は軍ぐん明みよう星じよう〟の妹であることはとても誇らしいことだが、誰も彼も、兄を見て自分を見ていない──そのことが引っかかるのである。

「これはこれは……ソーロッドさまにフルルロッサさま」

　すでに顔かお馴な染じみとなっている四十路よそじの女主人が、いかにも高そうな毛皮の襟巻をふりふり揺らしてやってきた。

「ふたりきりでゆっくり食事がしたいんだけど、大丈夫かな？」

　ざっと見渡したところ、フロアに置かれた丸テーブルはほぼ埋まっている。ここは軍人だけでなく、落ち着いて食事をしたい街の富裕層が来ることも多く、極端な深夜や早朝でもないかぎり、だいたいいつもこのくらいの客の入りだった。

　女主人はすばやくあたりを見回し、

「ちょっと今、混こみ合っておりまして──」

　ソーロッドはふと二階の回廊を見上げ、女主人に尋ねた。

「そういえば二階は空いてないの？」

　この店の二階の大半は吹き抜けになっていて、一階のフロアを見下ろす回廊と、そこを押さえるだけで大金がかかる特別なテーブルが置かれている。この街に赴任して来た時、兄やフルルロッサといっしょに一度だけソーロッドも二階で食事をしたことがあるが、背の低いテーブルにふかふかしたクッション、すぐ背後にはバルコニーがあり、季節によっては夜風に吹かれながら食事ができるとてもいい席だった。ふたりだけで食事をするにはややぜいたくだったが、特別な夜にはそれも悪くはない。

　ところが、女主人は困ったように顔色を曇らせ、ちらりと上を見上げた。

「それが……特別席にはすでに別のお客さまがおられまして──」

「え？」

「あ、いえ……少々お待ちください、今ちょっと──あちらのお客さまもおふたり連れですので、事情をお話しして、席を替わっていただけないか聞いてまいりますので」

　ソーロッドの落胆の色に罪悪感をかき立てられたのか、女主人は慌ててきびすを返し、二階へと続く階段を上がっていった。

「席を移ってもらうなんて、悪いことしたかな」

「ソーロッド」

　フルルロッサがソーロッドにささやいた。

「……今、そこで食事をしていた兵士に簡単に話を聞いたんだけど」

「話って？」

「二階席の客のことだよ。……ボクたちとそう変わらない年頃の少年と、それに眼鏡の女のふたり連れらしい」

「えー？　何だかあんまりお金持ちっぽくなくない？」

「金のあるなしより、その少年の風体が気になる。濃のう紺こんの服を着て、鬱うつ陶とうしいくらいの前髪で顔の半分を隠してるって。……何となく覚えがない？」

「それ、まさか──」

　ぐっと目を細めたソーロッドの脳裏に、つい数時間前、自分を翻ほん弄ろうして去っていった謎なぞの若者の姿がよみがえる。あの若者も闇やみ夜よを思わせる濃紺の衣ころもを着込んだ上から背中に剣を背負っていた。

「まさか本当に我が軍に盗んだ神剣マズルカを売りつけるつもりなのか──」

「理由なんてどうでもいいじゃない。もしあの賊なら、絶好の機会でしょ？」

　ここで食事をしているというのなら、当然、酒が入って酔っているに違いない。手て強ごわい敵を捕らえる好機だった。

「でも、まずは将軍に報告してからのほうがいいんじゃないかな？」

「だったらそこの人！」

　ソーロッドは声をひそめ、近くのテーブルで食事をしていた兵士を手招いた。

「──今すぐユーミール将軍のところに行ってきて！」

「は……？」

「いいから！　例の賊を発見したので捕縛にかかりますって！　緊急事態だから、ほら！」

「は、はあ……」

　釈然としない表情ながらも、兵士はソーロッドにいわれるままに店を小走りに出ていった。それを見送ったフルルロッサは、額に手を当てて嘆たん息そくし、

「……ソーロッド。そういうことをやっていると、きみだけじゃなく、将軍の評判まで下がるよ？」

「べっ、別にいいでしょ、ワガママで人をこき使ってるわけじゃないし！　緊急事態なんだから！」

「それ以前に、その客が例の剣士シユラフタかどうかもまだ確証はないだろう？」

「あ、あの、お嬢さまがた──」

　ふたりの剣けん呑のんなやり取りを聞きつけて、店の女将おかみが不安を隠そうともせずにすがりついてきた。

「どうか店内での騒動は──」

「それはわたしじゃなくて賊にいってよ」

「そっ、そんな」

「大丈夫、なるべく穏便にすませるから」

　ソーロッドの尻を軽く小突き、フルルロッサは女将の背中に手を添えてなだめた。

「──ただ、もし二階の客がボクたちが追う賊であれば、立場上、逃がすわけにはいかないんだ。もし店に被害が出るようなことがあれば、きちんと軍のほうで補償するから」

「そ、そういうことなら……ちょ、ちょっとお待ちください、二階のお客さまについている子たちをすぐに呼び戻しますので」

　女将は小さく咳せき払ばらいをすると、いつもと変わらない調子で店の女たちを呼ばわった。

　ソーロッドとフルルロッサは顔を見合わせ、階段を降りてきたきらびやかなドレスの美女たちと入れ違いに、階段に足をかけた。





　　　　☆






　日没後の田園地帯を馬で駆け抜け、リューインがキリリクを連れてやってきたのは、よりによってヴルショヴァラ要よう塞さい──の勝手口に当たる居住区、いわゆるヴルショヴァラの街だった。時刻は夜の九時を回り、街を出入りする人もぐっと減る頃合いである。

「ちょっ……あわ、なっ、何でよりによって──」

　街の正門を見て、キリリクは声をうわずらせた。ヴルショヴァラ攻略をもくろむ大公国軍の一員からすれば、あそこはまさに敵のお膝ひざ元もとなのである。

「ひっ、引き返しましょう、リューインさん！　危険です！」

「え～？　別に要塞区に侵入するわけじゃないんだし、居住区なら大丈夫でしょ？」

　ヴルショヴァラ要塞中枢への出入りは厳重にチェックされるだろうが、隣接する居住区への出入りはさほどでもない。軍事面ではもちろん、経済面でもこの地方の中心であるヴルショヴァラは、通行税や関税を低く設定し、商人や旅人が立ち寄りやすい街にすることで、結果的に莫ばく大だいな税収をあげることに成功していると聞く。もちろん、戦闘が間近に迫るような事態になれば、外部と通じる居住区の門も閉ざされていっさいの出入りは不可能になるだろうが、大公国軍がこまめな略奪程度の動きしか見せていない今、ヴルショヴァラの街はいつもと変わらず、夜遅くまで万人に対して開かれているようだった。

「うっふっふ」

　じたばたするキリリクを背後からがしっと抱きすくめ、リューインは笑った。

「──きみにはまだいってなかったけど、実はぼく、毎日大量のワインを飲まないといけないんだ」

「は、はいぃ？」

「今でこそにこやかな美少年然としているぼくだけどさ、これでも子供の時分から数多くの修羅場をくぐってきてるんだよね。そのせいで、全身に無数の古傷があるわけ」

　みずから美少年と称するリューインの厚顔さは気になるが、それ以上に気になるのは、リューインの手がさわさわとキリリクの身体からだをまさぐり始めたことだった。

「で、その古傷がしくしくと痛むのをまぎらわせるために、毎日ワインを飲まなきゃいけなくって……ねえ、判わかってくれる？」

「わっ、判りました！　判りましたからぁ！　へっ、へんなところ触らないでください！　そっ、そこは、むん、むっ、胸です、胸！」

「だよね～。こんなぷりぷりした腹肉ありえないもんね～。おおっと！　手がすべった！」

「ぎゃああ！　つっ、掴つかまないでくださいよう！」

「まったく……大公国の馬は荒っぽいなあ。あやうく振り落とされるところだったよ」

「うっ、ウソだ！　明らかに嘘うそですぅ！」

「うっふっふ……せっかくすばらしいモノを持ってるんだから、ぼくにもちょっと愛めでさせてくれたっていいじゃん。ね？」

　まるで子供の頭を撫なでるみたいにキリリクの魅惑のふくらみをひとしきり撫で、リューインは馬を止めた。

　夜の闇やみに浮かび上がるヴルショヴァラは、まるで星空の一角がそのまま地上に落ちてきたかのようだった。高い城壁の上には点々と篝かがり火びがともされ、そこを松明たいまつを持った兵士たちが行き来しているのか、小さな光がゆっくりと左右に動いているのが見える。さらにその向こうには背の高い石造りの建物が林立し、窓にともる無数の光がにじんで見えた。

　キリリクがこの街に来たのはこれが初めてではない。しかし、昼夜を問わず活気に満ちるあの街の暮らしと、そこを中心に広がるゆたかな穀倉地帯を見れば、大公国がヴルショヴァラを無傷で手に入れたがるのも判る気がする。夜の闇を遠ざけるあの明るさは、いってみればヴルショヴァラ州の経済力の象徴だった。

　真っ赤に火ほ照てった頬ほおを押さえて深呼吸を繰り返し、キリリクは眼鏡のずれを直してリューインを振り返った。

「……げっ、下品な冗談はさておき、リューインさんだけならともかく、わたしはこの恰かつ好こうですし、門を抜けるのは難しいと思いますけど」

　キリリクはゼゼルク大公国軍の軍服を着ている。事務方だから、武官たちの軍服とは違うとはいえ、詳しい人間が見れば大公国軍の服だと看破される恐れがあった。

「そうかなぁ？　案外バレないんじゃない？　ほら、こういうの取っ払って、前のボタンはずして──」

「ぎゃああ!?」

　リューインはキリリクの軍服についていた大公国の国章や徽き章しようを引きむしり、ボタンを全部はずしてしまった。それどころか、むしり取った国章をそのあたりに無造作に捨てている。国旗を引き倒すにもひとしい蛮行だった。

「わっ、我が国の国章を──」

「別にいいじゃん、ワッペンのひとつやふたつ。──ほら、これで何となく軍人ぽくなくなったでしょ」

「う……」

　キリリクは自分の身体からだを見下ろし、言葉に窮きゆうした。確かに国章をはずした制服の前を開き、袖そでをまくっていくぶん崩したような着こなしをすれば、彼女を見てすぐに大公国軍の人間だと気づく者はほとんどいないかもしれない。

　とはいえ、何となく納得はいかない。キリリクが頬ほおをふくらませて押し黙っていると、リューインはさっさとひとりで馬を下りてしまった。

「きみが行きたくないっていうなら別にいいんだよ。ぼくひとりで行くだけだから。……まあ、世話係をいいつけられたきみの立場としてはさあ、ぼくを放置っていうのはのちのちまずいかなって思っただけだから、うん。気にしないで」

「まっ、待ってくださいよぅ、リューインさん！」

　任務のことを持ち出されると、キリリクもこれ以上はごねていられない。慌てて馬を下りたキリリクは、手綱を引いてすぐさまリューインに追いついた。

「今のうちにお聞きしたいんですけど」

　軍服の下のシャツの襟をととのえ、キリリクは低い声で尋ねる。

「……ワインを飲むためにここまで来たというのは方便で、本当はほかに何か目的があるんですよねぇ？」

「え？　ないよ？　何で？」

「だって……え？　ただワインが飲みたいだけなら、我が軍の本陣にも多少は備蓄されてますし、わざわざこんな危険を冒さなくても──」

「だってさ、あそこはいかにもむさ苦しいし、ワインだって安物しかないっぽいじゃん」

「それは……」

　リューインの言葉を否定できず、キリリクは口ごもった。前線基地だから仕方ない、などという弁明は、おそらくリューインには通用しまい。きょう会ったばかりだが、リューインがそういう若者だということは、キリリクにもすでに理解できている。

「ぼくは可能なかぎりいいワインを飲みたいの。……いい？　人間、万事において努力することを忘れたらそこでおしまいだよ？　かなえたい望みがあるなら努力しなきゃ」

「いっていることは至極まっとうですけどぉ……何というか、その努力の方向性がそもそも間違っているような──」

「とにかく、ぼくは自分のすることについて後悔するのが大っ嫌いだからね。ぼくがすることはいつも正しいって思ってる。だから今はこうするのが正しいんだ」

　耳の後ろを指でかき、リューインはヴルショヴァラの門をくぐった。

　この時間になっても街の門は開かれたままで、人々の行き来が絶える様子はない。その流れにまぎれてしまえば、リューインはもちろん、確かにキリリクの姿もさほど目立つことはなかった。

　門から続く幅広の大通りから眺めると、ヴルショヴァラ要よう塞さいはちょっとした山のようだった。窓の数を頼りにざっと推測したかぎりでは、地上に出ている部分だけでも一〇層ほど、地下となると何層構造になっているかも判わからない。しかも、隣接しているこの居住区と要塞の間には二重の城壁が横たわっている。戦時も平時も関係なく、そこの移動には厳重なチェックが入るのだろう。

　腕組みをして要塞の威容を見上げているリューインに、キリリクがそっと耳打ちした。

「……教えてくださいよう。やっぱり何かほかに目的があるんですね？」

「きみさ、あんまりこそこそしてると挙動不審でかえって目につくよ？　もっと堂々としてなきゃ」

「ど、堂々とっていわれても……」

「さあ、行くよ」

　人の流れに乗るような形でリューインは歩き出した。キリリクはその後ろを馬を引いてついていく。日没後でこの人出なら、市場が活気づく早朝や昼食時はどれだけ混こみ合うのだろうか。

　そんなことをぼんやり考えていたキリリクの視線は、いつしか目の前を行くリューインの背中──彼が背負う剣にそそがれていた。

「…………」

　実際に抜かれるところを見るまで何ともいえないが、リューインの剣はまぎれもなく神剣マズルカだろう。それも、かなり質が高い。

　強力な神剣の真価を発揮できるのは、それにふさわしい実力を持った剣聖チヤルダーシユだけである。そもそも剣聖チヤルダーシユという称号自体、神剣マズルカを鞘さやから抜くことのできるすぐれた剣士シユラフタたちにあたえられるもので、誰でも名乗れるわけではない。そして、神からあたえられるという神剣にも優劣がある以上、それを持つ剣聖にも優劣がある。

「──リューインさん」

　夜店の親父おやじに道を聞いていたリューインに、キリリクは疑問をぶつけてみた。

「リューインさんは剣聖ですよね？」

「まあ、世間的にはそうなるかなあ」

「その……背中の剣、それがあなたの神剣ですよね？」

「まあね」

　リューインは背中に手を回し、独特の金属光沢をもつ鞘に触れた。

「──ぼくがこいつを抜いたら誰にも止められないよ」

「それほどの腕があれば、これまでにも仕官の機会はあったんじゃないんですか？」

「え～？　もしかしてきみ、ぼくを大公国軍にスカウトしてる？」

「そんなつもりはありませんけど……ただ、男性の剣聖はただでさえ数が少ないと聞いていますし、王国軍の剣聖たちを手もなくあしらうほどの腕前なら、我が軍で出世するのもたやすいと思います」

「でもさあ、上下関係とかあるじゃん、軍隊って？」

　噴水のある広場までやってきたリューインは、そこで足を止めてあたりを見回した。

「──ぼくって繊細だからさあ、そういうのに耐えられないと思うんだよねえ」

　繊細というより気分屋という感じだが、キリリクはあえて指摘はしなかった。確かにこの少年は、厳格な階級社会の中でうまくやっていけるタイプとは思えない。一見するとにこやかで人当たりはいいが、ひと皮かわ剥むけば傍ぼう若じやく無ぶ人じん、自分の強さに絶対の自信をもっているからこその、傲ごう慢まんな性格の持ち主のようだった。

「──ああ、ここだ、ここ」

「ここ？」

「うん。〝銀の矛亭〟。このへんで一番上等な酒を出す店はって聞いたら、みんなここだっていってたからさ」

　噴水広場の東に広く間口を取ったその店は、酒場というにはいささかかしこまった作りで、相当に金をかけて建てられているのだということが判わかった。この手の店でよく見かけるのは、一階が酒場で二階が宿を兼ねているものだが、ここは五階建てのかなり大きな店で、客が馬を預ける厩きゆう舎しやまで完備されている。窓の形から察するに、おそらく三階から上が宿になっているのだろう。二階にはバルコニーがあり、客が望めばそこで酒を飲むこともできそうだった。

　ぽかんと口を開けっ放しにしたまま、漆しつ喰くい塗りの真っ白な建物を見上げていたキリリクは、はたと我に返ってリューインの袖そでを引いた。

「あ、あの……店構えからして、ここはおそらく、街の貴顕や富裕層が利用するような店ですよぅ？」

「失敬だな、きみは。そのくらいぼくにも判わかるよ」

「い、いえ、ですから──お高いですよ？」

「だから判ってるって。大公国生まれのせいなの？　そのくどさはどうにかならない？」

　さっさと厩きゆう舎しやに馬を押し込み、リューインはいった。

「──ていうか、こういう敷居の高い店じゃなきゃ、ぼくの嫌いな汗臭いオッサンどもといっしょにワインを飲むはめになるでしょ？　それに、場末の酒場じゃワイン自体置いてないことだってあるんだから」

「良質のワインにこだわるのはいいんですけど……その、持ち合わせが……」

　キリリクは重苦しい溜ため息いきをつき、肩からかけていた古びたカバンの中を覗のぞき込こんだ。

　ギジェルモの秘書官として、つねにある程度の現金は持ち歩いているが、このランクの店で上質なワインを暴飲してどれだけかかるのか、そういう経験のないキリリクには見当がつかない。おまけにこういう店では、着飾った女を隣にはべらせるだけで勘定が跳ね上がるとも聞いている。

「た、足りないかもしれません──」

「大丈夫大丈夫、そこはちゃんと考えてるから」

　ひょいとキリリクのカバンを覗き込んだリューインは、金貨が詰まった革袋を無造作に掴つかみ取とった。

「あ!?　ちょっ……困りますよぅ！」

「キリリクちゃん、こういうお店では大声出しちゃいけないよ？　マナーを守ろうね？」

　馴なれ馴なれしくキリリクの肩を叩たたき、リューインはさっさと店に入っていった。そうなると、キリリクひとりで外で待っているわけにもいかない。むしろリューインのそばで、度を超えた飲酒をしないように目を光らせていなければならない。

　外見通り、やはり〝銀の矛亭〟はグレードの高い店らしく、キリリクがよく知る酒場と違ってとても清潔で、いかにもおいしそうな料理の匂においと上品な酒の香りがフロアを満たしていた。やってくる客層もそれ相応で、ジョッキを振り回しながら大声で騒いでいる酔っ払いなどどこにもいない。

　物珍しげに店内を見回していたキリリクは、女主人とやり取りしているリューインの手もとを見た瞬間、目を見開いた。いったい何を考えているのか、さっきキリリクから取り上げた金貨の詰まった革袋を、そのままぽんと女主人に手渡してしまったのである。

「りゅっ……」

「静かに」

　くるりと振り向いたリューインは、声をあげようとするキリリクの口を押さえ、低い声で呟つぶやいた。

「──ここまで来てじたばたするのはやめなよ。どうやらここは王国軍の軍属が御ご用よう達たしにしているみたいだし、うっかりヘタを打って正体がばれたら命がないよ？」

「……！」

　リューインの言葉に、キリリクは無言で唾つばを呑のみ込こんだ。

「さあ、こちらへどうぞ」

　金貨を懐に収めた女主人は、ほくほく顔でふたりを階段のほうへいざなった。どうやらあの、バルコニーに面した二階席に案内してもらえるらしい。

　リューインの背後にひたりと張りつき、キリリクは押し殺した声で懸命にうったえた。

「あのお金、どうして全部渡しちゃったんですか!?」

「いやぁ、少し余分に払えばいい席用意してくれるっていうし、じゃあ、前金で渡すからじゃんじゃんワイン持ってきてって」

「前金!?　前金も後金も、もう一フリントだってお金持ってないんですよ、わたしは！」

「まあまあ、あとはぼくがどうにかするって」

　にやついた笑みを隠そうともせず、リューインは自信ありげにいった。とはいえ、この少年を逆さにしてはたいたところで、金貨の一枚も出てくるとは思えない。もちろん、背中の剣を売り飛ばすつもりがあるなら別だが、剣聖チヤルダーシユが自分の神剣マズルカを酒代代わりに手放すはずもなかった。

「なかなかいい感じじゃない」

　二階に上がったリューインは、開放感のある吹き抜けの回廊と、バルコニーに面したベッドより大きなテーブルを見て満足げにうなずいた。

「──さあ、まずは乾杯乾杯」

　上着を脱いでクッションにすとんと腰を降ろし、リューインは舌なめずりをした。

　すぐにきらびやかなドレス姿の女たちが酒と肴さかなを運んでやってきた。キリリクが懸念していた通り、客人の隣に座って酌をするような美女たちである。前金が効いたのか、すこぶる愛想がいい。

「うう……」

　片方をリューイン、もう一方を肌もあらわな女にはさまれ、キリリクは肩をすぼめた。自分の背が低く、細身ではないことを自覚しているキリリクとしては、何かにつけてリューインがべたべたしてくるのも困りものだったが、こういう玄人くろうと女おんなと並ばせられるというのも、それはそれで気分おだやかならざるものがある。

「ふは～♪」

　ガラス製のジョッキにそそがれたワインを一気に飲み干し、リューインは満足そうにひと息ついた。

「あー、よかった！　ホント、このまま死んじゃうのかと思った！　毎日ワイン飲まないと死んじゃうからね、ぼくは！」

「そんな大おお袈げ裟さな……」

　ぼそりと呟つぶやいたキリリクは、上機嫌のリューインとは対照的に、沈んだ表情でワインをすすった。

「……！　でも、これはさすがに──」

　庶民の口に入るようなワインは、ハチミツや果物の果汁を足さなければまともに飲めないような代物ばかりだが、ここのワインはあまり酒を飲まないキリリクでもそれと判わかるくらいに上等だった。

「──ところでこちら、いったいどういうご関係？」

　とくとくとリューインのジョッキにワインをそそぎながら、赤いドレスの女が尋ねる。

「おふたりとも軍人──というご様子でもないし」

「え？　ぼくら？　そりゃあ見ての通り、お金持ちのボンボンとそのおつきの女中さんだよ。きょうは親にナイショで屋敷を抜け出してきたんだ」

　最初から考えてあったのか、それとも咄とつ嗟さの思いつきなのか、リューインはつらつらと口から出まかせを並べ立て、そそがれたワインをまた飲み干していく。一気にこれだけの上等なワインを飲んで顔色も変えないというのは、よほど酒に強いのだろう。












　逆に酒を飲むより食べるほうが好きなキリリクは、ぐいぐいジョッキを傾けているリューインを横目にちびちびワインをすすり、テーブルの上に並べられた料理に手を伸ばしていた。松の実入りのヒツジのペストリーにシラスウナギのオイル煮込み、ブタのレバーのクリーム煮──庶民の食卓にはまず上ることのない食材をふんだんに使った料理の数々は、どれも逸品と呼ぶにふさわしい。

「キリリクちゃ～ん」

　ほくほくとペストリーを食べているキリリクの肩に無遠慮に手を回し、リューインはささやいた。

「──あとで頼みたいことがあるから、きみはあんまり飲まないでくれる？」

「もともとそんなに飲みませんけどぉ……頼みたいことって、まさか本陣まで戻ってここの料金の不足分を取ってこいなんていいませんよね？」

「ああ、大丈夫大丈夫、渡した前金以外、一フリントだって払わないから」

　リューインがキリリクの肩をぱしぱしひっぱたいているそばから、次々に新しいワインの瓶が運ばれてくる。周りの女たちにも気前よく勧めているとはいえ、その大半をリューインが飲んでいるのを目の当たりにすると、大量のワインを飲まないと死ぬという彼の言葉も、あながち冗談ではないのではないかと思えてきた。

「──ブロンディ！　ロージー！　ちょっと降りてきて！」

　女主人の声が聞こえてくる。キリリクたちの両脇であれこれ世話を焼いてくれていたおねえさんたちが、腰を浮かせて申し訳なさそうにいった。

「マダムが呼んでるから、ちょっと行ってきますね」

「すぐに戻りますから」

　美女たちが階段を降りていくのを見送ったキリリクは、ワインの空き瓶をテーブルの上に並べているリューインに身を寄せ、低い声でいった。

「あの……さっきおっしゃってた、わたしに頼みたいことって何なんです？」

「まあちょっとね」

　そういいながら、リューインはクッションを離れ、階段近くの手て摺すりのそばに腹はら這ばいになって近づいた。

「……何してるんですか、それ？」

「いや、ちょっと気になるじゃん、どんな客か」

「はい？」

「だからさぁ、ぼくみたいな金払いのいい上客の相手を中断させて、あのおねえさんたちを呼び出したってことは、店にとって重要な客が来たってことでしょ？　そのご尊顔を拝もうかなって思ってさ」

　吹き抜けのおかげで、ここからなら一階フロアのほとんどを見下ろすことができる。好奇心に負けたキリリクも、リューインの隣に身を伏せ、手て摺すりの格子の間からそっと一階を見下ろすことにした。

「……あ！」

「何？　きみ、知ってるの？　あのふたり？」

「知っているというか──」

　女主人と何やらやり取りしているのは、男性客が多くなりがちなこの手の店にしては珍しい、うら若き乙女たちだった。

「背の高いあの鎧よろい姿の少女……オレンジ色の長い髪の娘は、たぶんフルルロッサ・ミショーだと思います」

「フルルロッサ・ミショー？」

「え？　も、もしかしてリューインさん、ご存じないんですか？」

「だから何をさ？」

　ちゃっかり持ってきていたアマンドをぽりぽりかじり、リューインは寝そべったまま聞き返した。

「〝荊けい棘きよく万ばん刃じん〟フルルロッサ・ミショーは王国屈指の剣聖チヤルダーシユのひとりで、〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟にも数えられるほどの槍やりの使い手ですよ!?」

「〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟って？」

「そ、そこからご説明しないといけないんですか……？」

「そんなに有名なの？」

「剣聖であるリューインさんがそれを知らないということがむしろ驚きですよぅ……」

　斜陽の一途をたどるラドガヴィガ王国を救うべく、王族のひとりが国内外の剣士シユラフタたちに広く呼びかけて誕生した〝救きゆう国こく剣けん士し団だん〟──その影響力は国政を左右するほどとも噂うわさされているが、そこに集った一騎当千の剣士たちの中でも、とりわけ強く美しいと認められた一〇人の女性剣聖のことを、〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟と呼ぶ。

「──彼女たちはあちこちの戦場に派遣されて、兵士たちとともに戦うことで士気を高める戦いくさの女神のようなものです。もちろん個人的な強さもかなりのものですけど。……その〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟が、今このヴルショヴァラにはふたりも滞在してるんですよぅ」

「へえ……」

「へぇって……ほ、ホントに知らないんですか!?」

　キリリクが拳こぶしを握り締めて解説しても、リューインは他ひ人とごとみたいな反応しか見せなかった。

「〝救きゆう国こく剣けん士し団だん〟とか有名じゃないですか！　定期的に腕の立つ剣士よ来たれって募集かけてますよ？　高札とかあちこちに出てるし──」

「ぼく、そういうのにぜんっぜん興味ないんだよね。……でも、そういうことなら真っ先にぼくのところにスカウトが来るべきじゃないかな？　少なくともあの子たちよりぼくのほうが強いと思うんだけど」

　炒いって塩を振ったアマンドをあらかた食べ尽くしたリューインは、視線を転じて金髪の少女を顎あごでしめした。

「──ってことは、あっちの子もそうなの？」

「はい。たぶん彼女はソーロッド・ユーミール……ギュンター・ユーミール将軍の妹で、〝双そう月げつ華か〟の綽しやく号ごうを持つ剣聖チヤルダーシユです。総督代行として、ユーミール将軍が彼女たちを率いてここに到着したために、閣下は要よう塞さい攻略に二の足を踏まざるをえなくなって──」

「ソーロッド……？　本当に？」

「はい？」

「あの子、本当にソーロッドっていうの？　おまけに兄貴がいるって？」

「そ、それは──わたしも実際に見たのは初めてですけど、噂うわさに聞く風ふう貌ぼうから考えて、確かにフルルロッサ・ミショーとソーロッド・ユーミールに間違いないかと──」

「……ふぅん。それはついてる」

「は？」

「キリリクちゃんさあ」

　リューインはテーブルのところに戻ると、背負っていた剣をはずして、彼女の上着といっしょにキリリクに押しつけた。

「──これ、預かっといて」

「ええ!?　でっ、でもこれ、リューインさんの神剣マズルカじゃ──」

　ずしりと重い剣を押しつけられ、キリリクは絶句した。

　キリリクも職業柄、神剣は何本も目にしてきている。ほかの金属にはない、ぬめるような独特の光沢を放つその柄つかや鞘さやを見れば、それが尋常の剣でないことはすぐに判わかった。

　その輝きとリューインの顔とを何度も見くらべ、キリリクはいった。

「どっ、どうして、そんな──え？　預かるって……」

「それを持って、そこのバルコニーから先に逃げててよ。これからちょっとトラブルになるからさぁ」

「はぁ!?　とっ、とら……どっ、どうしてです!?」

「いいからほら、下に来てるそのナントカ十剣に見つからないようにね」

「〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟です！」

「判わかった判った。……ぼくが戻ってくるまで、このへんで待っててね」

　キリリクはリューインに背中を押され、足音を忍ばせてバルコニーに出た。

「やっぱ無理！　無理ですぅ、無理無理！」

　噴水広場に面しているバルコニーは、実際に下を見下ろしてみると、かなりの高さがあった。そもそもこの〝銀の矛亭〟の一階フロアは、水平方向はいうまでもなく、垂直方向にもたっぷり空間を取っている。そのせいで二階部分がふつうの家屋の三階に匹敵するほどの高さがあるのだった。

「こっ、こんなところから飛び降りるなんて無理ですからぁ！」

「大丈夫、きみにはその頼もしい自前のクッションがあるじゃない」

「は!?　むっ、胸が大きければ何とかなるなんて、そんな乱暴な理論──」

「うるさいなあ。きみまで捕まったら意味ないんだよ」

「──ひぇ？」

　冷たい声でいい放ったリューインは、やにわにキリリクの後ろ襟を掴つかむと、有無をいわさず彼女の身体からだを放ほうり投げた。

「きぁ──ぶばはっ!?」

　一瞬の浮遊感のあと、キリリクは冷たい水の中に突っ込んだ。ごつんと何かにお尻をぶつけ、冷たさと痛みで気が遠くなる。けれど、呑のん気きに気を失っている暇はなかった。すぐに気管に水が流れ込んできて、苦しさのあまり激しく咳せき込こんでしまう。

「ぶふっ、げほっ、けほっ──」

　何度も咳き込みながら立ち上がったキリリクは、ようやく自分が広場の噴水に投げ込まれたのだと知った。びしょ濡ぬれの前髪をかき上げると、バルコニーのリューインがにこやかに手を振って中に戻っていくのが見える。

「どっ、どうしてわたしがこんな目に──」

　リューインが何を考えているのかまったく判わからなかったが、キリリクは慌てて噴水から這はい出だすと、酔っ払いたちの奇異の視線を浴びながらその場を逃げ出した。





　　　　☆






　念のため店の娘たちを二階から立たち退のかせたソーロッドとフルルロッサは、足音を殺して階段を上がっていった。

　話を聞くかぎり、上の特別席でご機嫌にやっているのはあの少年──ソーロッドたちを手玉に取り、貴重な神剣マズルカを持って逃げおおせた剣士シユラフタに違いない。屈辱にまみれた記憶を反はん芻すうし、ソーロッドはついつい歯をきしらせてしまった。

「ソーロッド」

　最後の数段を一気に駆け上がろうとする寸前、フルルロッサが少女の肩を押さえた。

「……相手の出方にもよるけど、できるだけ抑えたほうがいい」

「民間人を巻き込むなっていうんでしょう？　判ってるし」

「そう釘くぎを刺しておいてもやりすぎるのがきみだからね。……特に、きみが下手に本気を出して剣奏ヒムヌなんか使ったりすると、この店があっという間に廃はい墟きよになりかねない。そのどさくさにまぎれて逃げられでもしたら目も当てられないからね」

「だーかーらー判わかってますーぅ！」

　熱くなりかけた心を鎮めて思い返してみると、確かにあの少年の動きは、間合いをはずして挑発しながら、こちらの隙すきをつくのを得意としていそうだった。正々堂々とした戦いを好むソーロッドからすれば邪道もいいところだが、それはそれで賢い戦法ではある。

　ただ、そんな戦い方しかできない剣士シユラフタに二度も後おくれを取るつもりはない。

　そう自分自身にいい聞かせた時、ごとんごとんとワインの空き瓶が転がり落ちてきた。

「！」

　はっとして顔を上げると、すぐそこにあの少年が立っていた。

「やあ」

　ワインの瓶を片手に、かすかに顔を赤くした少年は、目を丸くしているソーロッドたちを悠然と見下ろしている。ソーロッドは反射的に手を伸ばし、眼前の空き瓶を拾って投げ返した。

「──っと！」

　わずかな手首の動きだけで投げた瓶が、すさまじい唸うなりをあげて飛んでいく。少年はそれを軽く首を傾けるだけでかわすと、ひょいと手て摺すりの上に飛び乗った。

「思ってたより手癖が悪いね。ソーロッドちゃん──だっけ？」

「うるさいっ！　馴なれ馴なれしい！」

　ソーロッドは両手を腰の後ろに回し、ジェグマダールの柄つかを握り締めた。〝双そう月げつ華か〟という彼女の綽しやく号ごうは、ソーロッドの神剣マズルカが二本でひと組の双剣であるところからつけられたものなのである。

　ソーロッドは雌雄一対の剣を両手に持ち、少年の足首を水平に薙なぎ払はらおうとした。

「えぐいなぁ」

　足首を輪切りにするつもりの横殴りの剣を、少年は最小限の動きでかわしただけでなく、上から踏みつけて押さえた。

「!?」

　手摺と靴底の間にはさまれただけなのに、ソーロッドが押しても引いても剣はびくともしない。少年が上から踏みつける力がそれだけ強いということだろう。

　剣を引き抜くことにはこだわらず、ソーロッドはすぐさまもう一方の剣で少年に突きかかった。

「お上手お上手」

　拳こぶしひとつぶんほどの幅しかない手摺の上でひらりと宙返りすると、少年は一気に天井に向かって跳躍した。

「！」

　二階の天井から一階の床まで、まともに落ちればかすり傷ではすまない。だが、少年は天井近くに吊つるされているシャンデリアに取りつくと、ぶらぶら揺れるその上で呑のん気きにワインの瓶を傾けた。認めるのは口惜しいが、やはりすさまじいまでの身のこなしである。

　また小馬鹿にされたような気がして、ソーロッドは少年を追って飛んだ。

「この……っ！」

　馬車の車輪と蜜みつ蝋ろうの蝋ろう燭そくを組み合わせたシャンデリアは、もともと人が上に乗れるようには設計されていない。少年に加えてソーロッドまで飛び乗ってきたことで、シャンデリアを吊り下げる鎖がじゃらじゃらと鳴り、滑車のきしみまで聞こえてきた。

「おとなしく盗んでった神剣マズルカを返しなさい！」

　揺れる足場をものともせず、ソーロッドは少年に鋭い突きを繰り出した。

「持ってないものは返しようがないんだけどなあ」

　大きなシャンデリアの上とはいえ、両者の距離は一メートルもない。その間合いから最短距離で飛んでくる突きを、少年は空にしたワインの瓶で脇に逸そらした。

「！　……あなた!?」

　その時初めてソーロッドは、少年が剣を持っていないことに気づいた。空き瓶一本で自分とやり合おうとする少年に腹を立て、ソーロッドは怒りに任せて太い鎖を切断した。

「みっ、店が──！」

「ソーロッド！　無む茶ちやだよ！」

　ソーロッドがシャンデリアを落としたのを見て、フルルロッサが叫ぶ。下にいた客たちや女主人も、悲鳴をあげて逃げ出していた。

「無茶じゃない……っ！」

　落下するシャンデリアを蹴けって二階の手て摺すりに移動した少年にすかさず追いすがり、ソーロッドは左右の剣を同時に振るった。

「んー……さっきも思ったんだけど、やっぱりきみ、もう少し実戦が必要かな」

　左手を腰の後ろに回したまま、少年はソーロッドの剣を、右、左とほとんど同時にはじいた。ほとんど同時──だが、厳密には同時ではない。少年はソーロッドの太た刀ち行ゆきのわずかな時間差を一瞬で看破し、恐るべき反応を見せてしのいだのである。

「ソーロッド！　ひとりで突っ走らないで！」

「とと！」

　ソーロッドの頭にワインの瓶を叩たたきつけようとした少年は、横合いから伸びてきたフルルロッサの槍やりを身をひねってかわした。

「〝鉄てつ鎖さ派は〟、風ふう姿し衛えい十人長のフルルロッサ・ミショーだ！　多少の怪け我がは覚悟してもらおうか！」

　朗々と名乗りをあげたフルルロッサは、矢継ぎ早の突きで少年を一気に押し込んだ。さすがは〝荊けい棘きよく万ばん刃じん〟──と、手放しでフルルロッサを称賛してばかりもいられない。何しろ少年の手にあるのは神剣マズルカどころかなまくらですらない、ワインの空き瓶なのである。それが割れないように、うまくフルルロッサの槍やりの穂先を逸そらし続けている少年の腕は、冷徹で公正な目で見れば、ソーロッドやフルルロッサより一枚上うわ手てなのかもしれない。

「フルル！」

　フルルロッサの加勢を得て、ソーロッドはすばやく少年の背後に回り込んだ。二対一という戦い自体、ソーロッドからすると本意ではないが、今はこの少年を捕らえて奪われた神剣を取り戻すことが最優先である。ソーロッドはフルルロッサに意識を向けている少年の膝ひざ裏うらを狙ねらってジェグマダールを振るった。

「……そういう甘さをさ、たぶんきみは、この先ずっと後悔するんだよ」

　まるで背中にも目があるかのように、少年は半身になってフルルロッサの槍をかわしながら、ジェグマダールを握るソーロッドの手首を打った。

「っつ！」

　右の剣を思わず取り落とした少女の頬ほおを、少年はひたひたとワインの瓶で撫なでた。

「足を狙ねらってぼくの動きを封じようとか考えずに、殺すつもりで背中からひと突きすべきなんだよ。……弱い上に甘いって、救いようがないよねえ」

「こ、この──」

　間近からそうささやかれ、ソーロッドは咄とつ嗟さに何をいうことも、反撃することもできなかった。そもそもジェグマダールの片割れをはたき落とされ、この間合いにまで踏み込まれた時点で、尋常の立ち合いならソーロッドの負けである。少年の手にあるのが空き瓶でなくペティナイフだったとしても、のどを引き裂かれて死んでいただろう。

「ソーロッド！」

　冷たい敗北感のために動けなくなっていたソーロッドは、目の前でにやにや笑っていた少年が不意に大きく吹っ飛ぶのを見て、ようやく我に返った。

「大丈夫かい、ソーロッド!?」

「……う、うん」

　ソーロッドは動揺を押し隠して剣を拾った。

　手て摺すりを越えて吹き飛ばされた少年は、一階に並んでいたテーブルの上に落下していた。少年がソーロッドにささやいている間に、フルルロッサがゾルダーンの石いし突づきのほうを横殴りにひと振りし、その脇腹を打ったのである。ここまで抜け目なく立ち回ってきた少年にしては、あっけないとも思える幕切れだった。

「いてててて……」

　テーブルと椅い子すの残ざん骸がいに埋もれたまま、少年は脇腹を押さえている。さすがに今の一撃と落下の衝撃はこたえたらしい。

「動くな！」

　フルルロッサが指示を出すまでもなく、ふたりの戦いを固唾かたずをのんで見守っていた客たちが──その多くは要よう塞さい駐屯軍の兵士たちである──いっせいに襲いかかり、立ち上がれずにいた少年を縛り上げてしまった。

「あ、ちょっと！　痛いよ、それ！　捕虜に対するあつかいが悪いよ、王国軍は！」

　兵士たちに引きずり起こされた少年は、それでも減らず口を叩たたく余裕はあるらしく、縄のかけ方にあれこれ文句をつけている。ソーロッドは唇を噛かみ締しめ、その横顔を苦々しげに睨にらみつけた。

「わ、わたしの店が……！」

「申し訳ない。さっきもいったけど、今夜の損害については、要塞司令部のほうに請求してくれれば誠意ある対応を約束するよ」

　呆ぼう然ぜんとしている女主人になぐさめの言葉をかけたフルルロッサは、ゾルダーンを封印状態に戻すと、ソーロッドの肩を叩いた。

「……本当に大丈夫かい、ソーロッド？　どこか怪け我がでもした？」

「丸腰の相手に怪我なんかさせられるわけないし」

　はっきりといえば不完全燃焼だった。結果的に少年を取り押さえることができたとはいえ、局地的に見れば、ソーロッドは少年に意趣返しするどころか、今度こそ彼我の実力差を見せつけられてしまった。これで無傷だったことを喜べるほど、ソーロッドは能天気ではない。むしろあらたに味わわされた屈辱がやり場のない怒りに変わって、いつまでもソーロッドの体内を駆けめぐっている感じがした。

　ソーロッドがすぐさまジェグマダールを鞘さやに納め、封印状態に戻したのも、もしこのまま抜き身の剣を握っていたら、兵士たちに引き立てられていく少年の背に、怒りに任せてそれを投げつけてしまいそうだったからである。

「……とにかく司令部に戻ろう。まずは将軍にご報告しないと」

「うん──」

　深呼吸を繰り返し、ソーロッドはうなずいた。しかし、まだ冷静さを取り戻したというにはほど遠い。どうしてこんなに苛いらつくのか──あの少年の態度が鼻につくというだけでは説明のつかない、もっと心の深いところに根差した何かがあるような気がして、ソーロッドは親指の爪つめを噛んだ。


















　要よう塞さい司令部の牢ろう獄ごくに放ほうり込まれた時点で、賊の少年は意識がなかった。別にソーロッドたちが苛か烈れつな拷問を加えたとかいうわけではなく、単に酔いが回って深く深く眠り込んでいただけの話である。

「ホントにムカつくんですけどー!?　何なの、あなた!?　起きなさいよ、ほら！」

　衛兵の持っている槍やりをひったくったソーロッドは、鉄格子の間からそれを突っ込み、石いし突づきのほうで少年の尻をがすがす小突いた。だが、薄暗い牢獄の冷たい石組みの床に転がされているというのに、少年はぐるぐる巻きにされたまま、むにゃむにゃいうばかりで目を醒さます気配がない。

「くっ……！　盗ぬすっ人と猛たけ々だけしいってこのこと!?」

　ソーロッドたちが〝銀の矛亭〟でふたたび遭遇した賊を捕らえてきたという話は、すでに総督代行のギュンターの耳に入っている。じきにここへギュンターがやってきて、賊の実見をすることになっていた。

　にもかかわらず、その賊が呑のん気きに熟睡していたのでは、ギュンターに対して面目が立たないだけでなく、何より自分たちが馬鹿にされているような気がして仕方がない。

「こうなったら──」

　ソーロッドは眉まゆを吊つり上あげ、槍を正しい方向に持ち替えた。

「ソーロッド！　ちょっ……よしなよ！」

　フルルロッサが慌ててソーロッドを引き離した。もちろんソーロッドも、怒りに任せて無抵抗の──というよりただ寝ているだけの──捕虜を刺し殺そうなどとは思っていない。ただ、軽く痛い目を見せて目を醒ましてやろうと思っただけである。

「止めないで、フルル！　ちょっとだけ──先っちょだけ！」

「きみの気持ちも判わからないじゃないけど、ここはこらえなよ！」

「下がれ、ユーミール卿きよう、ミショー卿」

「！　に、にいさま──」

　ソーロッドとフルルロッサがもみ合っているところへギュンターが姿を現した。居合わせた衛兵たちは無論、ソーロッドもフルルロッサも、慌てて居住まいを正して敬礼する。

「……思っていたより若いが」

　牢獄の中で軽くいびきをかいている少年を見て、ギュンターは呟つぶやいた。みずからランタンをかかげてしげしげと少年の顔を見つめ、

「やはり妙だな」

「な、何がでしょう？」

　フルルロッサが尋ねると、ギュンターはほっそりした顎あごに手を当て、静かにいった。

「ただでさえ男の剣聖チヤルダーシユは少ない。これほど若く、それも貴き嬢じようらを手玉に取るような男の剣聖であれば、ひとたび戦場に立てば絶対に目立つはずだが、これまでの報告にはいっさいない。ということは、この剣聖はまだ戦場に立ったことはないということになるが……なぜ大公国軍は、それほどの剣聖を今まで戦場に出さなかった？」

「確かにボクも……いえ、自分もそのような剣聖が大公国軍にいるとは、噂うわさにも聞いたことがありません」

　フルルロッサがギュンターの疑問を裏打ちする。

　なぜそうなのかはいまだに不明だが、剣聖は男よりも女のほうが圧倒的に多い。剣士シユラフタを目指す者は男のほうが多く、剣士全体の数も男のほうが女より多いが、なぜか神剣マズルカを手にして剣聖の称号を得られるのは、統計的に男よりも女のほうが多かった。

　そういう意味では、ここにいるソーロッドの兄ギュンターや、大公国軍を率いているギジェルモのような男の剣聖というのは、珍しい部類に入る存在といえる。

「……本当に大公国軍の人間なのか？」

　ギュンターは低い声でいった。

「と──おっしゃると？」

「ギジェルモは慎重な男だ。勝つことより負けないことを選ぶたちで、それゆえに奇策はもちいない。まして、貴重な剣聖を丸腰で敵地へ送り込むような、博ばく打ち同然の策は彼がもっとも嫌うところだろう」

「それではやはりこの少年は、敵方の人間ではない、と……？」

「少なくとも大公国の軍人とは思えないということだ。やはり盗んだ神剣を我々に売りつけるつもりでいたのか、あるいは──売りたいのは自分の腕か？」

「確かに、軍人というよりは流れ者といったほうがしっくりきますが」

　ギュンターとフルルロッサはそんなことを話し合っている。しかしソーロッドにとっては、この少年が大公国の人間だろうと流浪の剣士だろうとどちらでもよかった。

「にい……将軍！　まずはこの者を厳しく尋問して、奪われた神剣の行方を吐かせましょう！　すべてはそれからです！」

「急せくな、ユーミール卿きよう」

「ですが──！」

「貴嬢らの報告を聞くに、やはりこの少年、大公国の者とは思えない。もし仕官先を求めてのことなら、敵軍の人間と軽々に断じてせっかくの縁を無駄にすることもなかろう」

「それってまさか……こいつにそのつもりがあるなら、味方に引き入れるかもってこと!?　ねえ、にいさま!?　神剣を強奪する時に、我が軍の兵士がどれだけ犠牲になったか──」

「ユーミール卿」

　思わず兄妹きようだいとしての遠慮のなさを口調に出してしまったソーロッドに対して、あくまでギュンターは軍人としての立場を崩すことなく、背中越しにいった。

「……貴き嬢じようの気持ちも判わかるが、そういう感情論だけで語っていい問題ではないということを理解してもらいたい」

「……！」

「その若者が目を醒さましたら、あらためて取り調べる。それまで厳重に見張っていろ」

「はっ！」

　直立不動の衛兵に見送られ、ギュンターは去っていった。

　フルルロッサはソーロッドの肩を叩たたき、

「将軍もああおっしゃっているし、きょうは汗を流してもう休もう？　お願いすれば尋問にも立ち会わせてもらえるはずだよ」

「そんなの、今すぐ叩き起こして締め上げればいいのに！」

「やれやれ……」

　大おお袈げ裟さに肩をすくめ、フルルロッサは地上への階段を上がっていった。

「──将軍がみずから吟味なさって、その上でやはり敵方の人間だとはっきりすれば、その時こそきみが煮るなり焼くなり好きにすればいいさ。だけど、それまでは手出し無用だよ。きみだって、これ以上将軍のご不興を買いたくはないだろう？」

「…………」

　フルルロッサの言葉があまりに正論すぎて、ソーロッドには返す言葉がない。それでも相変わらず頬ほおをふくらませているソーロッドの長い髪を指先でつまみ、フルルロッサはいった。

「……ボクが髪を洗ってあげるから、いい加減に機嫌を直しなよ、ね？」

　それを交換条件に出されると、ソーロッドのふくれっ面もついゆるんでしまうほどに、フルルロッサのフィンガーテクニックは絶品だった。





　　　　☆






　要よう塞さいの地下にあるこの牢ろう獄ごくへは、地上の光はいっさい入ってこないため、夜明けまであとどのくらいかかるのか、陽ひ射ざしで判断するのは不可能だった。となると、あとはもう自分の感覚だけが頼りということになる。

　両手を腰の後ろで固定され、ぐるぐる巻きに縛り上げられたまま横たわっていたリューインは、ふと目だけを動かしてあたりを見回した。

「……そろそろいいかな？」

「いいと思うけど、どうしていちいちわたしに聞くの？」

　リューインのかたわらに膝ひざをかかえて座っていたヌグレードが、少年の鼻の頭を指でくすぐりながら聞き返す。

「そりゃあアレさ、ぼくはぼく自身より、あなたのことを信じてるからだよ。ぼくの気持ち、判わかってくれてなかったの？」

「他人を信用するのはあなたの勝手だけど、あまり信用しすぎると、裏切られた時にそのぶんつらいわよ？」

「人に裏切られるつらさは誰よりもよく知ってるよ」

「おい、貴様！」

　リューインの呟つぶやきに気づいたのか、地ち下か牢ろうの出入口を守っていた衛兵が、表情を険しくして近づいてきた。威嚇のつもりなのか、槍やりの穂先で鉄格子をがんがん叩たたいている。

「──勝手にしゃべるな！」

　すでにその時、ヌグレードの姿は消えている。リューインはかったるそうに寝返りを打ち、衛兵を見上げて淡々といった。

「ねえ、今は夜中なんでしょ？　騒々しいと迷惑だよ。少し静かにしないと」

「おまえがいうな！　──おい、捕虜が目を醒さましたぞ。閣下にお知らせしろ！」

「判った」

　衛兵が声をかけると、もうひとりの衛兵が足早に階段を上がっていった。どうやらあの階段が、ここから出ていくための唯一の道らしい。

　ともあれ、見張りがひとりになったのは僥ぎよう倖こうだった。

「……さっき、ぼくにしゃべるなっていったよね、あなた？」

「はぁ？　貴様、何を──」

　衛兵は格子の間に槍を差し込み、石いし突づきのほうでリューインを小突こうとした。

「むしろあなたが黙ってなよ。……男の言葉なんか聞きたくもない」

　リューインは半身を起こし、石突を掴つかみ止めた。

「!?」

　いつの間にか、リューインの両腕を封じていたいましめが断ち切られていた。衛兵が驚きよう愕がくの声をあげるより早く、リューインが動く。

「んがっ……！」

　槍を奪われそうになった衛兵は、両手に力を込めてこらえようとしたが、こらえきれずに前のめりになり、鉄格子に顔面から激突した。

「……剣聖チヤルダーシユの監視に凡人を使うってありえないでしょ」

　冷淡に吐き捨てたリューインは、鼻血を噴いた衛兵のみぞおちに拳こぶしをめり込ませた。

「……ぐぅ」

　鉄格子に寄りかかるようにして衛兵が昏こん倒とうする。リューインはその腰を探って鍵かぎ束たばを手に入れると、あっさりと牢ろうを開けて外に出た。

「──それとも、本当にぼくがあのくらいのワインでへべれけになるとでも思ってたのかな？　それに、縛るならせめて鉄の鎖を使うくらいでないと」

　肩をぐるぐる回して身体からだをほぐしたリューインは、意識を失った衛兵から小さなナイフを一本拝借すると、足音をひそめて石段を駆け上がっていった。





　　　　☆






　兄や親友とともにヴルショヴァラ要よう塞さいに赴任してきたソーロッドが、最初にその話を聞いて驚いたのは、ここに軍事拠点らしからぬ入浴施設が置かれているということだった。城下町のほうに公衆浴場があるならまだ判わかるが、なぜかこの要塞には、一度に一〇〇人は余裕で入浴可能な大浴場があるのである。

　実際、こうしてソーロッドたち風ふう姿し衛えいの隊員たちが一度に入浴しても、まったくせまさを感じない。湯船の中で呑のん気きに泳いでいる少女もいる。

「……そういえば深く考えたことなかったけど、どうしてこんなものが要塞の中にあるのかしら？」

　ほどよい熱さのお湯に肩まで浸つかっていたソーロッドは、高い天井を見上げていまさらのように呟つぶやいた。

「きみ、知らないのかい？」

　洗い髪をすすいでいたフルルロッサが、目を丸くしてソーロッドを振り返る。少しだけ日に焼けた小麦色のフルルロッサの肌は、お湯をはじいてぴかぴかに輝いていた。いくぶん少女らしい丸みには欠けるものの、手足がすらりと長く、腰も細い。見事な健康美の持ち主といえる。

　ソーロッドは周囲の少女たちを見やったが、誰もその疑問の答えを知らないらしく、怪け訝げんそうな顔をしている。

「何かごたいそうな逸話でもあるの？」

　ソーロッドは身体をひねり、湯船の縁に寄りかかってフルルロッサを見上げた。

「きみたち……一流の剣士シユラフタともなれば、国王陛下に謁えつ見けんする機会も増えるし社交界に出入りすることも当たり前になってくるんだよ？　いざという時に恥をかかないように、少しは歴史を勉強しなきゃダメだよ」

　腰までありそうな夕ゆう陽ひ色の髪を絞り、タオルでぐるぐる巻いてまとめたフルルは、腰に手を当てて呆あきれ顔がおで少女たちを見回した。

「──ここより南西の土地が大公国に奪われたせいで、今では辺境の最前線になってしまったけど、もともとこのヴルショヴァラは、聖せい剣けん王おうオッドマールが側室のために建てた離宮を中心に興った街なんだよ。この要よう塞さいも、離宮をベースにして増築をかさねてできたものなんだ」

「じゃあ……この大浴場は離宮だった時代からあったってこと？」

「そういうことになるね」

　いわれてみれば、要塞の大部分は質実剛健な石組みなのに対して、この大浴場は床全体が大理石のタイル張り、湯船にお湯を供給するのも大理石造りのドラゴンの彫刻で、ドーム状の高い天井には細工の細かい天窓がいくつも開いていた。優雅なカーブを描く壁には温水が流れ続けるシャワー、湯船を取り巻くようにして大理石のベンチまで用意されている。確かにここだけを切り取ってみれば、軍事施設の内部というよりも、どこかの王宮の一角といったほうがふさわしく思える。

「──ほら、ソーロッド、髪洗ってあげるからここに座って」

　フルルロッサは自分の前の床をはたいた。そのぺたぺたという湿った音が、少女たちだけで独占している大浴場の中にこだまする。

「それじゃお願い」

　ソーロッドはフルルロッサの前に腰を降ろし、膝ひざを崩した。

「目をつぶって」

「うん」

　フルルロッサはオリーブの香りのする石せつ鹸けんを使い、ソーロッドの長い髪を泡まみれにした。いつもは槍やりを握る細い指が金髪の中にもぐり込み、ソーロッドの頭をやさしく、しっかりとマッサージしてくれる。それが何ともいえず心地いい。

　ソーロッドにとってさらに嬉うれしいのは、フルルロッサがこうして髪を洗ってくれるのがソーロッドだけということだった。いくら頼まれても、フルルロッサがほかの少女たちの髪を洗うことはないのである。

「フルルー」

　陶酔感にひたっていたソーロッドは、目をつぶったまま、思い出したようにいった。

「ん？　どこか痛かった？」

「つむじのところがちょっとかゆいっていうことと、あと、寄りかかっていい？」

「しょうがないな……少し洗いにくいけど、いいよ。楽にして」

　長い金髪をかき混ぜていたフルルロッサは、耳もとでささやきながら、ソーロッドを背後から抱き寄せた。

「…………」

　フルルロッサはソーロッドより頭ひとつ大きい。こうして身体からだを預けると、全身を包み込まれているような気がして安心する。

「──お風呂を出たら、ちゃんと髪を乾かしてから寝るんだよ？」

「……うん」

「本当に判わかってる？」

　泡だらけのソーロッドの髪に、フルルロッサがていねいに何度も櫛くしを通していく。

「きみはそういうところ、ちょっとテキトーだからね。体調管理もボクたちの重要な仕事のひとつだよ？」

「……うん」

「判ってるならせめて裸で寝る癖をどうにかしなよ。けさだって──」

　フルルロッサはソーロッドの金色の髪をくしけずりながら、くどくどとしゃべり続けている。正直、うんざりするほど繰り返されてきたお小言だったが、それをいえば説教の時間がさらに長引くのは目に見えていた。だからソーロッドは定期的に小さくうなずき、「うん、そうだね」だの、「今度から気をつけるよ」だの、当たり障さわりのない返事を口にしていた。フルルロッサがソーロッドやギュンターの身を案じていてくれるのは、まぎれもない事実なのである。

「──はい、頭すすぐよ」

　頭からお湯がかけられ、オリーブの香りのする泡が流れていく。きょう一日の汚れと疲れが一度に洗い流されていくような気がして、ソーロッドはほっと嘆たん息そくした。

「じゃ、わたしは先に上がるから」

　ふるん、と胸を揺らして立ち上がったフルルロッサは、顔をこすっているソーロッドを残し、さっさと脱衣所へ向かってしまった。いつもあんな鎧よろいを着ているくせに、フルルロッサはひどい暑がりで、ここのぬるめの湯にも三分と浸つかるのを嫌がるのである。

「そっちのほうが子供っぽいと思うけど」

　ソーロッドは頭を揺すって水気をざっと飛ばすと、ふたたび湯船に白い身体からだを沈めた。

「おねえさま、わたしたちもお先に失礼しまぁす」

　フルルロッサが上がったのに続いて、ほかの娘たちも、湯のしずくに肌を光らせてぞろぞろと大浴場を出ていく。

「ソーロッド！」

　脱衣所のほうからフルルロッサの声が飛んできた。

「──湯ゆ中あたりする前に上がるんだよ？」

「はいはい」

　置き土産のようなフルルロッサの小言を軽く受け流し、ソーロッドは目を閉じた。

　こうしてひとりになると、いろいろな思いがぐるぐると渦を巻き始める。フルルロッサや風ふう姿し衛えいの少女たちといる時には忘れていても、それはつねにソーロッドについて回る懊おう悩のうだった。

　ソーロッドは、自分には多くのものが足りていないと感じている。中でも一番大きいのは、剣士シユラフタとしての実績だった。〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟のひとりに挙げられながら、ソーロッドにはこれといった武功や実績がまだない。

　何の実績もないのに〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟に選ばれたのは、その筆頭である〝雪せつ華か白はく龍りゆう〟──サロメア・ラドガ・パラシューヌ殿下が、ソーロッドが持つジェグマダールを評して、天下の麗剣、すべての神剣マズルカが含がん羞しゆうにうなだれる美しき剣と、手放しでほめてくれたことがきっかけだった。

　要するに、これだけ素晴らしい神剣に選ばれた剣士であれば、いずれそれにふさわしい成長を遂げるだろう──という、将来の期待値込みの評価で、ソーロッドは〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟の末席に加えられた。決して今現在のソーロッドの実力が認められたからではない。実際にソーロッドは、同じ〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟であるフルルロッサよりも、自分のほうが未熟だと思い知らされてもいる。それがソーロッドには何とももどかしく、そして恥ずかしかった。

　もちろんソーロッドは自分が凡百の剣士だとは思っていない。天下一というのはいいすぎでも、自分がジェグマダールに選ばれた稀け有うな剣士だという自負はある。

　しかし、それに見合う実績、胸を張って誇れる武功がまだない。だからこそ忸じく怩じたる思いがあるし、どうにか実績を作ろうと、フルルロッサの制止も聞かずに前へ前へ出ようとしてしまう。

「…………」

　お湯の中にゆったりと身体からだを浮かべていたソーロッドは、ひとんひとんと水滴がしたたり落ちる音に目を開けた。

　さっきまで扉の向こうで響いていた女の子たちのかしましい嬌きよう声せいが、いつの間にか聞こえなくなっていた。そのせいで、しずくが落ちる音が余計に大きく聞こえたのかもしれない。心地よさにふたたび目を閉じようとしたソーロッドは、しかしその瞬間、明らかな違和感を覚えて慌てて立ち上がった。

「え……？」

　フルルロッサに髪を洗ってもらう前はすべて閉じていたはずの天窓が、今はひとつだけ開け放たれていた。ぼんやりと天井を見上げていた時、意味もなく窓の数を数えていたから間違いない。あのあと誰かが開けたのだ。

「まさか……？」

　ソーロッドは湯気の立ち込める大浴場の中を見回し、そろりそろりと湯船の縁のほうへ移動し始めた。

「！」

　かすかな水音に振り返ろうとしたソーロッドの口に、背後から伸びてきた手が唐突にかかった。

　これほどの至近距離に接近されるまで気づかなかったこと自体、ソーロッドにとっては失態であり衝撃だった。だが、だからといって彼女の身体からだがすべきことを忘れるわけではない。悲鳴をあげるはずの口を封じられながらも、ソーロッドはすかさず身体をひねって背後の賊へと鋭い肘ひじ打うちをお見舞いした。

「と！」

　軽い驚きの声とともに肘が空を切る。肘打ちはかわされてしまったが、かわすために賊が間合いを取ったのは判わかった。

　口にかかっていた手が離れるのと同時に、ソーロッドは振り返った。

「！　あなたは──」

　顔にかかった飛沫しぶきをぬぐっていたのは、あの、地ち下か牢ろうに放ほうり込まれているはずの少年だった。

　少年は上目使いにソーロッドを見つめ、含み笑いをもらした。

「意外と……いいんじゃない？」

「何がよ!?」

「いや、すくすくと健康に育ってるじゃない？」

「きっ……！」

　奇襲のせいで今まで意識せずにいた羞しゆう恥ち心しんが、少年のひと言で一気にソーロッドの身体を火ほ照てらせる。しかし、羞恥心は見せても行動に遅滞は見せない。ソーロッドは反射的に胸を隠し、お湯の中にしゃがみ込みながら、ぶるんと首をひと振りした。

「この……っ！」

　お湯を含んで重さを増したソーロッドの長い髪が、まるで鞭むちのように唸うなりをあげて少年の顔面を襲った。

「あ」

　咄とつ嗟さに顔をかばおうとした少年の手首に金髪が絡みつく。それを見たソーロッドは、そのまま遠心力を利用して少年を投げ飛ばそうとした。たとえ丸腰でも人並み以上に戦えなければ、とても剣士シユラフタ、剣聖チヤルダーシユは名乗れない。

　だがしかし、その意味でも少年はソーロッドより一枚上うわ手てだった。

「──安心するの、ちょっと早いんじゃない？」

「!?」

　空中で身をひねった少年は、ざぼんと両足から着水すると、逆にソーロッドの髪を掴つかんで引っ張った。

「きゃっ！」

「ああいうことやるなら、受け身取られないように叩たたきつけるとかしなきゃ。こうしてまともに引っ張り合いになったらさぁ、きみがぼくに勝てるわけないでしょ？」

「くぅ……！」

　少年の嘲ちよう笑しようを、ソーロッドは彼の腕の中で聞くはめになった。ぐいっと引っ張られてバランスを崩したソーロッドは、少年に背後から抱きかかえられる恰かつ好こうで、頬ほおにぺとりとナイフを押し当てられてしまったのである。

「まあ、これでおあいこじゃないかな？　さっきはぼくのほうが入浴中に踏み込まれたんだしねえ」

「くっ……！」

　動揺を悟らせまいと、ソーロッドは必死に呼吸を鎮め、少年に尋ねた。

「あ、あなた、どうやって──」

「質問は禁止。っていうか、質問するのはぼくのほうだからね」

　少年はソーロッドを引きずるようにして湯船から上がると、彼女を大理石のベンチに座らせた。悔しいが、反撃の手段は何もない。今のソーロッドにできるのは、両手で大事なところを隠し、少年を睨にらみつけることぐらいだった。

「じゃああらためて──」

　少年はソーロッドの隣に座り、馴なれ馴なれしげに肩に左腕を回してきた。その手にはナイフが握られている。迂う闊かつな動きを見せれば、ソーロッドののどが一瞬で赤い血の花を咲かせるだろう。

「……！」












　若い男とふたりきりで、おまけに自分は全裸でナイフを突きつけられている──この状況で次に自分に訪れるであろう過酷な運命が理解できないほど、ソーロッドもおぼこくはない。屈辱と恐怖に身を硬くしたまま、どうにか涙だけは見せまいと、ソーロッドは唇をぎゅっと噛かみ締しめた。

「きみ、ぼくのこと覚えてる？」

「……え？」

「だからさ、ぼくのこと覚えてる？」

「おっ、覚えてるに決まってるでしょ！　あんな、人を馬鹿にしたような真ま似ねして……」

「そんな最近の話じゃなくて──何か噛み合ってないな」

　少年は目を細め、じっとソーロッドの胸もとを覗のぞき込こんだ。

「……！」

　ソーロッドはいよいよ身を硬くし、胸を押さえる左腕に力を込めた。

「……きみ、名前は？」

「え……？　そ、ソーロッド・ユーミール……」

「……そこからして違うんだよねえ」

　少年は溜ため息いき混じりにナイフの切っ先をソーロッドの胸の谷間に押し当てた。

「っ！」

「それ……さ」

「えっ？　それっ？　それって……？」

「その、左の鎖骨のところ、古い傷があるじゃない？」

　ナイフの切っ先が横にずれて、白い肌の上にわずかに変色して残る、三日月のような古い傷を指ししめした。

「それ、いつできた傷？」

「こっ、これは──」

　ソーロッドは間近に少年の顔を凝視したまま、ふるふると首を振った。あやうく涙がこぼれそうになり、あわてて目を細めてこらえる。

「わ、判わからない──」

「判らない？」

「小さな頃にできた、刀とう創そうだと思うけど……お、覚えてない、から」

　別にソーロッドは嘘うそをついているわけではない。自分の左胸に残るこの小さな傷がいつできたものなのか、ソーロッド自身にも判らない──というより、そもそもソーロッドには、幼い頃の記憶がなかった。

　じっとソーロッドの顔を見ていたリューインは、神経質そうに耳を撫なで、大きく深呼吸した。

「……何コレ？　何だか困ったことになってるみたい」

「こっ、困ってるのはわたしのほうでしょ！　だいたいあなた何者なの!?」

「リューインだよ」

「──えっ？」

「リューイン・アズダハ」

「リューイン……？　え？　誰？」

「おかしいなと思ってたけど……そうか。記憶がないんだね、きみ」

　あからさまに気落ちしたように、少年──リューインは額に手を当ててうつむいた。

　しかしソーロッドには、彼の落胆の理由を考えている余裕はない。むしろ今のうちにこの状況を打破するきっかけを捜そうと、四方に視線を飛ばしていた。

「……！」

　脱衣所へ通じる扉が細く開いていた。リューインとの対話に意識を取られていて気づかなかったが、注意深く見てみると、扉の向こうから誰かが中の様子を窺うかがっているらしい。もしそこにいるのが異変を察したフルルロッサたちなら、おそらく──。

「ソーロッド！」

　ことさら大きな叫びとともに扉が押し開けられ、オレンジ色の髪を旗のようになびかせた女戦士が飛び込んできた。

「はっ！」

　なかばそれを予想していたソーロッドは、リューインの顔がフルルロッサに向いた瞬間を逃さず、ナイフを持つ彼の腕を跳ね上げ、密着同然の間合いから肘ひじを繰り出した。

「……さすがにバレるか」

　浅く入った肘ひじ打うちに顔をしかめ、リューインは大きく飛んだ。濡ぬれてすべりやすいはずの壁を蹴けってさらに高くジャンプし、ドームの中央からぶら下がっているシャンデリアを足場にして天窓に取りつく。

「おねえさま！」

　フルルロッサに続いて踏み込んできた少女たちが、ソーロッドにシーツを投げ渡し、剣を手にして天井のリューインを睨ねめ上げた。

「よくもわたしたちのソーロッドおねえさまを……！」

「あーあ……いいところを邪魔してくれるんだもんなぁ」

　天窓から抜け出し、ひょっこりと顔だけを逆さまに覗のぞかせて、リューインは少女たちを見下ろしている。

「──まあ、今夜のところはこれでおいとまするよ。もしぼくに会いたければ、大公国軍の本陣まで来るといい。しばらくあそこで厄介になってるからさ」

「このっ……！」

　フルルロッサがゾルダーンの封印を解くのを見るや、リューインは顔を引っ込めてしまった。おそらく今から追いかけて屋根の上に上がっても、リューインはとうに逃げおおせてしまっているだろう。

「フルルおねえさま！　ソーロッドおねえさまのことはお任せします！　わたしたちは将軍にこのことをお伝えして、その指示を仰ぎます！」

　ソーロッドのケアをフルルロッサに任せ、風ふう姿し衛えいの少女たちは駆け足で大浴場を飛び出していった。

　フルルロッサは憤然と溜ため息いきをつき、ソーロッドに向き直った。

「──大丈夫かい、ソーロッド？」

「な、何とか……」

　絶体絶命の危機をやりすごしたからか、今になって足が震えてくる。ソーロッドは身体からだにシーツを巻きつけ、フルルロッサの手を借りてベンチに腰を降ろした。

　その隣に座ったフルルロッサは、もう一度天窓を見上げ、しっとりと濡ぬれたままのソーロッドの髪を何度も何度も撫なでた。

「──途中で引き返してきて本当によかったよ。何だか下のほうがうるさくてさ、どうしたのかと思って聞いてみたら、あいつが脱獄したって……」

　それを聞いて、ひとりで大浴場に残っているソーロッドが心配になり、みんなといっしょに慌てて引き返してきたのだという。

「それにしてもあの少年、きみに何か恨みでもあるのかな？」

「……え？」

　フルルロッサの控えめな胸に頬ほおを預けて呼吸をととのえていたソーロッドは、親友の言葉に顔を上げた。

「だって、酒場で出くわした時なんか、完全にきみを挑発してたよね？　おまけに脱獄したあとそのまま逃げもせず、わざわざきみのところに来るなんて──思えばあの時も、驚くほどあっさり捕まったよね？　もしかして、きみがひとりきりになる瞬間を狙ねらって、あえて捕らえられて要よう塞さい区に入り込んだんじゃないかってさ」

「そういえば……」

　肌に張りつく髪をかき上げ、ソーロッドは呟つぶやいた。

「あいつ、わたしのことをあれこれ聞いてきた……」

「どういうこと？」

「わたしの名前とか、この傷きず痕あとのこととか──それに、ぼくのことを覚えていないのかって……」

「まさか、きみの知り合いなのかい？」

「ぜっ、ぜんぜん知らないし！」

　慌てて否定したソーロッドは、呼吸をととのえて立ち上がると、シーツで身体からだを拭ふきながら大おお股またで脱衣所へ向かった。

「──けど、あいつはわたしのことを知ってるのかも」

　手早く身支度をととのえたソーロッドは、着替えといっしょに置いてあったジェグマダールを腰に帯び、髪をざっくりと結い上げた。

「わたしの過去──にいさまに助けられる前のわたしのことを、あいつは何か知ってる。絶対に捕まえて、洗いざらい吐かせてやるから！」





　　　　☆






　あちこちで警鐘が鳴っている。深く考えるまでもなく、リューインが脱獄したことを知らせる警鐘だろう。胸きよう壁へきの陰に身をひそめているリューインにも、夜の静けさに包まれていた要よう塞さい全体が、時ならぬ喧けん騒そうに支配されていくのがはっきりと判わかった。

「……どうしたもんかな？」

　手もとにある唯一の得物──小さなナイフをもてあそびながら、リューインは唇をとがらせた。

「逃げればいいんじゃない？」

　肝心な時にはいつも姿を消してしまうヌグレードが、リューインの背中に寄りかかり、他ひ人とごとのように呟つぶやいた。

「それは判ってるんだけどさあ。──こんなことならあそこで詰きつ問もんなんかせずに、とりあえず拉ら致ちして先に逃げるべきだったかなって」

　すでにリューイン脱獄の報は要塞全体に行き渡っている。発見されずにここから逃げるのはまず不可能だろう。だが、戦いが避けられないのであれば、こんなちっぽけなナイフではなく、もっときちんとした武器が必要だった。

　リューインは落ちてきたナイフの刃やいばを指先ではさんで受け止め、大きくうなずいた。

「──ま、仕方ないか。だらだらしてても状況は悪くなるだけだもんねえ」

「行くの？」

「早いとこキリリクちゃんと合流しないとね。今度はさすがにソーロッドちゃんも本気でぼくを殺しに来るだろうし。……少し集中したいから、しばらく消えててくれる？」

「あら、薄情」

　赤い唇を妖よう艶えんに吊り上げて微笑ほほえんだヌグレードは、足音を立てることもなく、闇やみの中へと消えていった。

「…………」

　耳の後ろをマッサージしながら立ち上がったリューインは、鬱うつ陶とうしい前髪をかき上げてあたりを見回した。

　ヴルショヴァラ離宮を改築して作られたこの要よう塞さいは、宮殿風の瀟しよう洒しやな尖せん塔とうと、いかにも武骨な要塞らしい塔が一〇基以上も共存、林立している。数百年をかけて増築を繰り返した結果、こんな独特な構造になったのだろう。そのぶん陰になる場所も多く、身をひそめたまま移動するには都合がいい。

「──さて」

　塔と塔をつなぐ歩ほ廊ろうには無数の篝かがり火びが明々と焚たかれ、槍やりをかついだ衛兵たちが行き来している。が、剣士シユラフタらしき人間の姿はない。

　篝火のそばに衛兵が五人いることを確認したリューインは、その明かりが届かない暗くら闇やみから音もなく走り出ると、唯一の武器を投げつけた。

「ぐっ」

　振り返る間もなく、ひとり目の衛兵が背中にナイフを食らって倒れた。

「何だ!?」

　おそらく、濃のう紺こんの衣ころもをまとったリューインの姿は、凡人たちの目にはそれこそ影か何かにしか見えなかっただろう。仲間の呻うめきでようやく異変に気づいた衛兵たちが、槍の穂先をリューインに差し向けたが、すでにその時には、リューインは倒れた衛兵から剣と槍とを一方的に借り受けていた。

「貴様──！」

　怒声とともに衛兵たちがいっせいに槍を突き出してくる。

「よっと」

　自分の槍を床に突き立てたリューインは、まるで川でも飛び越えるかのように、自分に殺意を向ける衛兵たちを飛び越えた。

「が、は……っ」

「ぶふ」

　飛び越えざまに片手で振るった剣が、衛兵たちの首をあざやかに斬きり裂く。リューインが彼らの背後に着地した時、生きている衛兵はいなくなっていた。

「……安い剣はやっぱ駄目だねぇ」

　血に濡ぬれた剣を星明かりにかざすと、あちこちに刃こぼれができていた。人間を四人、骨まで達するいきおいで斬りつけたからだろう。リューインはその剣を捨て、代わりに衛兵たちの剣をあらたに拝借した。左右に一本ずつ、抜き身のまま握り締め、ふたたび走り出す。

　要塞区から城下町へ移動する際の最大の難関は、両者を分けている南門と考えて間違いない。門と呼ばれてはいるが、実際のそれはちょっとした砦とりでのようなものだった。一見すると、厚さ一〇メートルもありそうな高い石積みの壁が東西に走っているようにしか見えないが、その内部は兵士たちの行き来が可能な詰つめ所しよになっており、一朝ことあれば、すぐさま重さ五トンの鋼鉄の門扉を閉ざし、要よう塞さい防衛の最前線として群がる敵を排除するのだという。

　もちろん、ヴルショヴァラ要塞はこれまで一度として陥落したことがなく、つまりは南門を敵に破られたこともないが、ここが難攻不落といわれる理由の何割かは、明らかにこの〝南みなみ砦とりで〟のおかげだった。

「……ふかすだけのことはあるよねえ」

　南門のすぐ内側は、数千人の兵士たちを並べて閲兵式ができそうな広場になっていた。今はその広場にもおびただしい数の篝かがり火びが並び、完全武装の兵士たち、それに長剣を腰に帯びた剣士シユラフタたちの姿もある。

　広場を見下ろせる塔までやってきたリューインは、眼下に群れをなす無数の兵士と、その広場を横切った先にある高い城壁を眺め、軽く首を回した。

　正面の門は閉ざされ、城壁の上にも兵士たちがずらりと並んで警戒している。おそらくリューインひとりの力では門を開けるのは無理だろう。あそこを突破するとなると、ほかの選択肢はもういくつもない。

「……背中が痛いな」

「どこか怪け我がでもしたの？」

　姿を見せないまま、ヌグレードが尋ねる。

「違うよ。背中の古傷が痛むの。──ワインが切れてきたんだ」

　ぼそりと呟つぶやき、リューインは塔の上から飛び降りた。

「痛みを止めたいけどワインがない──じゃあ、あとは血を見るしかないんじゃない？」

「……周りの人間にとっては災難ね」

「ぼくが悪いんじゃない。このビョーキが悪いんだよ」

　広場の片隅に音もなく降り立ったリューインに、しばらくは誰も気づかなかった。これだけ多くの人員が配置されている場所に、まさか追われている賊が堂々と姿を現すはずがないという安心感が、かえって慢心につながっていたのかもしれない。だから、リューインがそこを通り抜けていくのはとても簡単だった。

「──え？」

「あ!?　おい！」

「ちょっ……まさか!?」

「そこのおまえ！」

　城壁に向かって歩いていくリューインにいまさら気がついた兵士たちが、慌てたように誰すい何かの声を発した。

「待て──」

「うるさいよ」

　背後から近寄ろうとした兵士を振り返りざまに斬きり捨て、リューインは走り出した。その途端、リューインを中心として、まるで海が割れたかのように、兵士たちの群れがまっぷたつになっていく。目の前にいる兵士たちを無造作に薙なぎ払はらい、飛び越え、リューインはひたすらまっすぐに城壁に向かって走った。

「ソーロッドおねえさまに恥をかかせた賊め！」

「おとなしくなさい！」

　リューインを捜していたのか、風ふう姿し衛えいの隊員たちが彼の前に立ちふさがった。

「健けな気げというか何というか……おバカなのもここまで来ると可愛かわいいね。神剣マズルカを持ったおねえさまとやらが勝てないぼくに、きみたちがかなうはずないじゃない」

　リューインは左手の剣を目の前の少女に向かって投げつけた。

「きゃっ!?」

　反射的にそれをはじき飛ばした少女の懐へともぐり込むと、リューインは剣を持つ彼女の手首を掴つかみ、自分の腰に乗せるようにして投げ飛ばした。

「っ──」

「……女に生まれたことを両親に感謝しなよ？　もしきみが男なら、ふんわり投げるなんてせずに、思いっ切り投げ落として首踏みつけて頸けい骨こつ砕いて即死させてる」

　尻から地面に叩たたきつけられて息を詰まらせている少女から剣を奪い、リューインはうそぶいたが、あながちそれも嘘うそではない。女の子は決して殺さないというのが、人殺しとしてのリューインのポリシーだった。

「まっ、待ちなさい！」

「はいはい、ぼくの行く手をふさぐのなら、せめて一流の剣聖チヤルダーシユになってからにしようね。……ま、きみたちの実力じゃ、たとえ神剣に選ばれたとしても、ぼくを足止めできないだろうけど！」

「だっ、黙れ！」

　少女たちはリューインを左右からはさみ込み、同時に剣を繰り出してきた。だが、リューインからすれば、彼女たちの剣は遅すぎる。その場で身体からだを激しく回転させたリューインは、横殴りの一撃で少女たちの剣をはじき飛ばした。

「ウソ──!?」

「……ホントにバカなんだね、きみたち。でも、女の子はバカなほうが可愛いよ。そう気落ちしないで」

　冷ややかに唇を吊つり上あげたリューインは、地を蹴けって飛び上がると、宙に舞った少女たちの剣をまたたく間に回収した。

「神剣とはくらべようもない安物だけど──まあ、だからこそ思い切った使い方もできるってことで」

　呆ぼう然ぜんとする少女たちを置き去りにして、ふたたび城壁に向かって走り出したリューインは、小脇にかかえた剣を一本、また一本と投げ始めた。

「うおっ──」

　兵士たちの間をすさまじい速さで飛んでいった剣が、次々に城壁にめり込んでいく。左下から右上に向かって、柄つかのところまで深く突き刺さった剣が斜めに連なり、即席の階段を形作った。

「逃がすな！」

「おおおおお！」

　城壁の上にいた衛兵たちが、いきなり駆け上がってきたリューインに襲いかかる。しかしリューインは、逆に彼らの肩を踏み台にして大きく跳躍すると、ひと飛びで要よう塞さい区から脱出した。

　もっとも、すぐに門が開いて追っ手が出てくるだろう。まだ完全に逃げおおせたとはいえない。

「さぁて」

　さすがに深夜ともなると、歓楽街以外の場所には人通りがほとんどない。追っ手の目を逃れるため、リューインは星明かりも射ささないような細い路地に駆け込むと、わずかな記憶を頼りに〝銀の矛亭〟へ向かった。

「おーい！　キリリクちゃ～ん？」

　数時間前、暴飲の果てに大乱闘を繰り広げた酒場の裏手にやってきたリューインは、声をひそめてキリリクを呼ばわった。

「……リューインさん……？」

　小山のように積み上げられた酒さか樽だるの陰から、恐る恐るキリリクが顔を出した。

「やぁ、お待たせ。もうすぐ夜が明けちゃうけど、そろそろ戻ろう」

「そろそろって……なっ、何時間待ったと思うんですかぁ!?」

　なぜか泥だらけのキリリクは、半泣きの表情でリューインに詰め寄ると、その袖そでを掴つかんでぶんぶん揺らした。

「もっ、もし捕まったら、わたし、かっ、確実に拷問なんですよぅ！　それをこんなところに、置き去りにして──」

「大おお袈げ裟さだねぇ、きみは。捕らえた敵兵をいちいち拷問なんかするわけないでしょ？　重要な機密を握ってる高官ならともかく。……きみの場合、捕まった場合に心配するのはまず貞てい操そうの危機じゃない？　もしぼくが捕虜を尋問する担当官だったら、真っ先にきみをハダカに剥むいて身体検査するけどね」

「ひっ──！」

　絶句したキリリクの瞳ひとみから、音もなく涙がつつ……っと流れ落ちる。リューインは唇を吊つり上あげ、キリリクの頭を撫なでた。

「別に泣くことないのに。……ところでどうしたの、きみ？　そんなに泥だらけになっちゃって？」

「なっ、何を他ひ人とごとみたいにいってるんですかあ！　わたしを噴水に投げ込んだのはリューインさんでしょ!?」

　キリリクは眼鏡をはずしてリューインの胸に顔を押しつけ、声を殺してわめいた。

「──そっ、そのあとすぐに大騒ぎになって、見つかったらわたしまで捕まるかもって、このあたりの路地裏をしばらく逃げ回ってたんですよぅ！」

「ああ……それで勝手に転んでどろどろになったと」

「そうですよう！」

　リューインの上着でごしごしと顔をぬぐったキリリクは、眼鏡をかけ直して少年の胸をひっぱたいた。

「──それで、いったいリューインさんは何をやらかしたんですか？　またあちこち騒がしくなってきたみたいですけど……」

「覗のぞき」

「……は？」

「だから覗きだよ。剣士シユラフタの女の子たちがお風呂に入ってるのを覗いてたらそれがバレて、みんなに追われてるの、ぼく」

　キリリクは目を細め、レンズ越しのじとりとした視線でリューインを見つめた。

「……するとアレですか、わたしがずぶ濡ぬれになったり泥だらけになったり、敵兵に怯おびえて震えたりしていたのは、全部リューインさんの本能丸出しの欲望を満たすためだったってことですか？」

「さあ、あんまり気は進まないけどきみの閣下のところへ帰るとしようか」

「軽く流さないでくださいよ！　勝手にヴルショヴァラで騒ぎを起こして、本陣に戻ったら閣下からどんなお叱しかりを受けるか──」

「だってぼく、閣下の部下じゃないし」

「わたしは部下なんですよう！　わたしが処罰されるんです！」

「それは困るなあ」

　キリリクの尻の谷間にさわさわと手を伸ばし、リューインは涼しい顔で呟つぶやいた。

「ひあっ……！　やっ、やめてくださいぃ！」

「この素晴らしいお尻が処分されるのは惜しい。実に惜しい」

「おっ、お尻は関係ないでしょう!?」

「冗談はさて置き、きみが叱られたりしないように、閣下にはぼくのほうからいっといてあげるよ。──つまり、きみの生殺与奪はぼく次第ってことだね。うっふっふ……」

「そ、それは……ありがたいようなありがたくないような──」

「とにかく、まずは帰ろうか」

「か、帰ろうかって──え？　だって、さすがにもう、街の門も閉まってますけど」

「門なんか通らないよ」

　キリリクから受け取った自分の剣を背負うと、リューインは柄つかを握り締めた。

　ロカマドゥータ──意味は分からないが、リューインの神剣マズルカにはその銘があたえられている。リューインがわずかに意識を集中させると、剣にかかっていた鎖が勝手にはずれ、重い音とともに剣が飛び出した。

「じゃあ、きみはぼくに負おぶさって」

「えっ？」

「走って帰るから。ほら」

　リューインはキリリクに背中を向けてしゃがみ込んだ。

「わたしを負ぶって、走って帰る……？　ほっ、本当に大丈夫なんですか？」

「大丈夫、きみは自分が思ってるほど重くないから」

「そっ、そういうことを心配してるんじゃありませんよう！」

「いいからほら、できるだけムネを押しつけるように……」

「は!?」

「やだなあ。ぼく片手がふさがるから、きみがしっかり掴つかまってねっていう意味だよ」

　なかば無む理り矢や理りキリリクを背負って立ち上がったリューインは、酒さか樽だるを踏み台にして隣の民家の軒に登ると、そこから屋根の上に移動して走り出した。

「ちょ……え？　まっ、まさか、城壁の上に飛び移って街から出るつもりなんですか!?」

「門を開けてもらうのも面倒でしょ？」

「だっ、みん、見張り！　見張りの兵士たちがいるじゃないですかっ！」

　あらかた灯の落ちた街の中で、城壁の上にだけはいまだに明かりがともっている。いい換えれば、それだけ厳重な警戒線が張られているということだった。

「問題ないよ」

　ロカマドゥータを軽くひと振りし、リューインは目を細めた。

「──ただちょっとばかり、血なまぐさくなるかもしれないけどさぁ」


















　かすかに揺らめくランプの明かりの下で手紙をしたためていたギュンター・ユーミールは、ドアの向こうから響いてきたあわただしい足音に視線を上げた。

「にい──将軍閣下！」

　ノックもなしにドアを押し開けて踏み込んできたのは、ギュンターの妹にして〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟のひとり、ソーロッドだった。そのすぐ後ろからやってきたフルルロッサ・ミショーに左腕を引かれているところを見れば、ふたりがなぜここへやってきたのか、おおよその見当はつく。

「閣下！」

　フルルロッサの手を振りほどき、ソーロッドは机に両手をついて声を荒げた。

「いったいどういうことです!?　あの賊の追跡は無用って──どうして!?」

　ギュンターが発した命令が不服で乗り込んできたソーロッドと、それを止めようとしていたフルルロッサ──この要よう塞さいに着任してからたびたび目にする光景だった。

「ミショー卿きよう」

「はっ」

　察しのいいフルルロッサは、ギュンターの視線の動きだけで彼の意図を理解し、廊下にいた兵士たちにしばらくここを離れるように命じてから、開けっ放しになっていたドアを閉ざした。

「……ソーロッド」

　インク壺つぼに栓をし、ギュンターはあえてそう呼んだ。慌ててリボンで結い上げたとおぼしい妹の金髪には、まだかすかに湿り気が残っている。

「……入浴中に襲われたそうだが、その様子だと大事にはいたらなかったようだな？」

「そっ……」

　顔を赤くして絶句するソーロッドを見て、ギュンターは小さく笑った。

「これに懲りて、おまえには剣など捨ててもらいたいものだが」

「閣下！」

「今はかしこまらなくていい」

「じゃあにいさま！」

　ばしんと机をはたき、ソーロッドは照れを隠すかのようにわめいた。

「──あいつを追いかけるなってどういうこと!?　あいつ、やっぱり大公国軍の人間だったのよ!?　それに、あいつにわたしがどんな恥をかかされたか──」

「冷たいいいようだが、おまえが恥をかいたのはおまえが未熟だからだよ」

　豪ごう奢しやな椅い子すにぎしりと身を預け、ギュンターはいった。

「だから私はおまえを連れてくるのは反対だったんだ。……お祖じ父いさまのお考えはどうあれ、私が見るところ、おまえは剣士シユラフタには向いていない。少なくとも、実際に敵と剣を交える剣士としては覚悟が足りないし、気が逸はやりすぎる」

「にいさま！　これでもわたしはサロメア殿下から──」

「殿下の理念には私も共感しているよ」

　ギュンターはソーロッドの言葉をさえぎった。

　それまで貴族のたしなみのひとつとして剣を修めていたソーロッドが、ギュンターと同じように戦場に立ちたいといい出したのは、サロメアによって〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟に選ばれたことがきっかけだった。サロメアが王国一の女剣士であることはギュンターも認めるところだったし、そんな彼女にソーロッドが傾倒する気持ちも判わからないではない。

　だが、ひとりの妹を持つ兄としていうなら、余計なことをしてくれたというのが正直な気持ちだった。サロメアに認められたい、あたえられた綽しやく号ごうにふさわしい武功が欲しいと思い詰めた結果、ソーロッドはこの最前線まで来てしまったのである。

「たとえば殿下のおそばにお仕えして、広く後進を育てるお手伝いをするというのも重要な仕事だ。今からでも王都に戻って──」

「わたしはそんな話をしにきたんじゃないから！」

　今度はソーロッドが兄の言葉をさえぎる番だった。

「──わたしはあの賊の話をしてるの！　どうして追いかけちゃいけないの？　すぐ馬を出せば、敵の本陣に着く前に追いつけるはずだったのに！」

「サロメア殿下は、以前よりある神剣マズルカを捜しておられた。その者が持つ剣が、殿下がお捜しの神剣という可能性もある」

「だったらなおのこと捕まえないと──」

「それに関しても、まずは殿下の裁可をあおいでからでなければならない。本人を殺してでも剣を奪えとのおおせなのか、あるいは友好的に王都へ連れて帰るべきなのか──それを殿下にお尋ねする書状を書いていたところだ」

「だから手を出すなってこと!?」

「ありていにいえばそうだが……そもそもおまえに、その若者を捕らえられるのか？」

「そ、それは──」

　ギュンターの問いに、ソーロッドは口ごもった。

「絶ぜつ華か十じゆつ剣けんの十の剣──それにふさわしい武功が欲しいという気持ちも判るが、同時に、おまえに万が一のことがあった場合、殿下の名誉にも傷がつくということを自覚しろ」

「殿下の……名誉──？」

「殿下がお選びになった絶ぜつ華か十じゆつ剣けんは簡単に負けてはならない。もしおまえがどこの誰とも判わからない剣士シユラフタに敗れるようなことがあれば、それはおまえを十の剣に任じた殿下の落ち度と人は見る」

「殿下の、落ち度──」

　ソーロッドを自重させるのに、サロメアを引き合いに出したのは効こう果か覿てき面めんだった。ソーロッドは顔色を変えてうなだれ、じっと唇を噛かみ締しめている。

　ギュンターは椅い子すから立ち上がり、壁にかけてある自分の剣を見つめた。

「賊はリューイン・アズダハと名乗ったそうだな？　あの若者……あるいは〝笑しよう面めん飛ひ虎こ〟かもしれない」

「えっ!?　にいさまはあいつをご存じなんですか？」

「別に知り合いというわけではない。あの若者の風体を見た時、以前何かの折に聞いたことがあるような気がして、ずっと考えていたのだが──裏の世界に、〝笑しよう面めん飛ひ虎こ〟と呼ばれる暗殺者がいると」

「暗殺者……？」

　ソーロッドとフルルロッサは顔を見合わせ、眉まゆをひそめた。

「日の当たる道を進むべきおまえたちには、本来なら何らかかわる必要などないはずの手合いだが……すべての剣士が清廉潔白なわけではないし、まっとうな戦場に立つともかぎらない。中にはそうしたことを生業なりわいとする剣士もいるということだ。そのような者に、なぜ神が神剣マズルカをおあたえになるのかは理解できないが」

　よくも悪くもまっすぐな気性のソーロッドには、裏稼業の剣士剣聖チヤルダーシユが相手の戦いは無理だろう。ソーロッドも技量としてはかなりの水準にあるが、それだけでは勝てないのが命を懸けた戦いというものである。

「──とにかく、もしまた我々の目の前に現れるようなことがあっても、もうその男には手を出すな」

　ギュンターはソーロッドにきつく釘くぎを刺した。

「噂うわさに聞く〝笑しよう面めん飛ひ虎こ〟は、つねに笑みを絶やさない若い男だという。笑顔のまま、殺気も感じさせずに平然と人を斬きって風のように姿を消す。──リューイン・アズダハがくだんの暗殺者であり、大公国に雇われたのであれば、迂う闊かつに手を出すのは危険だ」

「あの……にいさま？」

　じっとうつむいていたソーロッドは、意を決したように顔を上げ、兄を見つめた。

「あいつ……わたしのことを知ってたみたいなんだけど」

「……何？」

「ぼくのことを覚えてないのかって、あいつ、わたしにそう聞いたの。それに、わたしの胸の傷がいつついたのかって──もしかしたら、あいつは何かわたしの過去について知ってるのかも」

「────」

　想定外の話題を振られ、ギュンターはしばし言葉を失った。

　それが余計に少女の不安を誘ったのか、ソーロッドはギュンターに詰め寄った。

「にいさま！　にいさまは何か知らないの!?　わたしの──わたしがにいさまに拾われる前のこと！」

「……すまないが、私にもそれは判わからない」

　ギュンターはソーロッドの細い肩に手を置いた。そこからかすかな震えが伝わってきて、過去を失った妹への憐れん憫びんの情が湧わいてくる。

「だが、ならばなおのこと、おまえはあの剣士シユラフタに近づくな。奴やつの言葉を聞くな。純粋なおまえが対たい峙じすべき相手ではない」

「にいさま……」

「たとえこのままおまえの記憶が戻らなくても、おまえが私の妹だということに変わりはない。……だから、私や父上をあまり心配させないでくれ」

「それは……はい」

　ソーロッドはこくんと小さくうなずいた。

「あしたからしばらくは、ここの兵士たちに稽けい古こをつけてやってくれ」

「……判った」

　ようやくかすかな笑みを見せたソーロッドは、ギュンターの胸に額を押し当てて何度か深呼吸すると、ことさら形式ばった敬礼をして、大おお股またで出ていった。

　兄妹きようだいのやり取りを黙って見守っていたフルルロッサは、ソーロッドが出ていったドアのほうを見つめたまま、ギュンターに尋ねた。

「ソーロッドが閣下に助けられた時の状況とは、どのようなものだったのですか？」

「聞いていないのかね？」

　ギュンターはソーロッドの兄から総督代行に意識を切り替え、固い口調で聞き返した。

「詳しいことまでは」

「今から……そうだな。もう五年ほど前のことになる」

　ふたたびペンを取り、ギュンターは王都にいるサロメアに宛あてた手紙の続きを書き始めた。夜が明ける前に伝でん書しよ鳩ばとに託して飛ばせば、あしたのうちに届けることができるだろう。

「──本人が記憶を失っているので正確なところはさだかではないが、おそらく当時のソーロッドは十かそこらの少女に見えた。身元が判るようなものは何ひとつ持っておらず、唯一の所持品がジェグマダールだった」

「身元の判らない少女をユーミール家の養女に迎えたのはなぜです？」

「それを決めたのは小官の祖父だ」

「ミコワイ将軍が？」

　ギュンターの祖父ミコワイは、今は第一線から身を退ひいているが、もともと王国軍の屋台骨をささえていた名将である。今も軍の相談役のようなことをしているため、若い世代にもその名を知られていた。

「あの当時、ジェグマダールは誰にも抜くことができなかった。祖父にも小官にも抜けなかったし、あの子自身にも抜けなかった。だが、神剣マズルカはおのずとそれを持つにふさわしい人間のもとにたどり着くという。ならば、ジェグマダールの正当な所有者はこの少女なのだろうと祖父は考えた。実際、どこの流派かは判わからなかったが、ソーロッドが剣の基礎を学んでいたのは動きですぐに判った。自分のことは名前すら覚えてないというのに、身体からだに染みついた剣の動きだけは忘れなかったと見える」

「未来の剣聖チヤルダーシユを手もとに置いた──ということですか？」

　フルルロッサの言葉にギュンターはうなずいた。

「祖父の見込み通り、ソーロッドは数年のうちにジェグマダールを抜くだけでなく、鳴らすこともできるようになり、今では絶ぜつ華か十じゆつ剣けんのひとりにまでなった」

　すぐれた剣聖ひとりが大軍に匹敵するといわれるこの時代に、現役の剣聖をふたりも擁することとなったユーミール家は、以前にもまして宮廷内での発言力を高めることになった。おそらく祖父や父の頭の中では、このままソーロッドの経歴に傷をつけぬよう、幸運にも手に入れた絶ぜつ華か十じゆつ剣けんの称号を最大限に生かして、いずれは名のある王侯貴族に輿こし入いれさせて閨けい閥ばつ作りに役立てたい──そんな絵図まで描かれているのだろう。

　無論、ギュンターはそんなことまでフルルロッサに語るつもりはない。ギュンターはちらりと少女剣士シユラフタを一いち瞥べつし、羽根ペンを置いた。

「……立ち入ったことまでお聞きしてしまい、申し訳ありません」

　ギュンターがこれ以上のおしゃべりを望んでいないことを察したのか、フルルロッサは軽く敬礼して部屋から出ていった。

　ソーロッドもあれくらい察しがよく、素直なら助かるのだがと、ギュンターは小さく苦笑した。





　　　　☆






　ギジェルモ率いる大公国軍の本陣に戻ったリューインは、それからの数日を、あたえられた部屋で寝てすごしていた。キリリクに命じて部屋にワインを運ばせ、ベッドに寝転んだまま浴びるように飲む。剣士らしく身体を動かすなどということはせずに、本当に日がな一日、酒浸びたりでだらだらすごしているのである。

　この怠惰な姿を見て、彼が本当に剣聖なのか疑いをいだく者がいたとしても何ら不思議ではない。世話役のキリリクでさえ、リューインがみずからの神剣を抜いたところを目の当たりにしていなければ、単に口がうまい詐欺師か何かだと思っただろう。

　キリリクの目の前を行ったり来たり、先刻からもう一〇分以上、ギジェルモは部屋の中をうろうろし続けている。ギジェルモ・ソルスは大公国軍の〝兵ひよう部ぶ十じゆう六ろつ旗き〟のひとり、〝烈れつ風ぷう常じよう勝しよう将しよう〟と呼ばれる青年貴族だが、その実態がこうも優柔不断な男だとは、彼をちやほやしてきた社交界の貴顕たちも知らないだろう。

「……これはまずいぞ……非常に、非常にまずい──」

　ぶつぶつぼやくギジェルモの手には、くしゃくしゃになった書状が握られている。リューインがこの本陣に現れたその夜のうちに、ギジェルモは本国に宛あてて、増援を派遣してくれるよう急使を送っていたが、つい先ほどその返事が届いた。その内容は、こうしてギジェルモを観察していればおよそ察しがつく。

　すでにギジェルモが率いるヴルショヴァラ攻略軍は、前回の増援も加えて総数五万人あまりにふくれ上がっていた。彼らの胃袋を満たすため、毎日莫ばく大だいな量の兵糧が消費されているというのに、ここへさらに万単位の増援が合流すれば、そのぶん兵糧も必要になり、それを前線へと送らなければならない本国側の負担も増大する。本国がこれ以上の増援は無理だと判断するのはごくごく当然だった。

　その、ごくごく当然の返事をもらってギジェルモが困惑しているのは、ここは無理を押してでも増援が欲しかったからだろう。

　上官の小心さにうんざりしながら、キリリクはばれないようにこっそり溜ため息いきをついた。

「プスカシュ秘書官！」

「はっ、はいぃ!?」

　溜息を聞きとがめられたのかと、キリリクは思わず首をすくめて顔を上げた。

「あのリューイン・アズダハ氏は、わざわざ敵方に囚とらわれ、その上で脱獄し、王国軍をさんざん挑発してここへ戻ってきた、と──そういう話だったな？」

「と申しますかぁ……そう受け止めるしかないことをやらかしたと申しますかぁ……」

「なぜ彼はそんな真ま似ねをした!?　なぜこのタイミングで王国軍を──ギュンター・ユーミールを挑発するような真似をしたのかね？」

「そのようなことをわたしに尋ねられても……」

「ああ、まったく余計なことをしてくれた！」

　ふたたび部屋をうろつき始めたギジェルモは、癖の強いくるくるの巻き毛を振り乱して頭をかかえた。

「ギュンターは私と同じ慎しん重ちよう居こ士じで、軽々に戦端を開くような男ではない。しかしその一方で、代々のユーミール家の人間がそうであったように、非常に名誉を重んじる男だ、と──そうも聞いている！」

　ギジェルモは拳こぶしを震わせながらそういった。だが、あいにくとキリリクには、ギジェルモとギュンターが同じとは思えなかった。ギュンターの慎重さは思慮深さをともなうもので、ギジェルモのはまさに優柔不断、あまりほめられる慎重さではない。

　しかしキリリクはギジェルモよりは多少なりとも思慮深く、そんな感想を口にしたりはしなかった。

「ですけどぉ、こうして睨にらみ合あうだけで何もしないっていうのも……リューインさんがあのギュンター・ユーミールに赤っ恥をかかせたとなれば、我がほうの士気も上がります。決戦を前に、これはそう悪いことじゃないのでは──」

「秘書官ごときが戦争を語るのかね、え？」

「いっ、いえ、そういうわけでは──」

「そもそも私は決戦など望んでいないのだよ！」

「……は？」

「あ、いや……何でもない」

　ギジェルモはばつが悪そうに口ごもると、大きく深呼吸してようやく自分の椅い子すに腰を降ろした。こんな主人に仕えていてイヤにならないのかと、キリリクはそっと護衛官のダルダイとベルベッシュの様子を窺うかがったが、本当に寡黙なふたりはキリリクが来た時と同じ姿勢のまま、ギジェルモの背後に控えている。

　ギジェルモは羽根ペンを揺らし、キリリクにいった。

「……もう二度とあの小僧に好き勝手をさせるな。酒浸びたりになっているというのならそれでいい。とにかく目を離すな」

「はっ、はいっ！」

　これ以上ギジェルモのぼやきにつき合わされたくなくて、キリリクは慌てて敬礼し、ほとんど駆け足で司令官室をあとにした。

「……ふう」

　うんざり顔でふたたび溜ため息いきをつき、キリリクはリューインの部屋へ向かった。神剣マズルカを譲渡する代価の一部として三食昼寝つきを要求したリューインは、さも当然のように、上級士官が使う部屋をひとつ占領している。急ごしらえの木造の砦とりでとはいえ、キリリクたち秘書官が寝起きしている大部屋よりはよほど上等だった。

「──あのぅ、リューインさん……？」

「んー？」

　キリリクが訪ねていった時、リューインはやはりベッドに寝転んでいた。いつもと違うのは、ワインを飲みながら何かを熱心に読んでいることだった。

「──え!?　そっ、それ、もしかして──」

　キリリクは肌身離さず肩から下げているカバンを開き、中を確認した。リューインが手にしているのが、キリリクお手製のメモ帳だということに気づいたのである。

「いっ、いつの間に抜き取ったんです!?　それ、わたしのメモ帳じゃないですかぁ！」

「いやー、感心感心、けっこうマメに記録してるじゃないの」

　安い紙を紐ひもで綴とじて作ったメモ帳には、キリリクがこの本陣で目にした日々のことをこと細かにつづっていた。書記官としての任務とは別に、キリリクがあくまで個人的にまとめたものである。

　キリリクはベッドに駆け寄り、リューインの手からメモ帳を取り返した。

「ゆっ、油断も隙すきもないんだから──」

「ぼくほどの剣士シユラフタになるとさぁ、このくらいの芸当は朝飯前なんだよね。いつでも泥棒としてやっていけると思うよ、うん」

「威張らないでくださいっ！」

　メモ帳をカバンにしまい込み、キリリクは眉まゆを吊つり上あげた。このカバンを身体からだから離すことなどほとんどないのに、いったいいつメモ帳を抜き取られたのか本気で判わからない。キリリクはあらためてリューインの実力の底知れなさに舌を巻いた。

　リューインはジョッキも使わず直接瓶に口をつけてワインを飲みながら、にやついた笑みとともに壁のほうを指差した。

「──ところできみらの閣下、ずいぶんとご立腹じゃなかった？　何だか怒鳴り声みたいなのが聞こえてたけどさあ？」

「他ひ人とごとみたいにいわないでくださいよう！　誰のせいだと思ってるんですかぁ!?」

「え？　ぼくのせい？」

「そうですよう！　リューインさんが王国軍を挑発したおかげで決戦が早まるんじゃないかって、閣下はそれを心配なさってるんです！　本国に増援を打診したけどそれも却下されたらしくて──」

「当然じゃない？　だって、前回増援を要求してからまだひと月もたってないのに、またさらに応援寄よ越こせっていったってすぐには無理でしょ」

「ど、どうしてそれをご存じなんですかぁ？」

「だって、きみのメモに書いてあったし」

「あ」

「……ていうかさぁ、あの要よう塞さいを落とすなら、三か月前に仕掛けるべきだったんだよ。チャンスがあったとすれば、たぶんその時だけだったと思うね、うん」

「そ、そんなことまで判るんですか、リューインさん？」

「あのさ……きみ、とぼけてるわけ？　自分で記録してるんだから、きみにそのくらいのことが判らないはずないじゃん」

　リューインは軽くいきおいをつけて身を起こすと、壁に背中を預けて耳を撫なでた。

「──きみ、この要塞攻略軍の数とか斥候が調べてきた要塞戦力の数とか、わりと細かく記録してるよね？　じゃあ、ギュンター何とかって将軍が着任する前の双方の戦力ってどんな感じだった？　大おお雑ざつ把ぱでいいから」

「ええと──我がほう三万強に対し、王国軍は約一万ですね。もちろんこれは、要よう塞さいの居住区に住む非戦闘員を含まない数ですけど」

　自筆のメモをあらためて取り出し、キリリクは記憶とともにそのページをめくった。

「そのあと、こっちとあっちにそれぞれ増援が到着したわけでしょ。それで兵士数はどう変化した？　今はどのくらい？」

「現在は──本当に大雑把ですけど、五万対二万……くらいです」

「要するに、三か月前は敵の三倍の兵力だったのが、今は二倍半になっちゃってるわけでしょ？　しかもギュンター何とかのほかにも剣聖チヤルダーシユの女の子たちまでくっついてきたわけだから、兵士の数以上に、双方の戦力差は縮まったって考えるべきじゃない？」

「まあそうですけどぉ……」

「──だからさ、一番有利に戦えたのは三か月前だったわけ。頭数でも圧倒的に上だったし、その時は向こうには剣聖さえいなかった。けど、そのチャンスをみすみす逃した今、閣下が自分から動くとかありえないから」

「動かないって……で、でもぉ、いつまでも動かないってわけには……」

「動かないよ。このまま敵と睨にらみ合あいを続けていれば、本国から軍需物資や戦費を送ってもらえるからね。……たぶん閣下はそれを中抜きしてるんじゃないの？」

　さらりと吐かれたリューインの言葉に、キリリクは眉まゆをひそめて口を閉ざした。

「じゃなきゃ、兵士たちに鍛錬させるでもなく毎日だらだらすごさせる理由がないよ。あれじゃ戦いくさの勘が鈍るだけじゃなくて体力的にも落ちるじゃん？　そんなことをしてるってことは、たぶん閣下は決戦に持ち込みたくないんだろうなってさ、素人しろうとのぼくでも判わかるって。だいたいあの閣下、戦争より金勘定のほうが好きそうだもん」

「閣下が、物資と戦費を着服している──？」

「え？　気づいてなかったの、キリリクちゃん？」

　リューインのその問いには答えず、キリリクは逆に聞き返した。

「……リューインさんて、ちゃらんぽらんなように見えて、いろいろと目め端はしの利く聡そう明めいなかたですよね。本当はちゃんとした目的があって要塞に潜入したんでしょう？　いったい何だったんですぅ？」

　唇を吊つり上あげたリューインは、何も答えず、それっきり口を閉ざしてしまった。
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　国威おとろえたりとはいえ、ラドガヴィガ王国の都パラスは、今にいたるまで大陸最大の都市として人口に膾かい炙しやしている。

　街としてのパラスは、一国の首都であるにもかかわらず、城壁らしい城壁を持たない。だが、人々の流れを阻害する城壁や門、そこを通過する際に必要な通行税や関税が存在しないために、大陸各地から商人たちが集まる自由交易都市として、古くから目覚ましい発展を見てきた。王国の軍事力が低下した現在でも、その経済力は大陸屈指といっていい。

　経済の発展とともに人口が増加し、居住地が広がり、パラスは次第に拡大してきたが、その街の中央、朝夕の陽ひ射ざしを鏡のように反射する湖の上に浮かぶ大宮殿は、建国以来数百年、変わることなくその優美な影を王都の民たちの上に投げかけていた。人々が呼び習わす〝白しら鷺さぎ宮〟の異名は、この宮殿の全体が、白く上質な消石灰によって塗られていることに由来する。

　その美しい城の中庭で、サロメア・ラドガ・パラシューヌは、近衛このえ兵へい団だんの調練を見回っていた。

「……見おとりするわね」

　白いブラウスと乗馬ズボンに身を包んだサロメアの視線は、一糸乱れぬ動きで剣を振る近衛兵たちにそそがれている。しかし、艶あでやかな唇からこぼれる言葉には、あからさまに失望の色がにじんでいた。

「よく訓練が行き届いております。良家の出身の者も多く、パレードに出せば見み栄ばえはするでしょう。……見栄えなど実戦で役に立つものではありませんが、近衛にはそれも重要な要素です」

　兵士たちの間をゆっくりと歩くサロメアのかたわらには、カイエン・バロウがつきしたがっている。

　カイエンは幼少期のサロメアに手ほどきをした〝鉄てつ鎖さ派は〟の老剣士シユラフタだが、今も相談役としてサロメアに仕えてくれている。国王の姪めいであるサロメアをいさめられる人間がほとんどいなくなった今、何をはばかることもなく直言してくれるカイエンの存在は、サロメアにとってほかに得がたいものだった。

「……そもそも、殿下の〝救きゆう国こく剣けん士し団だん〟とおくらべになるのが間違いでしょう。あちらは国の内外から腕に自信のある者たちを集めたいわば実戦的な集団ですが、こちらは貴族の子息が箔はくをつけるために籍を置く、いわば名誉職のようなものです。それをここまで調練なさっただけでも、殿下はよくおやりになった」

「あら、いつも厳しいあなたがわたしをそこまでほめるなんて……珍しいこともあるものですね、バロウ卿きよう？」

「事実ですよ、殿下。ほめて慢心する輩やからには声もかけませぬ」

「なら嬉うれしいのですけど──」

　長い金髪を高く結い上げたサロメアは、その時、視界の隅に足早にやってくる侍従を認めた。宮中ではたらく者が、いかに中庭の一角とはいえ、無数の剣がひらめく調練の場に姿を見せるとは珍しい。おそらくサロメアに何か告げにやってきたのだろう。

「殿下」

　小走りにやってきた侍従は、サロメアの前でひざまずき、小さな錫すずの通信管をうやうやしく差し出した。

「ご苦労さま」

　侍従を軽くねぎらい、サロメアは通信管に収められていた書状を開いた。無言でその文面を目で追う弟子に、カイエンが尋ねる。

「何事ですかな？」

「ヴルショヴァラのユーミール将軍からの報告です。わたくしが風ふう姿し衛えいの少女たちのために送った神剣マズルカが賊に奪われたという悪い知らせと……もうひとつ、わたくしが求めている神剣を、見つけたかもしれないと」

　カイエンはサロメアから受け取った書状を一読し、静かに嘆たん息そくした。

「くだんの賊がそれらしき剣を持っていたとのことですが──将軍の妹いもうと御ごで歯が立たないとなれば、かなりの使い手ですな」

「ソーロッドとフルルロッサを将軍の脇に添えれば、ギジェルモごときたやすく敗走させられると考えていましたが……それほどの剣聖チヤルダーシユが敵側についたとなれば、こちらもさらに援軍を送らざるをえませんね。バロウ卿きよう、誰を遣わせばよいとお考えですか？」

「左様……殿下がもっとも恃たのみとする剣聖を送り出すのがよろしいかと。出し惜しみはせぬことです」

「それではあなたを戦場に行かせることになるではありませんか」

　カイエンを見やり、サロメアが目を細める。若い男であれば思わず見とれずにはいられない莞かん爾じとした笑みにも、しかし、カイエンはただ苦笑を浮かべただけだった。

「殿下のご命令とあれば何なりと……ですが、拙せつが出向いたのでは、ユーミール将軍も困惑するでしょう。何しろ拙と将軍の祖父とはかねてよりの剣友、いかに拙が納得していようと、将軍からすれば拙に命令は出しづらい」

「ならば、〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟から──出し惜しみせず、サルゲイロ卿を向かわせましょう」

「〝一いつ枝し華か冥めい王おう〟であれば……その技前は〝双そう月げつ華か〟や〝荊けい棘きよく万ばん刃じん〟もおよぶところではございませぬ。適任ですな」

　カイエンと小さくうなずき合ったサロメアは、静かに控えていた侍従に声をかけた。

「今すぐサルゲイロ卿に参内するよう伝えなさい。おそらくわたくしの別邸で、若い団員たちに稽けい古こをつけているはずです」

「承知いたしました」

　ふかぶかと一礼した侍従が走り去っていくのを見送り、サロメアはふたたび貴族の子弟たちが剣を振るさまに見入った。

「リューイン・アズダハとか申すその剣聖チヤルダーシユ……わたくしの神剣マズルカを強奪したのはたんなる金目当てか、それともわたくしと同じく、〝世界を統すべる最後のひと振り〟を捜しているのか──できることなら、わたくし自身の目で確かめたいものです」

「殿下のおっしゃるその〝ひと振り〟──お言葉を疑うわけではございませぬが、そのようなものが本当に存在するのでしょうか？」

「存在するというより、〝なる〟のです」

「なる？」

「勝者がつねにただひとりであるように、世界を統べる剣もただひと振り──その剣を手にした者がこの世界を制する」

「そのようなことが、本当に──？」

「我が国の祖、聖せい剣けん王おうオッドマールの娘サロメアが、白き龍りゆうより授けられたと伝説にいう剣こそが、その〝ひと振り〟だとわたくしは考えています。同じ名をあたえられたわたくしが、今また祖国のためにその剣を捜すのも、運命というものではありませんか？」

「それはそれで、できすぎという感がしないでもありませぬが」

　サロメアの言葉を、カイエンは本気と受け取ったのか、あるいは冗談だと考えたのか。老剣士シユラフタはかすかな苦笑を浮かべてうなずいた。

「──できればわたくしみずからその剣を捜しにいきたいところですが」

「殿下」

　サロメアのその呟つぶやきに、カイエンが聞こえよがしな咳せき払ばらいをする。

「判わかっています。……国王の姪めいなどといっても、背負わねばならぬ責務ばかりでさしたる自由はない。今はわたくしの剣士たちに任せるしかありません」

「それがよろしいかと」

　軽くサロメアに頭を下げたカイエンは、若者たちの前に進み出ると、ひとりひとりに声をかけ、稽けい古こをつけ始めた。特に才能があるとも思えないあの若者たちが、老剣客の指導でどれほど上達するかは怪しいものだが、それでもサロメアが指導するよりはよほど身になるだろう。天てん賦ぷの才を持って生まれたがゆえに、サロメアには凡人の立場に立って指導するということができないのである。
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　春とはいえ、夜明け前の空気はまだ冷たく、吐く息はかすかに白く色づいては消えていく。群青色の西の空の彼方かなたには、まだいくつもの星が名残を惜しむように弱々しくまたたいていた。

　任務も忘れて寝ね惚ぼけている見張り役の番兵を起こさないよう、ひそかに砦とりでを離れたキリリクは、大きなナラの木がそびえる丘までやってくると、肩掛けカバンを開いた。

「ちちちちちち……」

　舌を鳴らしながら、カバンの中から取り出した鳩はとを黎れい明めいの空へと放つ。脚に小さな通信管をつけた鳩は力強く羽ばたき、南方に向かって飛んでいった。

「……何やってんの？」

　じっと鳩を見送っていたキリリクは、不意に聞こえてきたその声にびくっと首をすくめて振り返った。

「りゅ、リューインさん──」

　さっきまではいなかったはずのリューインが、いつの間にか丘の斜面に立っていた。

　キリリクは胸もとを押さえ、軽く深呼吸して首をかしげた。

「いったいどうしたんですかぁ、こんな朝早くに？」

「それはぼくのセリフでしょ？　何やってんのって聞いたじゃん、今？」

　瓶入りのワインを軽くあおったリューインは、右手の指先に細い小さなナイフをつまむと、南に向かって飛んでいく鳩を目で追いかけた。

「……そういや最近、鳩とか食べてないなあ」

「ちょっ……や、やめてくださいよう！」

　リューインが鳩を撃ち落とすつもりだと知ったキリリクは、慌てて駆け寄ってその手を押さえた。

「ん？　あれ、きみの鳩なの？」

「そっ、それはぁ──」

「ま、いまさらそんな演技してもらわなくたっていいんだけどさぁ」

　ナイフをしまったリューインは、キリリクを見てにやついた笑みを浮かべると、軽く耳を撫なでて呟つぶやいた。

「──きみ、要するにスパイなんでしょ？」

「えっ？」

「そうやって驚いて見せるのも演技なんだよね？」

「────」

　立て続けに指摘され、キリリクの表情から感情が抜け落ちた。いまさら何をどういいつくろっても、この少年をだまし通すことはできないだろう。あの手作りのメモを読まれた時点で、遅かれ早かれこうなることは決まっていたのかもしれない。

　キリリクはうつむき、眼鏡をはずしてリューインに尋ねた。

「……それ、誰かに話しましたぁ？」

「きみがスパイだってこと？」

「スパイじゃないですよぅ。わたしだってれっきとした大公国の軍人です。……ただ、内部調査が本職なだけで」

「それでギジェルモ閣下の汚職を調査してたんだ？」

「その話、誰にもいってませんよね？　あんまりいいふらされると困るんですけどぉ」

「ここの砦とりででぼくがまともに会話するのってきみだけだよ？」

「じゃあそのまま黙っててください。ようやく調べがついたんですから」

「あー、それじゃさっきの鳩、やっぱりきみのなんだ？」

「あしたには都に着くんですよう。わたしからの報告を受けて、上がどういう判断を下すのかは判わかりませんけどぉ、ひとまずこれで今回のわたしの任務はおしまい」

「え？　まさかぼくのお世話、放ほうり出したりしないよねぇ？」

「そのことなんですけどぉ……」

　握ったままのリューインの手を揺すり、キリリクはそっと少年に身体からだを預けた。

「この際ですから、本気で考えてみませんかぁ？　大公国への仕官の件」

「仕官ねえ……」

「リューインさんならかなりの好条件で迎えられると思うんですけど。もしお望みでしたらぁ、このままわたしがお世話係としてついてもいいですし」

　強力な神剣マズルカを持つ男の剣聖チヤルダーシユは数が少ない。大公国の軍部でギジェルモのような吝りん嗇しよく家かが幅を利かせてしまうのも、そこに一因がある。

　もちろん、兵を指揮する能力において、リューインがギジェルモより優れているという保証はない。しかし、ふざけたことばかりいって韜とう晦かいする悪癖はあるにせよ、かたくなに決戦を避けるギジェルモの真意をあっさり看破した洞察力は見事であり、何といっても剣士シユラフタとしての力量が冠絶している。あれだけの力と一級品の神剣を持つ剣聖なら、どこの国に行っても仕官はたやすいだろう。

　逆にいえば、ほかの国──特にラドガヴィガ王国に仕官されれば厄介なことになる。

「……別に軍人にならなくてもいいんですよ？」

「そうなの？」

「ただ、ときどき大公殿下のためにはたらいて、ごほうびをいただいて、あとは毎日お酒を飲んですごす──そういう生活ってどうですか？」

「それは魅力的な提案だね。……ちなみにゼゼルク大公のためにはたらくって、具体的にはどういうことするわけ？」

「リューインさんにできることをすればいいんだと思いますよ？　たぶん、これまでもそうやって生きてきたんでしょう？」

「ワインを飲んで女の子と遊んで、あとは人を斬きってればいいってことかな？」

「ええ。……どうですか？」

　リューインの身体からだにやわらかな胸を押しつけ、キリリクは目を細めた。

「何でしたら、今ここで手付をお支払いしてもいいですよう？　あいにく現金の持ち合わせが少ないので、現物支給になりますけどぉ」

「現物支給って……まあ、こうしておっぱいが惜しげもなく押しつけられてる時点で、何となく想像はつくけど」

「ふふ……」

　キリリクはそっとリューインの顎あごに唇を押し当て、長い前髪をかき上げようとした。

「ぼくはきみを気に入ってるけど、それはさすがに不ぶし躾つけじゃない？」

「っ！」

　額に伸びてきたキリリクの手を掴つかみ、軽く突き放して、リューインは冷たく笑った。

「──でもまあ、一応は考えておくよ。ぼくはこれでもキリリクちゃんのこと気に入ってるからね」

「お願いしますね、リューインさん。……わたしだって、リューインさんのことは好きなんですから」

　尻しり餅もちをついたキリリクは、すぐさま立ち上がり、ほこりを払った。

　何しろ人を殺して金を稼ぎ、その金で酒でも女でも自由にできるはずの人間である。おそらくリューインには、色仕掛けも金銭的な誘惑もさほど意味がない。これ以上馴なれ馴なれしく踏み込むのは逆効果だろうと、キリリクは眼鏡をかけ直してにっこり笑った。












　とにかく、この若者は役に立つ。

　今はこの若者を怒らせることなく、つながりを維持し続けておくことが必要だった。
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　高いところから落ちている。

　ソーロッドには、これが夢だという自覚があった。

　昔から何度も繰り返し見る夢──高いところから落ちる夢は、それが夢だと判わかっていても、あまり気分はよくない。腹の底をくすぐられるような、現実ではまず体験することのないこそばゆさに、ソーロッドはかすかに歯ぎしりをした。

　雨が降っている。

　夢の中のソーロッドは今よりもずっと幼い。自分自身の顔は見えなかったが、岩壁に這はう蔦つたを掴つかんだ手が驚くほど小さかった。おそらく現在よりも五つは幼いソーロッドは、激しい雨に打たれながら、崖がけから落ちそうになって必死に蔦を掴んでいる。

　そういう夢を、ときどき見る。

　腕にだるさを感じたソーロッドの目の前に、誰かが手を差さし伸のべてきた。雨のせいでよく目が開かず、相手の顔をはっきり確かめることができないが、ソーロッドにはそれが兄の手のように思えた。確かにギュンターなら、ソーロッドが崖から落ちそうになっていれば、何を置いても手を差し伸べてくれるだろう。

　しかし、ソーロッドはその手を掴めない。かすかに指先が触れ合っただけで、ふたりの手はむなしく離れ、ソーロッドは崖を落ちていく。

　そして、濁流か何かに呑のみ込こまれたところで、いつも目が醒さめる。

「────」

　静かな部屋の中に、ほのかに赤い光が満ちていた。開け放たれたままの窓からは、城壁のあちこちに焚たかれた篝かがり火びが見える。その赤さが、汗だくになって飛び起きたソーロッドの横顔を照らしていた。

「ソーロッド」

　軽く肩を揺すられて、初めてソーロッドは、ベッドサイドのフルルロッサに気づいた。もしかすると、夢のクライマックスシーンで大声をあげてしまっていたのかもしれない。

「大丈夫、ソーロッド？　ずいぶんとうなされてたみたいだけど」

　テーブルの上の水差から湯冷ましをグラスにそそぎ、フルルロッサはそれをソーロッドに持たせてくれた。

「大丈夫……ただちょっと、悪い夢を見たっていうか」

「悪い夢？」

「うん……このところしばらく見なくなってたんだけど、急に思い出したみたいに見ちゃって──」

　ぬるい水でひりつくのどを潤したソーロッドは、ほっとひと息ついて汗みずくの顔をぬぐった。

「それ、あいつと何か関係あるのかい？」

「あいつっていうか──あいつがわたしの過去を知ってるかもしれないって思ったのが、たぶん、原因」

「……どういうこと？」

「わたしがユーミール家の養女だってことは知ってるでしょ？」

「ああ」

　話が長くなると感じたのか、フルルロッサはベッドの端に腰を降ろし、ソーロッドの手をそっと握ってくれた。

「……五年前、にいさまがおとうさまの代理で地方にある所領の視察に出かけた時、バラジェトの山中でわたしは拾われたの。里から離れた谷川の岸辺で気を失って倒れていたって……わたしはそれ以前のことは何も覚えていなくて、それで──」

　ソーロッドが繰り返し見てきた夢は、その失われた記憶と関係しているかもしれない。そこになぜギュンターが出てくるのかは不明だが、おそらく崖がけから転落するような事故に遭あい、そのせいでソーロッドは記憶を失ったのだろう。

「ソーロッドという名前をつけてくれたのはにいさまなの。……おとうさまにはにいさましか子供ができなくて、女の子が欲しかったからと、素性もさだかじゃないわたしをそのまま養女として迎え入れてくれた。だからわたしは、にいさまやユーミール家のために、いつでも命を捨てる覚悟がある」

「気持ちは判わかるけど……それはあやうい考え方だよ？　たぶん将軍閣下は、きみにそんなことを望んでなんかないと思うけど」

「だって、わたしにはこれしかないから」

　ソーロッドは枕まくらの下に隠しておいたジェグマダールを取り出し、ぎゅっと握り締めた。ギュンターに発見された時、すでにソーロッドはこの神剣マズルカを持っていたという。だからソーロッドは、兄たちへの恩をこれで返していこうと決意した。それに、これが自分の過去を知るための唯一の手がかりなのだとも感じている。

　フルルロッサはソーロッドを抱き寄せ、

「だとしても、まずは自分自身のしあわせのことを考えないと。きみが自分を犠牲にしたって、閣下はそれをむしろ負担に思うかもしれないよ？」

「それは……判ってるけど」

　あのリューイン・アズダハのことを考えると、どうしても心がざわついてしまう。ギュンターはあの剣士シユラフタと接触するなというが、もしリューインがソーロッドの過去について何か知っているのなら、何が何でも聞き出したかった。

　無言になったソーロッドを見て何を思ったのか、フルルロッサは毛布をめくってソーロッドのベッドにもぐり込んできた。

「──ギジェルモの陣営に動きがあるらしいよ」

「えっ？」

「もしかしたら本格的な攻勢が始まるのかもしれない。だからちゃんと寝なきゃね。……今夜はボクがいっしょにいてあげる」

「……ありがと」

　フルルロッサと並んでソーロッドはふたたびベッドに横になった。

　ソーロッドが何をどう思い悩もうと、いずれ朝はやってくる。ソーロッドはフルルロッサに抱きつき、その胸に顔をうずめて、強引にもう一度眠ろうと目を閉じた。
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　リューインが来てから初めて、大公国軍の陣営に目に見える動きがあった。砦とりでの後方に布陣していた軍勢に、明らかにそれと判わかる傭よう兵へいたちが合流し始めたのである。

　無名、高名を問わず、陸続と集まってくる傭兵たちは、決戦が間近に迫ったことを告げるかのような殺伐とした雰囲気をただよわせていて、これまでのんびりとすごしてきたギジェルモ配下の正規兵たちも、さすがに緊張の面持ちを見せ始めていた。

　キリリクの立場では、陪ばい席せきしろといわれなければ軍議の場にもいられないため、詳しいことは判らないが、どうやらきょうにでも、軍勢をととのえてヴルショヴァラ要よう塞さいへと進軍することになったらしい。砦が騒然としているのは、何も傭兵たちがどっと押し寄せてきたからだけではなく、全軍が出陣の準備に入ったせいでもあった。

　リューインとふたり窓辺に並んで、キリリクがざわつく砦の様子をぼんやり眺めていると、リューインがふと思いついたように口を開いた。

「ああして傭兵が集まってきてるってことは、ケチの司令官が身銭を切ったって意味なんだろうけど──もしかして、きみの報告が何か関係してるのかな？」

「さあ、どうでしょう？　わたしの仕事は報告するところまでですからぁ」

　ワインを飲む代わりに、キリリクはトリッパの煮込みに浸ひたしたパンを食べていた。もともとリューインの食事として運んできたものだが、リューインはほとんどものを食べずにワインばかり飲んでいる。そのため、彼の食事の残りを片づけるのが、最近のキリリクの習慣のようになっていた。

「──リューインさんのお世話があるからこうして残ってますけどぉ、それさえなかったら、何かしら理由をつけてとっとと帰国してるはずなんですよう、わたし？」

「それ、ぼくのせいじゃないよね？」

　器用にナイフでコルクを引き抜き、リューインはまたあらたなワインを開けた。

「──ぼくがここに足止めされてるのはさあ、閣下が約束の宝石をくれないからだよ。でも、たぶんそれってきみの報告書のせいだと思うんだよね。戦費横領の疑いが濃厚になった司令官のもとに、そんな高額な宝石なんかほいほい送ってくるわけないし」

「じゃあどうします？　直接取りにいきます、ベルゼクリクまで？」

　大公国の都までリューインを連れていけば、おそらく彼が望む対価はきちんと支払われるだろう。ギジェルモが傭よう兵へいをかき集めて戦力を拡充している今、このままここにいても戦いに巻き込まれる未来しか見えない。

　けれど、リューインは素直に首を縦に振らなかった。

「さすがにそれは面倒だよ。……だいたい、ベルゼクリクまで行ったらさぁ、そのままそこで拘束されそうじゃない？」

「そんなことしませんよぅ。いったい我が国を何だと思ってるんですぅ？」

「いやぁ、きみが何をどんなふうに報告したか知らないから」

「別に──」

　リューインについては何も報告してない──といいかけたところで、キリリクは口を閉ざした。ドアの向こうの廊下をやってくる足音に気づいたのである。

「──リューイン・アズダハどの！」

　ドアがノックされ、兵士の声が告げた。

「ソルス将軍がお話があるとのことです。司令官室に至急お越しいただきたいと」

「はーい、今行く」

　まるでその知らせを予想していたみたいに、リューインはワインを飲み干した。

「……いまさら何の用でしょう？」

「そりゃあさ、これだけ傭兵を集めてるんだから、閣下がぼくに何を持ちかけるか想像はつくじゃん？」

「リューインさんに仕事を依頼するってことですか？」

「さもなきゃ、こうなったのはぼくのせいだってあらためて文句をつけるか、そのどっちかだよね。……まあ、文句つけられてもぼくの知ったことじゃないけど」

　枕まくらの下に隠しておいた剣を背負い、リューインは部屋を出た。当然のように、キリリクもそれにしたがって司令官室に向かう。

「──ぼくのこと呼んだ～？」

「……ああ」

　出陣前の張り詰めた空気をまったく読まないリューインの態度に、ギジェルモの眉まゆがぴくっと震えるのが判わかった。

　机の上の大量の書類をさばいていたギジェルモは、大きく深呼吸して席を立つと、窓から砦とりでの全容を見渡しつつ、リューインにいった。

「貴公もすでに気づいているとは思うが、我が軍はこれよりヴルショヴァラ要よう塞さいへの総攻撃をおこなう予定だ」

「へー、いまさら？」

　リューインがそう答えると、ギジェルモがまた眉をひくひくっと震わせた。

　おそらく本国は、キリリクの報告を受けてギジェルモをクロと判断した。ただし、これまでの罪を不問に付す代わりに、何が何でもヴルショヴァラを落とせ──そんな取引とも呼べない一方的な命令が下されたのだろう。さもなければ、吝りん嗇しよく家かのギジェルモが自腹を切ってまで傭よう兵へいをかき集め、決戦を急ぐ理由が見当たらない。

「……ヴルショヴァラ攻略は我が国の悲願でもある」

　動揺を隠そうとしているのか、ギジェルモはことさら声を低く落とし、鷹おう揚ようさを見せるようにゆっくりと告げた。

「決戦に備えてあらためてヴルショヴァラへ斥候を送り込んだところ、かのギュンター・ユーミールも決戦が近いと判断したのか、大きな動きが見られた。……最外層の城壁の上に、大型の投石器を設置し始めているらしい」

「へぇ、それは厄介だねえ」

「とかくこうした戦いは守備側のほうが有利だ。大公殿下よりお預かりした兵士を無駄に死なせたくない」

「それってもしかして、ぼくに投石器をぶっ壊してこいっていってる？」

「さすがに察しがいいな、〝笑しよう面めん飛ひ虎こ〟」

「はい？」

「ごまかさなくてもいい。噂うわさには聞いたことがある。……〝古こ龍りゆう派は〟唯一の伝承者と名乗る謎なぞの殺し屋、〝笑しよう面めん飛ひ虎こ〟なのだろう、貴公は？」

「だったらどうなのさ？」

　ギジェルモは自分がはめていた指輪をはずし、机の上に置いた。

「貴公はひとたび捕らえられながら、その日のうちに脱獄して無傷で戻ってきた。貴公ほどの腕を持つのであれば、この程度の仕事はたやすい、と──そう思うが？」

「そういう腕はねぇ、安くないんだよ」

　指輪をつまんで陽ひ射ざしにかざし、ためつすがめつしたあと、結局リューインはそれを放ほうり出した。

「……安すぎ」

「何？」

「向こうももう厳戒態勢なんでしょ？　そこにこっそり忍び込んで投石器を破壊してこいって、かなり危険じゃない？　ぼくがこの前遊びにいった時とは状況が違うよ。仕事の難易度を別にしてもさ、ぼくの腕を買うにはそもそも桁けたが足りてないっていうか……あいにく閣下の場合、特別割引も効かないし」

「割引？　そんなものがあるのか？」

「うん。美少女割引。可愛かわいい子が相手なら値引きしてあげる。逆に男からの依頼なら割高にするはずなんだけど、そこまでしないのはぼくのやさしさ」

　平然とうそぶいたリューインは、大きなあくびを隠そうともせず、きびすを返して司令官室を出ていこうとした。

「ちょっ……まっ、待ちたまえ、アズダハ氏！　これで足りないというのなら……ならばいったいいくら欲しいというのだね？」

「いくら欲しいっていうか……そもそも払えるの、今の閣下に？」

　リューインは足を止め、窓の外を指差して笑った。

「たくさん傭よう兵へいを集めたのはいいけど、ああいう連中って、基本的に現金支給だよねえ？　前金だけとはいえあいつらにギャラを払って、その上でさらにぼくにまでギャラ払えるの？　いっとくけど前払いだよ？　戦いが終わってからなんてありえないからね？」

「ぬ……！」

　いい方はともかくとして、リューインのいいぶんはあながち間違ってもいない。せっかく難しい仕事をやりとげても、依頼主のギジェルモが敗北すればただばたらきになってしまう。仕事の前にそれなりの手付金を要求しても許されるはずだった。

　だが、今のギジェルモにそれを払う余裕がないというのも事実だった。ギジェルモが集めた傭兵たちはおそらく五〇〇〇人ほどはいるだろうが、もし彼らに対する俸給が不足すれば、彼らがそのまま王国側に寝返る可能性も否定できない。だからギジェルモは、傭よう兵へいたちの離反を防ぐためにも、彼らへの支払いに必要な量の現金はキープしておかなければならないのである。

「──だいたいさぁ、この前ぼくが渡した神剣マズルカの代金、あれもまだ払ってもらってないよね？　もしこのまま閣下が戦死したらどうなるわけ？　ぼくが大損するだけじゃん」

「それは──し、しかし、あれに関しては、さほど急ぐわけではないと……」

「うん、いったよ。でもさあ、あっちの代金を未払いのまま、さらにぼくに新しく仕事を頼みたい、それもツケで頼むなんて、それはあまりに虫がよすぎると思うけど？」

「で、では……どうしても引き受けられない、と？」

「だからさ、もらうものさえもらえれば、仕事はするよ」

「しかし、今の我が軍には──」

「あるじゃん、換金率のバカ高いものが」

「……は？」

「やだなあ、とぼけないでよ。そんな安物の指輪なんかよりずっと価値があるじゃない、そのお腰のものならさあ」

「ばっ……こ、このマルギュードは、我がソルス家に代々伝わる──」

「それは聞いたよ。だから担保にするにはいいんじゃない。ぼくが仕事を成功させて、閣下が無事にヴルショヴァラを落として、すべてに決着がついたら、閣下がそれを買い戻すって形にしてもらえればぼくはそれでいいから、気にしないで」

「貴公が気にせずとも私が気にする！　この剣を担保になどできるか！」

「じゃあ仕方ない、この前の神剣マズルカ、あれでいいよ」

「な、ん──？　は!?」

　一瞬赤く紅潮しかけたギジェルモの顔が、今度は見る見る青くなっていく。

「だからさ、ぼく、あれを閣下に売ったよね、この前？」

「う、うむ」

「その代金はまだ受け取ってないけど、それはまあいいよ。決戦前に支払えっていっておかなかったぼくにも落ち度があるからさ。──でも、とにかくあれは今、閣下のものなわけじゃん？　で、今も手もとにあるよね？」

「た、確かに……」

「だからね、それを仕事のギャラとしてぼくにちょうだいっていってるわけ。判わかる？」

「そっ──それはあまりにも高すぎる！　マルギュードほどではないにしても、さすがに神剣を三本とは……」

　ギジェルモは額の汗をぬぐい、リューインの背後にいるキリリクをちらりと見やった。ずっとリューインの世話をしてきたキリリクに、彼をなだめるようなことを何かいわせたいのかもしれない。だけどキリリクにそのつもりはなかった。リューインの要求を呑のめないのなら仕事の依頼はあきらめるしかないし、そもそも人一倍わがままで身勝手なリューインが、キリリクの言葉で簡単に翻意するはずもないのである。

　リューインは額に手を当て、わざとらしい溜ため息いきとともにいった。

「……あのさあ、ぼくは命を懸けるんだよ？　人の命は何物にも代えがたいなんていうバカな哲学者がいるけどさ、ぼくの命はホントに何物にも代えがたいからね？　そのへんにいるむさ苦しいオッサンの命とかとはくらべられないから。この世にたったひとつしかないぼくの命を懸けさせるんだから、そのくらい覚悟してよ」

「む……！」

「じゃなきゃ、それこそ担保ってことでもいいよ？　閣下が決戦のあとも生きてたら、どのみちぼくは神剣の代金を受け取りに戻ってくるわけだからさ。その時にあらためて仕事のギャラについては話し合おうよ。──でも、今すぐ目に見えるもので払えない以上は、担保としてぼくが持っていってもいいよね？」

「…………」

　ギジェルモはじっとリューインを凝視している。おそらくその頭の中では、目まぐるしく計算機でも回し、自分にとって一番有利な回答を捜しているのかもしれない。ただ、はたで見ているキリリクにも計算できるようなことを、この生来の吝りん嗇しよく家かにできないはずもなかった。もしリューインが約束を守らずに三本の神剣マズルカを持ち逃げしたとしても、そもそもギジェルモはまだその代価を払っていない。実質的にギジェルモが支払ったのは大量のワイン代くらいのものだった。

　何より、今のギジェルモには、リューインの腕に賭かける以外に大きく戦況を動かす手段はないのである。

「……貴公が正直な男であることを祈るしかないな」

「そういう信用って大切だよね～」

　ギジェルモが部屋の片隅に置かれた鍵かぎつきの箱を開けるのを見て、リューインは目を細めた。

「──じゃ、ひとまずこれは担保ってことで預かってくから。吉報を待っててよ」

　いったんギジェルモに売り渡したはずの神剣を三本まとめて回収し、リューインは意気揚々と司令官室を出ていく。キリリクはすかさず敬礼をすると、

「彼の監視任務を続けます」

　そういって足早にリューインを追いかけた。

「ま、待ってくださいよう、リューインさぁん！」

　キリリクは小走りにリューインに追いつくと、小声でそっと尋ねた。

「……まさかこのまま逐ちく電でんするなんてことはないですよねぇ？」

「いつも思うんだけど、ぼく、きみの質問に正直に答える必要あるかな？」

「男嫌いのリューインさんも、可愛かわいい女の子のお願いなら耳を傾けてくれるんだということを学習しましたから」

「はいはい、きみは可愛いねえ」

　キリリクの顔も見ず、リューインは彼女の頭を撫なでた。

「じゃあ、どこに行くかくらい教えてくれますよねぇ？」

「そりゃあヴルショヴァラだよ。さっき約束したじゃん、閣下と」

「えっ？　あれ本気だったんですか？」

「えっ？　ぼくを信じてなかったの？」

「信じろっていうほうが、そのぉ……無理じゃないですかぁ？」

「きみってさぁ、おどおどしているようで、わりとさらっと毒を吐くよね？」

「それだけリューインさんとの精神的な距離が縮まったってことですよう」

「そういう図太いのがきみの本性なんだよね。──あー、ちょっと、そこのあなた」

　リューインは厩きゆう舎しやのそばで小さな馬車を見つけると、忙しそうに荷を降ろしている兵士に声をかけた。荷台に並んでいるのは剣や盾で、おそらく、これから兵士たちの手に渡されるのだろう。

「その馬車、貸してくれる？」

「あ？」

　作業の手を止めて振り返った兵士は、威圧的な表情でリューインを凝視している。キリリクはあわてて両者の間に割って入った。

「じっ、自分はソルス将軍付秘書官のキリリク・プスカシュです」

　軍人としては下っ端のキリリクだが、ギジェルモの直属という立場はそれなりに強い。キリリクがギジェルモの名を出した途端、兵士の視線が頼りなく泳ぎ始めた。

「え？　あ？　し、将軍の……？」

「はい。そしてこちらは、将軍からじきじきの依頼を受けてこれから極秘任務におもむくリューイン・アズダハ氏です。その任務に必要なので、今からその馬車を接せつ収しゆうします。よろしいですね？」

「あ……はい」

「それじゃあ借りてくね～」

　まだどこか釈然としない様子の兵士に荷物をすべて降ろさせると、リューインはその代わりに秣まぐさをもっさりと荷台に積んで馬車に乗った。

「キリリクちゃんも行く？　できれば手伝ってほしいことがあるんだけど」

「もちろんです、自分はリューインさんの世話係ですから！　──というのは、ま、建前ですけどぉ」

「建前？」

「だって、追いつめられてる今の閣下に、横領の証拠を集めて本国に送ったのがわたしだってバレたら、うっかりするとその場で斬きられかねませんから、もうあの人のそばにはいたくないんですよう」

「なるほどね」

　別にせまいわけでもないのにキリリクに密着し、リューインは馬の手綱を鳴らした。

　正規兵、傭よう兵へいを問わず、ぎらぎら光る武器をかかえた男たちであふれ返る中を、リューインはかなりの速さで馬車を走らせていく。キリリクは注意深く周囲を見回してみたが、誰もリューインが背負った剣に注目していた者はいなかった。そこが一流と一流以外の差なのかもしれない。もしここに集められた傭兵たちの中に腕の立つ剣士シユラフタがいれば、リューインが背負った神剣マズルカをひと目見た瞬間、それがまぎれもない剣聖チヤルダーシユの証あかしだと気づいたに違いないからである。

　そうした駒こまを揃そろえられなかった時点で、おそらくギジェルモが勝てないことは決まっていたのだろう。国力が衰退の一途をたどりながら、それでも王国が滅亡せずにいまだ健在なのは、そういう一騎当千の剣聖チヤルダーシユたちを次々と戦場に投入できるからに違いない。

「──きゃっ!?」

　じっと物思いにふけっていたキリリクは、唐突に胸をもまれ、思わず身をすくめた。

「なっ、何ですか、いきなり!?」

「だってさ、すぐ手に届くところにそんなふにふにおっぱいがあったら、ふつうはいじるでしょ？　いじっていいおっぱいなんだよ、これは？」

「じゃあ……いじる代わりに都まで来てくれますう？　だったらいじってもいいですけど」

　キリリクは自分の胸に当てられたリューインの手を上から押さえ、少年を見つめた。

「それはそれで面白くないなあ」

「どっ、どうしてですかぁ？」

「だって、それじゃ風情がないじゃん？　さわさわ～、きゃっ！　っていうやり取りがいいのに、じゃあおっぱいと引き換えにスカウトしますねー、ガシッ、もみもみ……なんてさあ、ぼくに正体見抜かれてから変わっちゃったよ、きみは！　ぼく哀かなしい！」

「いやぁ、いまさらリューインさん相手に取りつくろっても意味ないかなって……」

　眼鏡を押し上げ、キリリクは苦笑した。

「無意味って何だよおおお！　そんないい方ないじゃないかあああ！」

　リューインはキリリクの胸に抱きつき、思うさま顔をぐいぐい押しつけた。

「あー……はいはい、わたしの胸でよければあとでいくらでも甘えさせてあげますから、今は任務のことを考えませんかぁ？」

「……それもそうだ」

　すっきりとした表情で顔を上げ、リューインは目をしばたたかせた。

「じゃあ、さっそくきみに甘えてみようかな」

「はい？」

「いやぁ、ちょっとしたお手伝いだよ、お手伝い」

　ぺたぺたとキリリクの頭を撫なで、リューインはそっとささやいた。


















　こうして実際に目にしてみると、すでにくだんの投石器の八割がたは組み立てがすんでいるようだった。総数は判わからないが、どうやら城壁の上に等間隔に設置され、どの方向から敵が攻め寄せてきても攻撃できるようになっているらしい。

　同時に、ふだんは広く開かれている街の門も、今はその出入りに厳しいチェックが必要とされるようになっていた。門の前には、ぎりぎりまでここで稼ごうと大量の荷を運んできた商人たちや、戦火を避けるためにヴルショヴァラへ逃げてきた旅人たちが、中に入れてもらおうと長い列をなしている。

　これだけの人間を、日没までにすべてチェックして街の中へ迎え入れるのはたいへんな作業だろう。かといって、間に合わなかったからその時点で入れなかった民間人を切り捨てるというのも、今後のことを考えるとなかなかできない。いざという時に民衆を切り捨てる国だという評判が広まれば、歴史あるラドガヴィガ王国の、最低限の威厳さえたもつことができなくなる。

　であれば、おのずとここでのチェックも甘くはなる。かよわい女のひとり旅という体ていなら、さほど深く詮せん索さくされずに入れるだろう。傍ぼう若じやく無ぶ人じんな大公国の接せつ収しゆうを逃れ、唯一の財産ともいえる馬と馬車をともなってここまでたどり着いた農家の娘──という設定で、キリリクには門をくぐってもらう。

「……ホントにそうそううまくいくと思ってます？」

　御ぎよ者しや台だいのキリリクが、低い声で呟つぶやいた。

「門さえくぐればどうにでもなるよ」

　言葉少なに応じたリューインは、馬車の荷台の下にぴたりと張りついていた。キリリクはともかく、リューインは先日の一件ですでに面が割れている。まっとうに正面から行っても衛兵たちに見とがめられ、すぐに大騒ぎになってしまうだろう。

「──それとさぁ、中に入ったら、投石器の破壊はきみひとりでやってもらえる？」

「はいぃ!?」

「声が大きいよ」

「おっ……で、だって──どういうことですか、それ!?　話が違いますよう！」

「ぼくはぼくでやることがあるんだよ」

「ええ!?」

「あのさあ、ぼくが何のためにこの前わざと捕まったと思ってるわけ？　要よう塞さい区の中を自分の目で確認するのが目的だったんだよ？　……半分くらいは」

「そっ、そんなの知りませんよう！　だいたい、わたしにそんな真ま似ねができるかどうか、リューインさんにだって判わかりますよねえ!?」

「え？　だってきみ、スパイでしょ？　こういうの得意だよね？」

「違いますう！　スパイじゃないって前にもいったじゃないですかあ！」

「あー、難しく考えないでいいよ。別に失敗して捕まったっていいんだから。というかむしろ失敗してもらえると助かるかな？　みんなの意識がそっちに向くから」

「わっ、わたしを囮おとりにするつもりですか!?　いったい何が目的なんですかぁ!?」

「大丈夫大丈夫、たとえ捕まってもちゃんと助けてあげるから」

「わたしが捕まったら貞てい操そうの危機だとかいってましたよね、先日!?」

「こういう場合、命があるだけめっけもんだと思うよ？」

「ひっ、ひどい！　ひどすぎますよぅ！」

「いいからほら、もう黙って」

　そろそろキリリクの演技力がためされる瞬間が近づいてきた。

　要よう塞さいの城壁のさらに外側には、幅五メートルほどの空から濠ぼりが掘られている。ここを渡る方法は、鎖によって上げ下げが可能な跳ね橋しかない。そしてその橋は、どこの城でもそうであるように、鎖をゆるめることで一気に濠に落とせる仕組みになっている。

　街に入ろうとする者は、橋の手前で待たされ、ひとりずつ門の中へ招き入れられてチェックを受けなければならない。これなら敵が正体を隠して侵入しようとしても一度にひとりずつしか入れないため、発覚した時点で橋の向こうの後続を断ち切ることができる。

「いっ、いきなりやってきた兵士たちに、鶏も豚も根こそぎ持っていかれて……持ち出せた財産といえばこの馬くらいなんですぅ……うっ、うっ──」

　リューインが考えた設定通りに、キリリクが番兵たちに切々とうったえていた。明らかな涙声だが、あれはおそらく本物の涙だろう。リューインとやり取りしていた時からすでに泣いていたし、加えてキリリクの外見なら間違いなく男の同情は買える。あとは隙すきを見てこの馬車の下から這はい出だし、見とがめられずに街の雑踏にまぎれ込むだけだった。

「…………」

　馬車の荷台をごつごつと叩たたく音がする。おそらく番兵たちが荷台の秣まぐさの山に槍やりを突っ込み、ほかの人間がひそんでいないか、何か妙なものを持ち込もうとしていないか調べているのだろう。それがすめば、次は馬車の下を調べるに違いない。

　リューインはそっと手を伸ばして地面に転がっていた小石を拾うと、あたりに視線をめぐらせた。運のいいことに、すぐそこに伝令用の馬がつながれている。リューインはその馬の尻に狙ねらいをつけ、小石を指ではじいて飛ばした。

「ごめんなさい……と」

　狙いあやまたずに石は命中し、その痛みに驚いた体格のいい軍馬が、甲かん高だかくいなないて棹さお立だちになった。

「お、おいっ！　静かにさせろ！」

　気性の荒い馬が暴れ出した瞬間、キリリクや番兵たちも含めたその場の全員の意識がそちらに集中する。そのわずかな間かん隙げきをついて、リューインは音もなく馬車の下から飛び出すと、城壁の内側に積まれた木箱の陰へと移動した。

　リューインは唇を吊つり上あげ、上着のフードをかぶって背中を丸めると、しばらく壁沿いに移動し、門から充分離れたところで街の雑踏にまぎれ込んだ。

　戦火を避けようと逃げ込んできた人々のせいで、ヴルショヴァラの街はさらに混こん沌とんさを増している。ひとたびここに飛び込んでしまえば、面が割れているリューインも、そうそう目をつけられることはないだろう。

「さぁて──」

　リューインは視線を上げ、暗くなり始めた空を背景に黒々と浮かび上がる要よう塞さい区のシルエットを見つめた。





　　　　☆






　ヴルショヴァラの城下がにわかにざわめき始めた。大公国軍を率いるギジェルモ・ソルスが、間もなくこのヴルショヴァラへと押し寄せてくるという噂うわさが、まことしやかに流れ始めたからである。

　その動揺をすみやかに鎮めるため、総督代行ギュンター・ユーミールは、おもだった部下たちを集めて指示を下した。

「まずは、目に見える形で見回りを強化し、城下の民衆の恐きよう慌こうを取り除いてやることだ。少々の力押しで陥落するほどこの要塞はもろくはない。その上で、守りに就く我々が油断していないということを目の当たりにすれば、人々もおのずと落ち着くだろう」

　さすがにギュンターの指示は的確だった。同僚たちに混じって兄の話を聞いていたソーロッドは、かたわらのフルルロッサを見やり、そっとうなずき合った。

「──むしろ我々が警戒すべきは、先日の賊のような工作員だ。逃げてきた流民にまぎれて、すでに城下にまぎれ込んでいる可能性もある。大公国が何万の軍勢を揃そろえようと、この要よう塞さいを落とすには内側から崩す以外に効果的な手段がない以上、敵が狙ねらってくるのは、民衆の不安をあおるような噂を流し、暴動や放火に発展させることだろう。城下の見回りの際には、そうした工作員の発見にも全力を尽くしてもらいたい」

　さらにギュンターは、城外から迫る敵軍に対し、重点的に兵士を配置するポイントを説明していった。まとまった数の弓兵と数台の投石器があれば、押し寄せてくるギジェルモ軍を撃退するのも難しくはないと思える。

　もっとも、それは自信に満ちたギュンターの語り口のせいもあるに違いない。この人についていけば負けない、間違いないと思えるような空気を、ギュンターは生まれながらにして持っていた。

「──それでは各員、配置につけ。一時間ごとの定時連絡をおこたるな」

「はっ！」

　ギュンターに最敬礼して、士官たちがきびきびと部屋を飛び出していく。しかしソーロッドとフルルロッサには具体的な指示が出されていない。あらかたほかの人間がいなくなるのを待って、ソーロッドは兄に声をかけた。

「に……じゃない、ユーミール将軍──」

「貴き嬢じようには別に任務をあたえる」

　ソーロッドが不満の声をあげるのが判わかっていたかのように、ギュンターはいった。

「……この書状を、パラスのサロメア殿下へ届けてもらいたい」

「ええ!?」

「すでにこの街は完全に門を閉ざして臨戦態勢に入っている。すみやかに出立せよ」

「ちょっ……にいさま！」

「復唱しろ、ユーミール卿きよう。いかに貴嬢が風ふう姿し衛えいの人間とはいえ、ここでは小官の指揮下にあるということを忘れたか？」

「そっ、そういうの、もう関係ないから！　納得できないから！」

　サロメアへの手紙を届けるということは、つまりはこの街を離れて王都に避難しろということである。兄と家のために武功を立てたくてここまで来たというのに、決戦直前の今になって、それらしい理由をつけて都に戻れといわれても承服できない。

「──手紙を届けるくらいわたしじゃなくてもできるのに、それをわざわざわたしに命じるなんて、どう考えてもわたしを戦いから引き離すためでしょ!?」

「殿下への書状だ。小官の代理として貴嬢に届けてもらいたい」

「だったらフルルロッサのほうが適任でしょ！」

「とばっちりはやめてくれよ……」

　フルルロッサはうんざりしたように額に手を当て、かぶりを振った。

「こういったら申し訳ないけど、戦力的に、きみを残してボクを都に戻すなんて選択はありえないよ。そういう主張はボクに勝てるようになってからいってほしいな」

「ぐっ……じ、じゃあ、風ふう姿し衛えいのほかの子たちでいいじゃない！　と、とにかく、このタイミングでわたしを都に戻す必要はないでしょっていいたいの、わたしは！」

　ソーロッドはギュンターの机をばしんと叩たたいた。心のどこかに、またやってしまったと後悔する気持ちもあったが、直情的なこの性格は兄やフルルロッサにいくらたしなめられても簡単には直らない。何より、この火のつきやすい勝気な性格だからこそ、自分はここまで強くなれたのだという自負もある。

「わたしは戦力として役に立つの、立つから！　それをわざわざ理由をつけて決戦前に都に送り返すなんて、そんなの客観的に見たら、妹を危険な目に遭あわせたくない兄の贔ひい屓きだから！　周りからそんなふうに思われていいの、にいさま？　そんなのイヤでしょ!?」

「勘違いをするな。貴き嬢じようを贔屓するつもりなどさらさらない。……これは殿下とも話し合った上で決めたことなのだ」

「で、殿下って……どういうこと、それ？」

「サロメア殿下のお考えでは、おまえのジェグマダールには何か大きな秘密が隠されているそうだ」

「えっ？」

　ソーロッドは思わず腰の後ろに手を回し、そこにある神剣マズルカに触れた。

「う、嘘うそ……？　そんな──初耳だけど……？」

「それについては小官も初耳だが……いずれにしろ、ジェグマダールが戦いで失われるような事態は絶対に避けたいというのが殿下のお考えだ。もちろん、ジェグマダールを抜くことができる貴嬢もまた、殿下にとっては大切な存在といえる。だからこそ殿下は、戦いの前に貴嬢を都に戻すようにとおっしゃっている」

「それって……まさか、あの──？」

「リューイン・アズダハと関係があるかどうかも、小官はあずかり知らない。……知りたければ殿下に尋ねればいいだろう」

　ギュンターは軽くいったが、実際ソーロッドは、サロメアに一度謁えつ見けんが許されたことがあるだけで、直接言葉を交わしたことなどない。都に戻ったとしても、おいそれとサロメアに会えるとは思えなかった。

　しばし言葉を失ってソーロッドが立ち尽くしていると、机の向こう側にいたギュンターが、不意に眉み間けんにしわを寄せてフルルロッサを一いち瞥べつした。

「──はっ！」

　フルルロッサは腰に帯びていたゾルダーンの柄つかを握り締め、封印を解いて鞘さやから引き抜いた。一瞬でその柄が伸びるのと同時に、小さな棘とげにおおわれた穂先が凶悪に展開し、あたりを支配していた重苦しい沈黙を斬きり裂く。さらにその穂先から白い閃せん光こうが矢のように飛んで石積みの壁を貫通した。

「……逃げられました」

　槍やりを引き戻したフルルロッサが口惜しそうに唇を噛かむ。

「────」

　ソーロッドは奥歯をきしらせ、リボンで髪を結びながら一足飛びに窓辺に走った。

「やっぱり、あいつ──！」

　窓から身を乗り出すと、一〇メートルほど離れたところに建つ尖せん塔とうの屋根の上に、夕ゆう闇やみにしっとりと馴な染じむ濃のう紺こんの人影があった。フードをかぶっているせいで顔は確認できないが、それでもソーロッドには、それが誰なのかすぐに判わかった。

「お望み通り、今度は最初から本気でやってあげるから……！」

「待て、ソーロッド！」

　ギュンターの制止を無視し、ソーロッドは窓枠に足をかけて大きくジャンプした。左右の手でジェグマダールの柄つかを掴つかみ、同時に引き抜く。ジェグマダールの刃やいばが澄んだ音を奏で始め、その震えが柄を通してソーロッドに伝わると、それに共鳴するかのように、ソーロッドの全身の血が熱くたぎり始めた。

　人間離れした跳躍力で一気に虚空を飛び越え、ソーロッドは逆手に抜いたジェグマダールを順手に持ち替えた。

「これが──わたしの本気の力よ！」

「へぇ」

　フードを降ろし、濃紺の影──リューイン・アズダハはくっと目を細めた。そこにまた嘲ちよう笑しようの色を感じて、ソーロッドの奥歯がぎりぎりときしみをあげる。

「──このっ」

　リューインの目の前までひと飛びで移動したソーロッドは、左右の剣ではさみ込むように若者の首を狙ねらった。

「何ていうか……必死？　必死だね、ソーロッドちゃん？」

　リューインは身を沈めてジェグマダールの刃をかわすと、屋根の斜面に沿ってすべり降り、真下に見えていた歩ほ廊ろうに着地した。

　自分を〝絶ぜつ華か十じゆつ剣けん〟のひとりに任じたサロメアの指示であれば、さすがにソーロッドも都に戻ることを拒否はできない。だが、その前にこの男だけは倒していかなければならなかった。これまで二度もいいようにあしらわれて、今またこの男を放置して都に戻ったのでは、それこそ尻尾しつぽを巻いて逃げ出すようなものだった。ユーミール家の娘として、ギュンターの妹として、そして絶ぜつ華か十じゆつ剣けんのひとりとして、この戦いにだけは負けられない。

　ソーロッドはリューインを見下ろしたまま、左右の剣を素早く振るった。

「っと！」

　わずかに眉まゆをひそめたリューインが、胸きよう壁へきの一部が切断されたのを見て横に飛んだ。

「ふぅん……それがその神剣マズルカの〝剣奏ヒムヌ〟ってわけ？」

「いわなくても判るでしょ！」

　空気を震わせるような高く澄んだ音が響き渡る。いつ聞いても心地いい音だった。

　おそらくふつうの人間の目には、甲かん高だかい音がするのに合わせてリューインがジグザグに跳ねているようにしか見えないだろう。ある程度の力を持つ剣士シユラフタなら、音がするたびにリューインの足元の石材がえぐれ、はじけ飛んでいることに気づくだろう。

　そして、一流の剣聖チヤルダーシユになら、ジェグマダールの切っ先から伸びて鞭むちのようにしなる、エメラルド色の輝きをはっきりとその目で捉とらえることができただろう。ソーロッドだけが引き出すことのできるジェグマダールの剣奏ヒムヌ──春しゆん雷らいは、つまりは剣聖でなければまず防ぐことのできない、強力無比な切り札だった。

「きみに剣奏が使えるってことは、きみがジェグマダールに選ばれた正当な持ち主だってことか……よーく判わかったよ」

「何をいまさら──！」

　ジェグマダールの春しゆん雷らいは、文字通り雷光の鞭である。これで打たれれば石でもたやすく砕け、もし人間の身体からだにでも巻きつけば、たちまち皮膚は焼け肉はただれるだろう。

　その光の鞭が、不意に動きを止めたリューインの右腕に巻きついた──と見えてしまったのは、ソーロッドの心が逸はやりすぎていたからかもしれない。

「──え!?」

　実際に光の鞭をはじいて逸そらしたのは、リューインの右腕ではなく、彼の右手が握り締めた剣だった。

「それは──」

「この前は持ってくるの忘れてたからさぁ」

　そういってリューインが両手に持ってしめして見せたのは、リューインが輸送隊を襲撃して強奪していった神剣マズルカに違いなかった。

「……大事に使わせてもらってるよ」

　唇を吊つり上あげ、リューインはふたたび走り出した。

「あ！　こら！」

「待ちなよ、ソーロッド！」

　後ろからフルルロッサの声が追いかけてきたが、どうせリューインとは戦うなと止めるに決まっている。ソーロッドは親友の声も振り切ってリューインを追撃した。

「さっきちらっと聞いたけどさぁ、きみ、これから都に帰るんでしょ？　ぼくを追いかけてる場合じゃないんじゃない？　女の子の旅は何かと荷物が多くなるんだから、早いところ準備にかかったら？」

「その前に、あなたを倒すって決めたんだから……！」

「ぼくにはきみと戦う気はないんだけどなあ」

　肩越しに後ろを振り返り、リューインは笑った。リューインは歩ほ廊ろうから塔、さらにいくつもの城壁を経由して、居住区のほうへ移動している。このまま人ひと混ごみに逃げ込まれてしまえば、せっかくのジェグマダールの剣奏も使えない。あんなものを雑踏の中で振り回したら、無関係の人々を一瞬で無惨な肉片に変えてしまうからである。

「──ここまで来て逃げる気なの、あなた!?」

「逃げるっていうかさあ、きみ、ぼくのこと殺す気じゃん？」

「あたり前でしょ！　大公国の本陣まで来いって挑発したのはどこの誰よ!?」

「それはこの前の話だよ。きょうのぼくは別に戦いにきたわけじゃないし」

　減らず口を叩たたきながら、リューインは奪った神剣マズルカで光の鞭むちをたくみにはじいている。認めるのは悔しいが、やはり恐るべき使い手だった。

「まーちーなーさーいーっ！　──待ちなさいってば！　待てっていってるでしょ！」

「いやぁ、待つのはいいんだけどさあ」

　南門に面した広場の近くまでやってきたリューインは、そういって唐突に足を止めた。

「なっ……き、貴様!?」

「この前の──」

　広間を囲む城壁の上にいきなり現れた賊を見て、そこに詰めていた兵士たちが色めき立った。ただ、リューインの恐ろしさは前回の逃亡劇の時に思い知っていたからか、距離を取って槍やりを向けるだけで、誰も実際に突きかかっていこうとはしない。

「みんな、下がって！　こいつの相手はわたしが！」

　数秒遅れて駆けつけたソーロッドは、兵士たちを下がらせた。彼らではリューインと戦っても無駄に命を落とすだけだろう。何よりソーロッドは、リューインと正々堂々、一対一で勝負を決したかった。

「──ソーロッド！」

「フルル！　それ以上は近づかないで！」

　リューインから視線を逸そらすことなく、ソーロッドは叫んだ。

「──ここで誰かの力を借りたら、わたしは剣士シユラフタじゃいられない。剣士じゃないわたしなんて、何の意味もないでしょ！　ユーミール家に必要なのは、剣士としてのわたし……ソーロッド・ユーミールなんだから！」

「ソーロッド……」

　これは自分自身の居場所をあらためて手に入れるための戦いだった。自分の居場所は自分の力で掴つかみ取とる──過去の記憶とともにすべてを失ったはずの自分が、ソーロッド・ユーミールとして生きていくためには、ユーミール家のために戦える人間だということを、自分の剣で証明しなければならない。そのために自分は、記憶を失ってもジェグマダールだけは手放さなかったのだと、ソーロッドは確信していた。

　ジェグマダールの切っ先をリューインに向け、ソーロッドは叫んだ。

「──さあ、勝負よ、リューイン・アズダハ！　決着をつけましょ！」

「あのさぁ……ひとりで盛り上がってるところを悪いんだけど」

　小指を突っ込んで耳の穴をほじりながら、リューインは冷ややかな笑みをソーロッドに投げかけ、彼女の血をさらに熱く沸き立たせた。

「それ、人にものを頼む態度かなあ？」

「なん……な、何ですって……？」

「いや、だからさ、きみはぼくと戦いたいわけでしょ？　だったらさ、わたしとひと勝負お願いしますって頼む立場だよね？」

　篝かがり火びの炎が歩ほ廊ろうに落ちたふたりの影を揺らめかせる。固唾かたずをのんで兵士たちが見守る前で、リューインは悠然と続けた。

「だったらそれにふさわしい態度を見せたほうがいいんじゃないかな？　演技でもいいから殊しゆ勝しようそうに頭を下げるとか、可愛かわいらしく微笑ほほえんでみるとか──じゃなきゃお金を積むとかさ、人に何か頼むには代価って必要だよね？」

「どっ、どうしてあなたと戦うのにわたしが代価を払わなきゃいけないわけ!?」

　答える代わりに、リューインは自分が奪った三本の神剣マズルカをその場に放ほうり出した。

「──きみさあ、最初にぼくが泊まってた宿屋に不意討ちで踏み込んできて、なのにまんまと逃げられたよね？　次に酒場で会った時にも、ワインの空き瓶で戦う丸腰同然のぼくに勝てなかった。そのあとさらに大浴場で恥ずかしい思いまでさせられてさ、これまでのことを振り返ってみれば、どっちが強いかは明白じゃん？　ここであらためてやるまでもなく、明らかにぼくのほうが強いよね？　どうせぼくが勝つよね？」

「そ、それは──これまでは、わたしはまだ」

「本気じゃなかったなんて、それ、いいわけじゃん？　それをいうならぼくだって本気じゃなかったよ。……だからこそきみはまだ生きてるんでしょ？」

「……っ！」

　リューインの言葉のいちいちがソーロッドを苛いら立だたせる。しかし、それを否定することもできなかった。確かに勝負に負けてから本気ではなかったなどといったところで、自分のちっぽけなプライドを守るためのいいわけにしかならない。現にソーロッドがここでリューインと戦おうとしているのは、さんざん彼に味わわされてきた敗北感を払ふつ拭しよくし、傷ついたプライドにもう一度輝きを取り戻したいからだった。

「よすんだ、ソーロッド！」

　向こうの塔の屋根の上に立つフルルロッサが、ゾルダーンを片手に叫んでいる。

「安い挑発に乗るな！　その男には何かたくらみがある！　耳を貸す必要はない！」

「そうそう、フルルちゃんのいう通りだよ、ソーロッドちゃん」

　腰に手を当て、リューインはうなずいた。

「──きみは馬鹿で世間知らずなんだ。自分で考えるより、やさしいフルルちゃんやおにいさまのいうことを素直に聞いておいたほうがいい。ぼくのいってることはみんなたわごとだって決めつけてさ、ほら、数の暴力で、ね？　問答無用でぼくに襲いかかってくればいいんじゃないかな？　下で見物してるザコのみなさんとか、それこそフルルちゃんやおにいさんといっしょでもいいよ？」

「……うるさい」

　絞り出すようなその言葉が、はたして誰に向けたものだったのか、あとになって考えてもソーロッドにはよく判わからない。饒じよう舌ぜつなリューインを黙らせたかったのか、自分が未熟だということを再確認させられるフルルロッサの存在が急にうとましくなったのか。

　しかし、何より邪魔だったのは、ソーロッドの頭の中でぐるぐると渦を巻くためらいだったのかもしれない。

「戦うのはわたしでしょ！　だったらわたしが決める！」

「ソーロッド!?」

「ぼくの意志は無視？　まあ、どーしてもっていうのなら、おたがい剣聖チヤルダーシユ同士なんだし、一対一の決闘？　っていうのをさぁ、受けてあげてもいいよ。条件次第だけど」

「条件？」

「うん。……もしきみがぼくに勝てたら、この三本はもちろん返すし、ぼくの神剣マズルカと首もあげるよ。生かすも殺すもきみの好きにしたらいい。でも、もしきみが負けたら──」

　わざとらしく腕組みをして首をかしげたリューインは、やがてソーロッドを指差し、

「……きみはぼくの従者になる」

「えっ？　じゅ、従者……って？　え？　あの、身の回りのお世話とかする──？」

　ソーロッドは眉まゆをひそめて思わず聞き返してしまった。

「王国にはそうじゃない従者がいるわけ？　ふつう従者ってそういうモノでしょ？　もしきみが決闘に負けたら、ぼくの旅が終わるまで、きみはぼくに従者として仕えるの」

「そっ……え？　そ、そんな──条件、で……？」

　一対一の決闘に敗れれば、たとえ命を奪われても文句はいえない──剣士シユラフタとはそういうものだと考えているソーロッドにとって、その条件は意外といえば意外だった。よしんば命が助かるにしても、神剣は絶対に奪われると思っていたのである。

「そんな条件ていうけどさあ」

　拍子抜けしているソーロッドに気づいたのか、リューインは唇をゆがめて冷笑した。

「──実際そうなったら目も当てられないよ？　ナントカ十剣のひとりが、どこの誰とも判らないぼくの従者になるんだからさ」

「よせ！」

　嘲ちよう笑しようを帯びたリューインのセリフにかぶせるように、フルルロッサが叫んだ。

「やめるんだ、ソーロッド！　そんな条件、呑のむことはない！」

「と、きみが頼りにしているフルルちゃんはいってるけど……やっぱりやめとく？」

　リューインの冷たい視線が少女たちの間を行き来する。セリフも仕し種ぐさも、すべてがソーロッドを挑発していた。相手を挑発して自分のペースに持ち込むのが、リューインの手口なのだろう。そうと判わかっていても、リューインの口くち八はつ丁ちようを無視するのは困難だった。

　むくむくと頭をもたげてきた怒りと苛いら立だちを必死に抑え込み、ソーロッドは可能なかぎり冷静な声で答えた。

「……いいわ。その条件でいい。受けて立つわ！」

「ホントに？　約束守れるの？」

「そういうあなたはどうなのよ!?」

　ついカッとなってソーロッドがいい返すと、リューインは右手で背中の剣を掴つかみ、一瞬だけそれを引き抜いて、すぐにまた戻した。剣と鞘さやが触れ合い、澄んだ音を立てる。

「……ちゃんと守るよ、ぼくはね」

　おのれの剣と鞘を触れ合わせて音を鳴らし、絶対に破ることのない約やく定じようの証あかしとする──それは、金きん打ちようと呼ばれる剣士シユラフタたちの決意をしめすサインのようなものだった。

　それを目の当たりにしたソーロッドは、きゅっと唇を噛かみ締しめ、自分が手にした双剣同士を触れ合わせた。ふたつの剣がぶつかって奏でる美しい音が、ソーロッドの心にまとわりつく迷いを断ち切る。

「……わたしも約束は守る。剣士としての誇りに懸けて」

「どうして、金打なんか──」

　まるで絶望したかのようなフルルロッサの吐息が耳を打つ。それを打ち消すように、ソーロッドはいった。

「大丈夫、死んでも負けないから……！」

「……これだけの人間の前でいったんだから、もう引き下がれないよ？」

　リューインの口が、まるで赤い三日月のように吊つり上あがった。

「くどい！　しつっこい！　うるさいうるさい！」

　ソーロッドはあらためてジェグマダールを握り締め、リューインを見据えた。

「──ソーロッド！」

　下の広場にギュンターの姿があった。いつも冷静なはずの兄が、青ざめた顔で自分を見上げていた。自分の決断が、あのギュンター・ユーミールに顔色を変えさせてしまったのだと思うと、今になって足が震えてくるような思いに捉とらわれる。しかし、もう引き返せない。自分から戦いを挑んで、向こうの出した条件に応じたにもかかわらず、いまさらやめたなどと口にしたら、命は助かっても剣士としてのソーロッドは死ぬ。

　命は捨てても剣士としての誇りは捨てない──その一念が、ソーロッドにいつも以上の力をくれるかもしれない。

「……きみさぁ」

　じゃきん！　と重い金属音がした。リューインがふたたび封印を解き、あらためて背中の神剣マズルカの柄つかを握り締めたのである。

「戦って命を落とすなら、最悪の状況は避けられる──とか思ってない？」

　図星だった。が、それを表情に見せることはせず、じっとリューインの出方を窺うかがう。どちらが合図したわけでもないが、すでに戦いは始まっていた。

「まあ、剣士シユラフタたちが戦えば、どっちかが死ぬなんてのはよくあることだし、そこまでしないとどっちが強いなんてなかなかはっきりしないけどさ……でもね、あいにく、この戦いにはそういうのはないよ」

「……？」

「誰の目から見ても難癖のつけようがないくらいに、ぼくがきみに敗北を認めさせるからね。……ああ、たとえきみが従者になっても、イヤらしいご奉仕とかをさせるつもりはないから、それだけは安心していいよ？」

「くっ……！」

　リューインの神剣マズルカの剣奏ヒムヌがどんなものなのか、ソーロッドには想像もつかない。だが、充分に間合いが開いている今の状況なら、春しゆん雷らいで攻撃できるソーロッドのほうが有利──少なくとも不利ということはない。理想はリューインを寄せつけずに間合いを取ったまま斬きり捨てることだった。

「ふざけないで──！」

　リューインは右手を背中に回して柄つかを握ったまま、剣を抜く気配がない。しかしソーロッドはためらうことなくジェグマダールを振るった。

　焼けた鉄板に水滴がはねたような、じりっと何かが蒸発するような音がした。春しゆん雷らいの先端がリューインの左頬ほおをかすめ、皮膚を焼いたのである。

「浅かった──!?」

　本当なら光の鞭むちがリューインの首を打ち据え、ただの一撃で戦いを終わらせているはずだった。それがかすめるだけにとどまったのは、自分の踏み込みが浅すぎたからだとソーロッドは考えた。

　ソーロッドはもう半歩踏み込み、ジェグマダールを振るった。右手の鞭は少年の肩口へと水平に、左手の鞭は少年の脳天へと垂直に──わずかな時間差をつけて繰り出す。

「……あの宿屋でこうしていれば、衆人環視の前で恥をかくこともなかったのにねえ」

　身を沈めて右の鞭をかわしたリューインは、鞘さやから引き抜いた剣で頭上から降ってきた左の鞭を軽くはじいた。

「うわっ!?」

　あらぬ方向へと飛んだ光の鞭が篝かがり火びをひとつ跳ね飛ばし、近くにいた兵士たちが慌てて逃げ出した。

　だが、鞭の動きは止まらない。時にはみずからその場で回転し、流れるような動きをたもったまま、ソーロッドはじりじりとリューインとの間合いを詰めにかかった。

「へえ──これがきみの剣なの？」

　肩口や足元を春しゆん雷らいがかすめ、ほんの少しずつダメージをあたえているはずだったが、リューインの笑みは消えない。左手は腰の後ろに回したまま、右手の剣だけで二本の春しゆん雷らいをことごとくはじき返し、いまだ致命的な一撃を受けずにいるさまは、防戦一方というにはあまりに不敵で、圧倒的に有利なはずのソーロッドにいい知れぬ不安をいだかせた。

「〝鉄てつ鎖さ派は〟──ってヤツじゃないよねえ、きみの剣は？」

「……あなたに何が判わかるの!?」

「鉄てつ鎖さ派はの剣士シユラフタは世の中に掃いて捨てるほどいるからね。それなりに知ってるよ。……でも、王国軍で剣聖チヤルダーシユをやっているわりには鉄てつ鎖さ派はっぽくない」

「わたしだって鉄てつ鎖さ派はなんだから！」

　ソーロッドは明らかに幼少期から剣の稽けい古こを積んできているが、ギュンターに拾われる前の記憶をすべて失っているために、自分の流派が何なのか、ソーロッド自身にも判らない。ソーロッドが鉄てつ鎖さ派はを名乗っているのは、単にここ数年の稽古をギュンターにつけてもらっているからにすぎなかった。

　ただ、ソーロッドの剣が鉄てつ鎖さ派はの本流から逸いつ脱だつしているのは事実であり、同時に、それを他人から指摘されるのは面白くないことだった。ソーロッドの剣はあくまでユーミール家のための剣、祖父や兄と同じ鉄てつ鎖さ派はの剣でなければならないのだという思いが、ソーロッドにはある。

　その思いが、束つかの間ま揺れたソーロッドの闘志をあらたに奮い立たせた。

「はっ！」

　それまで横殴りに叩たたきつけていた光の鞭むちを、ソーロッドはいったん手もとに引き戻し、すぐに真正面から突き出すように繰り出した。最短距離を走って、青白い雷がリューインの胸もとへ迫る。

「！」

　リューインは大きく身体からだをのけぞらせ、ぎりぎりのところで槍やりのひと突きにも似た光の鞭をかわした。

　だが、リューインが咄とつ嗟さに左手をついて身体をささえたその瞬間を、ソーロッドは見逃さなかった。

「──もらった！」

　伸びきった左の鞭をすばやく引き戻し、ソーロッドは右の鞭を振るった。仰あお向むけに転ばないよう、左手をついてバランスを取っているリューインに、迅雷の速さで走る雷の蛇はかわしきれない──ソーロッドにはその自信があった。

「ずっとぼくの間合いの外で戦ってるのは、ぼくが怖いからだよね？」

「──!?」

　リューインがほとんど左腕一本の力でその場から跳ね、ソーロッドの春しゆん雷らいが一瞬の差でむなしく空を叩たたく。その直後、リューインは宙で身をひねって体勢をととのえると、胸きよう壁へきを蹴けって一気にソーロッドへと接近した。

「──ぼくの〝古こ龍りゆう派は〟は基本的に攻撃のことしか考えない剣なんだ。守りを固めて様子見なんて、ふつうはそんなことしない。それをあえてやったのは……まあ、きみにいろいろと思い知ってもらうためかな？」

「よっ……余計なお世話！」

　ひとたび懐へ入り込まれてしまえば、ソーロッド自身の身体からだすら振り回しかねない遠心力を利用する春しゆん雷らいは、むしろ不利になる。ソーロッドはジェグマダールの刃やいばから春しゆん雷らいの輝きを消し去り、一対の剣を交差させてリューインの一撃を受け止めようとした。最初の衝撃さえ持ちこたえれば、右の剣でリューインの剣を跳ね上げ、左の剣で一いつ閃せん──そこへいたるまでの道を、ソーロッドには明確に思い描くことができた。

「それをいうならわたしだって、相手に何もさせないで勝つのが信条なんだから──」

「……弱い人間が戦いの最さ中なかにペラペラしゃべってるってカッコ悪いよ？」

「ぐ──!?」

　リューインの剣を受け止めた瞬間、重いしびれが両腕に走った。想像もしていなかった衝撃に、ソーロッドの足がたわむ。

「剣士シユラフタじゃいられないとかどうとかさ……バカじゃないの？」

　尻しり餅もちをつきそうになるのを必死にこらえたソーロッドの視界を、鈍い銀色の輝きが横切ったような気がした。

「──固い決意とか強い思いとかそういうのなんてさぁ、現実の強さとは何の関係もないんだって思い知ったでしょ？」

　ソーロッドの目の前に、リューインの剣が突きつけられていた。その切っ先に引っかかっているのは、ソーロッドが長い髪を束ねていた青いリボンだった。

「……！」

　吹き寄せてきた夜風にソーロッドの金髪が乱れる。頬ほおをくすぐるその感触に、ソーロッドははっと我に返った。

「────」

　リボンを斬きり飛ばす代わりに首を刎はねられただろうに、あえてそれをしなかったリューインに、ソーロッドは激しい怒りを感じると同時に、もし自分がつけ入るとすればここしかないとも感じている。ソーロッドをあなどるリューインの心の隙すき、甘さこそが、彼我の実力差をくつがえして勝利するための唯一の鍵かぎだった。

　それを自覚した瞬間、ソーロッドの怒りはすべて消え去り、恐ろしいほどに意識が冴さえてきた。ほとんど無意識のうちに両腕が動き、これ見よがしの表情でリボンを見せつけているリューインの腹部へと、ジェグマダールの切っ先をねじ込む。

「……意外にもの判わかりが悪いな。あきらめが悪いっていうべきかな？」

　ソーロッドの目の前でリボンが細切れになって夜風に流れた。

「つ……ぅ」

　あらたに走った痛みと衝撃に、ソーロッドは思わず呻うめいておのが手を見つめた。

　ソーロッドの足元に、リューインの腹をえぐるはずだったジェグマダールが二本とも突き刺さっていた。

「きみ以外の人間は、もうイヤっていうほど理解してるはずなんだけどね。きみだけがそんな調子だと、かえって見苦しいよ」

　うつむいたソーロッドの左肩に神剣マズルカの刃やいばを乗せ、リューインは呟つぶやいた。その時のリューインの顔に、いつものあの笑みはない。

「きみは負けたんだ。……これできみはぼくのものだよ」

「ああ……」

　誰かが溜ため息いきをつくのが聞こえた。

「そっ……そんな……！」

　密着同然の間合いから、不意討ち同然に繰り出されたジェグマダールを、リューインはこともなげに叩たたき落おとした。結果だけを見れば、おそらくそういうことになるのだろう。いずれにしても、ソーロッドは二度にわたって急所に剣を突きつけられ、さらにジェグマダールを叩き落とされた。

　すなわち、負けたのである。これでもまだ敗北を認めないのは、不屈というより無様なだけだった。

　それを自覚したとたん、ソーロッドはその場にへたり込んでしまった。

「待て！」

　ふたりの戦いが終わるのを待っていたかのように、フルルロッサが衛兵たちとともに彼を半包囲した。その刃に宿った白い輝きは、いつでも無数の光の矢となってリューインを襲うだろう。先ほど石造りの壁をあっさり貫通したように、ゾルダーンの剣奏ヒムヌ──殺さつ荊けいは人間の身体からだもやすやすとつらぬく。戦場においてまさしく万人を相手取ることが可能な、必殺の武器だった。

　しかしリューインは、少しも焦った様子を見せず、悠然と構えている。

「……まあ、確かにフルルちゃんとは何の約束もしてないしねえ」

「その通りだ。悪いがわたしはソーロッドのようには──」

「さあ、我が従者ソーロッドちゃん」

　フルルロッサの口上をみなまで聞くことなく、リューインは拾い上げたジェグマダールをソーロッドに持たせた。

「さっそくひと仕事頼むよ。……ぼくの邪魔をする剣士シユラフタを始末してくれる？」

　そういってソーロッドの肩を叩たたき、リューインはフルルロッサを指差した。

「……え？」

「基本、ぼくって平和的な人間なんだけど、だからって無抵抗のままやられてあげるほど寛かん大だいでもないしね。こういうのって心が痛むけど、向こうが突っかかってくるなら仕方ないよ。悪いのはあっちだもん」

「貴様……！」

　フルルロッサは目を見開き、リューインを睨にらみつけた。

「さあ、ソーロッドちゃん。……従者なんだから主人のために戦ってくれるよね？」

「────」

　ソーロッドはどうにか立ち上がると、やけに重く感じられるジェグマダールとフルルロッサとを交互に見やった。見つめ返してくるフルルロッサの顔が、涙ににじんではっきりと見えない。今は悔しいという思いはほとんどなく、ただひたすら、どうしたらいいのかという惑わく乱らんと深い後悔の念、それと自分の不ふ甲が斐いなさに涙が止まらなかった。

「卑劣な……！」

　リューインのやりように、フルルロッサが柳りゆう眉びを逆立てて呻うめいた。

　確かに卑劣だとソーロッドもそう思う。しかし、その卑劣さに怒るより先に、いっそここでフルルロッサが自分を斬きってくれればいいのに──とも思う。リューインの従者をさせられ、ユーミール家の名前に泥を塗ってしまうよりは、ここでフルルロッサに斬られるほうがよほどいい。

「ソーロッドは傷つけるな。賊だけを捕らえる」

　フルルロッサが低い声で衛兵たちに指示した。だが、衛兵たちはおたがいに顔を見合わせるばかりで、その動きは鈍い。

「み、ミショー卿きよう！　ユーミール卿は、その──我々を攻撃したりは……？」

　ひとりの衛兵が、おびえた目でフルルに尋ねる。リューインひとりだけでも制圧するのが困難なのに、そこにソーロッドまでが加われば、たとえフルルロッサがいたとしても手の出しようがない。彼らがそこを危き惧ぐするのは当然だった。

「ありえない！　安心しろ！」

　フルルロッサが珍しく声を荒げて答えると、そこにかぶせるようにリューインがいった。

「こらこら、テキトーなこといったら犠牲になるザコのみなさんが可哀かわい相そうでしょ？　ソーロッドちゃんはザコ相手でも容赦しないよ。だって、ぼくの従者になるって約束してくれたからね。金きん打ちようまでして」

「賊との約やく定じようなど守る必要はない！」

「それ、相手によっては約束を破ってもいいとか、嘘うそをついてだましてもいいっていってるように聞こえるけどさ、ぼくの解釈で合ってる？　だとしたら誇りも何もあったもんじゃないね、ナントカ十剣とやらもさぁ。ねえ、どうなの？　ナントカ十剣て持ち上げられてるくせに、いざとなると約束破って平気な顔してるってさあ、今どんな気分？」

「……！」

　ゾルダーンの穂先がわずかに揺れ、そこに宿った輝きが弱まった。本人の性格はさて置くにしても、リューインのいっていることそのものは正論で、確かにこのままフルルの言葉にしたがうのなら、絶ぜつ華か十じゆつ剣けんは嘘うそつきの集団だとそしられても反論のしようがない。そもそも金きん打ちようというのは、剣士シユラフタの誇りに直結する儀式のようなものであり、ひとたびそれを交わした以上、たとえ相手が敵であっても守るべきものだとされている。相手が卑劣漢なら金打を無視してもよいなどという、そんな都合のいい解釈は許されない。誇り高い絶ぜつ華か十じゆつ剣けんであればなおさらだった。

　それを、ソーロッドより真面目まじめなフルルロッサが理解できないわけがない。ゾルダーンの揺れは明らかに少女の動揺の表れだった。

　リューインは肩をすくめて嘆たん息そくした。

「あーもーいいよ、うん。きみらは約束を守るくらいの人としての基本もできてないクズで、自分たちに都合が悪くなったとたん、ぼくとの約束を反ほ故ごにして数を恃たのんで襲いかかってくる卑劣な集団なわけでしょ？　はいはい、カッコいいねえ、ナントカ十剣」

「ひ、卑劣だと……我々を卑劣といったか!?」

「まあ、本来ぼくって女の子は斬きらない主義なんだけど、きみらがそういう相手だって割り切れば、良心の呵か責しやくにさいなまれることもないだろうし……いいよ、ザコども引き連れてかかってくれば？　約束破って逆ギレして、挙げ句の果てにぼくに惨ざん殺さつされるってさ、大きな話題になるんじゃないかな、ナントカ十剣の最期としては？」

「自分のおこないを棚に上げてのその悪あつ口こう雑ぞう言ごん……！　もはやソーロッドのことは関係ない！　貴様のような人間を、同じ剣聖チヤルダーシユだと認めることもおぞましい！」

「差別はやめなよ。……剣聖の資格と本人の人間性は無関係じゃん？」

　声を震わせて激げき昂こうするフルルロッサを見据え、リューインはふたたび背中の剣に手を伸ばした。いつもにやついているリューインの場合、剣を握っても本気で戦うつもりがあるのかどうかよく判わからないが、なぜかその時のソーロッドには、リューインが本気なのではないかという予感があった。

「──フルル！」

　ソーロッドは拳こぶしで目もとをぬぐうと、ジェグマダールを握り締めて立ち上がった。

「ソーロッド!?」

　自分とリューインの間に割って入ったソーロッドを見て、フルルロッサが驚きに目を見開いた。周囲の兵士たちの間からも、驚きのどよめきがあがる。まさか本当に、ソーロッドがフルルロッサに剣を向けるとは思わなかったのだろう。

　だが、ソーロッドにはもうほかに道がなかった。自分がというより、絶ぜつ華か十じゆつ剣けんが──王国の剣聖チヤルダーシユが、いったん交わした金きん打ちようを反ほ故ごにすることなどないとしめすため、そしてフルルロッサをリューインから守るため、ソーロッドは彼女の前に立つしかなかった。

　本気を出したリューインと対たい峙じして、ソーロッドには判わかった。どんなに固い決意をもって挑んだとしても、自分の実力ではリューインにはおよばない。たとえフルルロッサでもリューインには勝てないだろう。ここでただ傍ぼう観かんしていれば、生死はともかく、フルルロッサはかならずリューインに敗北する。

　その屈辱からフルルロッサを守るためにも、これ以上同じ相手に絶ぜつ華か十じゆつ剣けんが敗北するのを防ぐためにも、ソーロッドはその切っ先を友人に差し向けた。

「ソーロッド……ボクにも絶ぜつ華か十じゆつ剣けん、八の剣としての矜きよう持じがある」

　驚きの表情を打ち消し、フルルロッサは白銀の兜かぶとを軽く押し下げた。

「──きみとの友ゆう誼ぎのために、みすみす賊を逃がすつもりはないよ。ましてやきみが賊に加担するというのであれば、容赦するつもりもない」

「…………」

　ソーロッドは無言でフルルロッサを見据えた。彼女の視線の動きは、兜とゆたかな前髪のせいでよく判らない。だが、フルルロッサはそこから必殺の一撃を繰り出すことができる。集中力を途切らせれば、きょう二度目の敗北を喫することにもなりかねなかった。

　フルルロッサはゾルダーンを右腕一本でささえると、左手を前に向け、身体からだを開くようにして穂先を斜め後方へと向けた。そのまま腰を低く落とした構えからは、大きく引き絞られて放たれる寸前の、長ちよう弓きゆうの力強さが感じられる。

「──退ひけ、ミショー卿きよう」

　友人同士の間に張り詰めていた空気を、沈痛な司令官の声が断ち切った。

「もういい。下がれ、ミショー卿」

「閣下……」

　フルルロッサは広場にいるギュンターを見下ろし、目を見開いた。

「なぜです!?　まさかこのまま──」

「ソーロッド・ユーミールが無位無官の民間人であれば、その戦い、止めはすまい。……だが、仮にもサロメア殿下が任命なさった絶ぜつ華か十じゆつ剣けんのひとりだ。小官の一存で勝手に処分するわけにはいかない。処分するのであれば、殿下がユーミール卿を救きゆう国こく剣けん士し団だんから除名なさるとお決めになったあとでだ」

「よかったねー、ソーロッドちゃん」

　リューインは転がっていた神剣マズルカをまとめてひとつに包み直し、ソーロッドにいった。

「きみのおにいさまが、きみをここで殺さずにすむうまいいいわけを考えてくれたよ」

「……くっ」

　ほんのわずかな──今の自分がフルルロッサのためにしてやれるささやかな自己犠牲さえさせてもらえず、ソーロッドは爪つめを噛かんだ。

「──じゃ、帰らせてもらおうか」

　リューインは神剣マズルカの包みをかついで広場へと飛び降りた。

　無意識の行動なのか、兵士たちがリューインから距離を取ろうと後ずさり、彼の周囲にぽっかりと穴が開く。そこから一歩も引かなかったのは、無言で厳しい表情を見せている総督代行──ギュンター・ユーミールだけだった。

　リューインは薄笑いを浮かべてギュンターにいった。

「……苦労するねえ、おにいさま？　ソーロッドちゃんのおかげで将軍職をクビになっちゃったりして？」

「それはそれでかまわない。……心置きなく貴様を追いかけられるという意味ではな」

　ギュンターの腰のあたりでじゃかかっと金属音がふたつ連なった。一瞬のうちにギュンターが鞘さやから剣を抜き、目にも留とまらぬ速さで一いつ閃せんさせ、すぐに鞘に納めたのだと、それが理解できたのは、おそらくその場に居合わせた剣聖チヤルダーシユたちだけだったろう。

　半歩だけ身を引いていたリューインは、真新しい切れ目の入った衣ころもの袖そでを一いち瞥べつし、城壁を見上げた。

「ソーロッドちゃん！　早く降りてきてくれる？　ここは空気が悪いよ！　何だかみんなぼくのことが嫌いみたいでさ！」

「リューイン・アズダハ」

　ソーロッドと並んで歩き出したリューインに、ギュンターがいった。

「……貴様相手にくだらぬ約やく定じようを交わすような愚か者とはいえ、小官の妹であることに変わりはない。ソーロッドに手を出したら生かしてはおかんぞ？」

「黙りなよ、おにいさま」

　肩越しにギュンターを振り返り、リューインは吐き捨てた。

「ぼくは別にこの子に剣を突きつけてるわけじゃない。そんな脅しをかけるくらいならこの場で本気で斬きりかかってくればいいんだ。それをさぁ、プライドだの人間関係だの政治問題だの、純粋な強さとはまったく関係のないことに縛られて、あなたもソーロッドちゃんも自由に動けないわけじゃん？　……まともに剣も抜けない剣聖がぼくに指図するなんて滑こつ稽けいだよ。ぼくは何をするにしても人の指図は受けないし、我慢もしない。やりたいことを後悔のないようにやるだけだ」

「……存外に口数が多いな。だが、それも貴様の強さのひとつだと認めよう。妹の不明は相手の強さを理解できず、迂う闊かつにも貴様の口車に乗ってしまったことだ」

　淡々と呟つぶやき、ギュンターは剣の柄つかに置いていた左手を降ろした。

「──彼らを通してやれ！」

　遠巻きに見ていた兵士たちが、ギュンターの命を受けてふたりに道をゆずった。

「攻撃された場合の反撃は許すが、こちらからは手を出すな。〝笑しよう面めん飛ひ虎こ〟が相手では無駄に命を落とすだけだ。門も通してやれ。決戦前にこれ以上かき回されたくない」

「切り替えが早いね、きみのおにいさまは。……ねえ、ソーロッドちゃん？」

　揺れる瞳ひとみでギュンターを見つめていたソーロッドの肩を叩たたき、リューインは笑った。

「…………」

　いまさら兄にかける言葉も見つからなくて、ソーロッドはギュンターから視線を逸そらし、無言でリューインのあとをついていく。

　その時、ソーロッドたちと入れ違いに広場に駆け込んできた伝令の兵士が、血相を変えてギュンターに注ちゆう進しんした。

「か、閣下！　ギジェルモ・ソルスの軍勢が……！」

「ついに来たか──」

「街の南方、およそ三キロの地点にまで迫っております！　その数、およそ六万！」


















　あたりが騒然とし始めていた。

　リューインと別行動になってから四、五時間くらいはたっただろうか。とっくに日は沈み、門は完全に閉ざされて、伝令の兵士以外は出入りができなくなっている。

　キリリクは流民の群れに混じり、投石器をぼんやり見上げたまま、ただ事態の推移を見守ることしかできずにいた。キリリクも最低限の剣のあつかいや体術は身につけているが、それでどうにかなるのは酔っ払いくらいのもので、とても城壁の上の投石器を単身で破壊することなどできない。近づく前に見とがめられて終わりだろう。

「……大公国軍がいよいよ迫ってきたみたいだぞ」

　そんな声がどこからか聞こえてきた。ざわめきの原因はそれだろう。誰にいわれたわけでもなく、人々はより安全な場所を求めて、街の奥──要よう塞さい区のほうへと移動していく。

「どっ、どうしよう……？」

　詰つめ所しよ近くの厩きゆう舎しやの陰にとどまり、キリリクは城壁を見上げてひとりごちた。城壁の上の兵士たちにこれといった変化がないところを見ると、大公国軍はまだ投石器が健在だと知っており、おそらくはそれを警戒して距離を取っているのだろう。ならば、キリリクが投石器を破壊しないかぎり、大公国軍の本格的な攻撃は始まらないということになる。

「お待たせ、キリリクちゃん」

「はう!?」

　いきなり背後から声をかけられ、キリリクは首をすくめた。

「どっ、い、いつの間に──!?」

「ぼくの仕事はすんだけど、きみの仕事はまだすんでないみたいだね」

「むっ、無理ですよう！　わたしに投石器の破壊なんて──」

「投石器の破壊ですって!?」

「はぅあ!?」

　リューインを押しのけるように割り込んできた少女を見て、キリリクはふたたび驚きの声をあげ、尻しり餅もちまでついてしまった。

「そっ……〝双そう月げつ華か〟──？」

　それは確かに〝双そう月げつ華か〟の綽しやく号ごうを持つ絶ぜつ華か十じゆつ剣けん──ソーロッド・ユーミールだった。

　リューインとソーロッドを交互に見やり、キリリクは唇を震わせた。

「なな、なっ、なん、どうして!?　何で!?」

「とりあえずこの子、きょうからぼくの従者ね」

　リューインがそういうと、ソーロッドはそれを否定するでもなく、ぷいっとそっぽを向いてしまった。

「えっ？　ど、どういう──？」

「簡単にいえば賭かけに負けたんだよ。……ね、ソーロッドちゃん？」

「…………」

　ソーロッドは無言をつらぬいているが、もしリューインの言葉が嘘うそならすぐさまそれを否定するだろう。そもそも縛られてもいないのにリューインを攻撃しないというのは、リューインの言葉が真実なのだという裏づけなのかもしれない。

「で、でも、それってすごいことじゃないですか！　あの絶ぜつ華か十じゆつ剣けんのひとりを捕虜にするなんて──ひ!?」

　捕虜というフレーズに反応したのか、そっぽを向いていたソーロッドがいきなりキリリクを睨にらみつけた。

「あー、キリリクちゃん、この子、ぼくと違ってすっごく気が短いから、そこんとこだけ気をつけてね？　きみってときどき余計なことまで口にしちゃうでしょ」

「はっ、はいぃ……」

「ところで投石器の破壊は？　いつやってくれるの？」

「それ、リューインさんが一方的にわたしに押しつけたんじゃないですかぁ！　わたしにできるようなことなら、閣下だってリューインさんに頼んだりしてませんよぅ！」

「だよね～」

　リューインは他ひ人とごとのように笑い、キリリクを抱き上げた。

「きゃ！」

「ソーロッドちゃん、ついてきて」

　ソーロッドが逆らうとは微み塵じんも考えていないのか、リューインは軽く助走をつけてキリリクをかかえたまま、城壁の上に飛び上がった。

「！」

　いきなり現れたリューインに気づいて、投石器の周りにいた兵士たちがいっせいに殺気立って槍やりを構えた。

「貴様!?」

「あなたたち、将軍からのお達し聞いてないの？　ぼくたちには手を出すなってさあ」

「お、お嬢さま──」

　憮ぶ然ぜんとした表情のソーロッドがいっしょにいるのを見て、兵士たちは毒気を抜かれたみたいに槍を降ろした。

「キリリクちゃん、望遠鏡とか持ってない？」

「あ、ありますけど──」

　リューインの求めに応じて、キリリクはカバンの中から望遠鏡を取り出した。

「どれどれ……」

　リューインは望遠鏡を借りてギジェルモ軍の様子を窺うかがい始めた。

　だが、どんな時にも平然としていられるこの少年と違って、キリリクはそうそう落ち着いていられなかった。何しろここは敵軍の要よう塞さいの──まだ一応は内側で、すぐそばにはたくさんの兵士たちがおり、こちらを遠巻きにしているのである。さらにリューインの隣にソーロッドがいるという状況も、違和感を加速させる一因だった。

「あ、あの……リューインさん？」

「ねえ、閣下の軍に剣聖チヤルダーシユは何人いるんだっけ？」

「は？」

「だからさぁ、あそこに布陣してる軍に、剣聖は何人いるのかって聞いたの」

「それは……そのぉ、さ、三人です……」

　ギジェルモの軍には、ギジェルモ本人を含めて三人しか剣聖がいない。もともとギジェルモは決戦に消極的だったが、ギュンター到着後、要塞攻略が遅々として進まない状況を説明する際の大義名分にしていたのがまさにこの数字だった。王国屈指の剣の使い手といわれる〝破は軍ぐん明みよう星じよう〟に絶ぜつ華か十じゆつ剣けんがふたり、難攻不落と名高いヴルショヴァラの守りについたことで、ギジェルモは両軍の戦力が総合的に拮きつ抗こうしていると主張し、本国にさらなる増援を要求していたのである。

「閣下のほかにふたりって……ああ、いつも閣下の両脇に控えてる護衛官のこと？」

「は、はい。男性のほうがダルダイ卿きよう、女性のほうがベルベッシュ卿といって、どちらもギジェルモ閣下にとっては縁続きの人間です」

「ふぅん……裏切りにくい身内で両脇を固めてるってことか」

「で、ですけど、実力のほうは確かですよぅ。あの閣下がご自分の護衛にと、特に連れてきた剣士シユラフタですし、マルギュードほどではないにしても、大公殿下からじきじきにあたえられた神剣マズルカもたずさえてますしぃ」

「大公国の神剣なんて、ほとんど王国からかすめ取ったものでしょ」

　ソーロッドが眉まゆをひそめて吐き捨てた。

　分裂以降、大公国と王国は何度となく干かん戈かを交えてきたが、たいていの場合、王国は大公国に〝恩おん寵ちよう〟を垂れることで兵を退ひかせてきた。すなわち、多くの財貨や貴重な神剣を大公国に〝下か賜し〟し、矛を収めさせるのである。絶対的な兵力で大公国におとる王国の、それはいわば苦肉の外交策なのだろうが、王国の軍属であるソーロッドにしてみれば、やはり腹立たしいことなのかもしれない。

　リューインはキリリクに望遠鏡を突き返すと、ソーロッドに向き直った。

「──じゃ、行こうか」

「わたしを大公国軍に引き渡すのね……？」

　ソーロッドが唇を噛かみ締しめてリューインを睨にらみつけた。王国の有力貴族ユーミール家の娘ともなれば、その身代金は莫ばく大だいなものになる。おまけに一級品の神剣マズルカまでついてくるのだから、ソーロッドを捕虜にしたのは大手柄だった。

　しかし、リューインは肩をすくめてソーロッドの言葉を否定した。

「きみを大公国なんかに引き渡すわけないじゃん」

「えっ？」

　キリリクとソーロッドの驚きの声が重なった。

「だってさあ、捕虜として引き渡したら、ぼくの従者を務められないじゃない？　だいたい、この子を捕らえてくるなんて契約した覚えもないし」

「それじゃ……い、行くってどこへ？」

「だからぁ、敵陣にだよ」

「て、き……はわ!?」

　いぶかしげに聞き返すキリリクを小脇にかかえ、リューインは城壁から飛び降りた。

「てっ、敵陣て──」

「この場合は大公国軍でしょ。ねえ、ソーロッドちゃん？」

　素直にリューインについてきたソーロッドも、その言葉に怪け訝げんそうにしていた。

「あなた……何いってるの？」

　要よう塞さい区に乗り込んでソーロッドを打ち負かしてきたのであれば、リューインにとっての敵とは王国であり、これまでの流れからいっても大公国は味方のはずだった。にもかかわらず、大公国軍を指して敵陣というのは理解できない。

　首をかしげている少女たちをよそに、リューインは城壁の上の兵士たちにいった。

「──そこのあなたたち、ユーミール将軍に伝えておいてくれるかな？　将軍閣下の妹いもうと御ごが、これから大公国軍に斬きり込むようですって！　妹の窮地と考えるのも敵軍を撃破する好機と考えるのもお好きなように、ってさ！」

「き、斬り込む──？」

「うん」

　平然とうなずくリューインを見て、キリリクは呆ぼう然ぜんとした。

「ど、どうして、そんな……大公国に味方したり、攻撃したり……リューインさんはいったい何がやりたいんですか!?」

「それ、答える義務あるかな？」

「またそんな──」

　呆然としているキリリクを無視し、リューインはソーロッドにいった。

「──さあ、ソーロッドちゃん、斬り込むよ」

「あなた……本気でいってるの？」

　夕ゆう闇やみの彼方かなたにわずかに見える大公国軍は、正規兵と傭よう兵へい、合わせて六万近い。そこに単騎で斬きり込むことがどういうことか、これほどの大軍と対たい峙じするのが初めてのソーロッドにも判わかるだろう。さすがにその表情にも、気が強いという彼女らしくもない緊張の色がにじみ出ていた。

「ねえソーロッドちゃん、きみ、もっと喜ぶべきじゃない？　きみは大公国相手に武功を立てるチャンスが欲しかったんでしょ？」

　冷ややかな夕風が吹き、リューインの前髪を揺らす。その時キリリクは──それにおそらくソーロッドも──長い前髪によっていつも隠されていたリューインの左の頬ほおに、古い傷があるのを目の当たりにした。

　さりげなく髪をととのえて傷を隠したリューインは、唇の端をにっと吊つり上あげた。

「……それともホントはそんな度胸はないとか？　いや、いいんだよ、きみみたいなお嬢ちゃんならそれが当たり前だし、まあ、何かと背伸びしたい年頃だもんねえ──」

「うるさいうるさい！」

　リューインのセリフをさえぎり、ソーロッドは腰の後ろの神剣マズルカに手をかけた。とても判りやすい、とても安い挑発だが、誇り高いソーロッドにはこういう挑発こそが効果的なのかもしれない。リューインはソーロッドとの賭かけに勝って彼女を従者にしたといっていたが、そのやり口も、キリリクには何となく想像がついた。

「──大公国と戦えっていうのなら戦うわよ！　別にあなたにいわれなくたって！」

「お、やる気出た？」

「……やればいいんでしょ、やれば！」

　そういい捨ててソーロッドは走り出した。腰の後ろの鞘さやから一対の神剣を逆手に引き抜き、慣れた仕し種ぐさで順手に持ち替えた瞬間、彼女のスピードが劇的に上昇する。神剣の加護を受けた剣聖チヤルダーシユの、恐るべき身体からだ能力の一端を見せつけられ、キリリクは言葉を失った。

「それじゃキリリクちゃん、ぼくも行くけどさ」

「は、はい!?」

　リューインの背中で、じゃらっと鎖が鳴る音がした。

「──たぶん大公国軍はこの戦いに大負けする。きみも逃げる算段をつけておいたほうがいいと思うよ？」

　背中の鞘から剣を抜き、リューインは歩き出した。

「じゃあね」

「ちょっ──」

　呼び止める間もなく、リューインが一気に加速した。それは先刻のソーロッドの比ではなく、はるかに先行していた少女にすぐにでも追いつきそうないきおいだった。

「……あ!?」

　ぽかんと口を開けてそれを見送っていたキリリクは、その時卒そつ然ぜんと気づいた。

　キリリクひとりだけが、ヴルショヴァラ要よう塞さいの真正面に取り残されている。振り返ってみれば、城壁の上で呆ぼう然ぜんとしていた兵士たちと目が合った。

「ちょっ……か、勘弁してくださいよぅ！」

　キリリクは眼鏡を押し上げ、邪魔っ気な胸をゆさゆさ揺らして走り出した。

　リューインの真意がどうであれ、こんな敵の拠点の真正面に放置されたのではたまったものではない。ここまでさんざん振り回された以上、リューインには何らかの形で責任を取ってもらわなければ気がすまなかった。





　　　　☆






　先行するソーロッドにはすぐに追いついた。その速さを見れば、ソーロッドの剣聖チヤルダーシユとしての力量も知れる。将来有望な、磨けば光る才気の片へん鱗りんは窺うかがわせるが、いまだに神剣マズルカの能力をすべて引き出しきれていないし、自分の能力も引き出しきれていない。

「今後に期待──とかいってる間に、たくさんの剣士シユラフタがあっさり命を落としたり剣を持てなくなっちゃったりするんだけどねえ」

　ソーロッドの隣に並び、聞こえよがしにリューインはいった。

「けど、きみには長生きしてもらわないと困るからね。勝手に死んじゃダメだよ？」

「……あなたにいわれるすじあいないでしょ！」

　ぶすっとした表情で答えたソーロッドは、前方を見据えて目を細めた。

　大公国軍六万のうち、主体となるのは正規兵五万だが、彼らはこの三か月、訓練らしい訓練をしてこなかった。訓練不足に加えて士気も低い。

「今の大公国軍なら、ギジェルモが倒れた瞬間に瓦が解かいするだろうね。傭よう兵へいたちだって、雇い主が死ねばそこまでだ。さっさと見切りをつけて逃げてくはずだよ」

「……そううまくいくの？」

「どのみちきみに選択肢はないんだよ？　それとも怖おじ気けづいた？」

「……そんなはずないでしょ」

「そうでなくちゃ。とにかくさ、真正面から斬きり込んでって、最短距離でギジェルモのところまで行けるように道を作ってくれる？　ぼく、ザコの相手とかしたくないんだぁ」

「わたしに露つゆ払はらいさせるなんていいご身分ね」

「あのさあ、強いほうが弱いほうの露払いするなんてありえる？」

「弱い弱いいわれるの──いい加減、心外なんだけど！」

　ソーロッドは地面を蹴けって大きく跳躍した。

「──たぶんあなたのほうがおかしいのよ！」

　夕ゆう闇やみに舞い上がった少女が、まるで虚空を足場にしたかのように、一転、急角度で敵の最前線に突っ込んでいった。

「ぐ、お──」

　ソーロッドの着地点にいた兵士たちが派手に吹き飛ばされていく。細身のソーロッドが細身の双剣を振るっていたとしても、常人をはるかにしのぐ速さと膂りよ力りよくから繰り出される攻撃は、槍やりで受け止めようとすれば槍が切断され、盾で受けようとすれば盾ごと薙なぎ払はらわれる。小さな竜巻に翻ほん弄ろうされるかのように、兵士たちは次々に斬きり倒されていった。

「ほー……またぼくの安い挑発に乗って、張り切っちゃってまあ……」

　整然としていた敵の陣形が、ソーロッドの斬り込みによって崩れ始めている。それを見て、リューインは他ひ人とごとのように笑った。

「……でもまあ、夜明け前には余裕で終わるかな？」

「貴様もか！」

　のんびり呟つぶやくリューインに気づいた大公国の兵士たちが、殺気をあらわにして襲いかかってきた。

「お呼びじゃないねえ」

　リューインは右手のロカマドゥータをすばやく走らせた。星明かりを跳ね返してその刃やいばがきらめくたびに、兵士たちの利き手が鮮血を噴き上げる。

「ぎゃっ！」

　ある者は手首を、あるものは親指を斬り飛ばされ、兵士たちは武器を取り落とした。大半の人間は、深手を負ったとたんに戦意を失って逃げ出す。いちいちとどめを刺すまでもなかった。

「そういうことを覚えると、もう少し楽に進めるのにねえ」

　命惜しさに逃げていく兵士たちには目もくれず、リューインはソーロッドが切り開いた道をまっすぐに歩いていく。その行く手では、ソーロッドがあの光の鞭むちを振り回し、眼前に立ちはだかる敵兵の壁に穴を開けようとしていた。

「……あれじゃじきに息が切れるんじゃない？」

　冷ややかに笑ったリューインは、ヴルショヴァラ要よう塞さいのほうを振り返った。





　　　　☆






　大公国軍のもっとも陣に厚みがある場所で、直属の騎馬隊とともに待機していたギジェルモ・ソルスは、城壁の上の投石器が破壊されたという吉報が届かないことに苛いら立だちをつのらせていた。

「あの小僧……しくじったか？　それともやはり裏切ったか？」

「……いかがいたします、閣下？」

　副将格のダルダイ卿きようが、冷たいまなざしで前方を見据えたまま尋ねる。

「今夜の風向きなら、いずれ月が隠れる。肉眼で視認できなければ、投石器もさほどの脅威にはなるまい。……犠牲をいっさい出さずにというのは不可能だがね」

　どのみち危険にさらされるのは、真っ先に要よう塞さいへ取りつかなければならない第一陣と、それに続いて攻城兵器を運搬する第二陣である。要塞攻略に成功しさえすれば、どれだけの犠牲が出ようとかまわない。もはや形にこだわっている段階ではなかった。

「……妙です、閣下」

　望遠鏡を覗のぞいていたベルベッシュ卿が、目もとからレンズをはずして呟つぶやいた。

「第一陣のあたりで何か起こっているようです。暗くてはっきりとは見えませんが、陣が崩れているような──」

「閣下！」

　そこへ伝令兵が馬を飛ばしてやってきた。

「──第一陣で戦闘が始まっております！」

「何？　しかし、要塞からは一兵も──」

「そ、それが──敵は剣士シユラフタがふたりほどだと……」

「かっ、閣下！」

「今度は何だ!?」

　続けてやってきた第二の伝令は、馬から転げ落ちるようにしてギジェルモの前に膝ひざをつくと、要塞のほうを指差した。

「──もっ、門が開きました！」

「何だと？」

「王国軍が討って出てくる模様です！」

「何と──ギュンター・ユーミールめ……！」

「私かダルダイ卿、どちらかが前線に張りついているべきでした」

　ベルベッシュ卿が淡々といったが、いまさら遅すぎる。ギジェルモは腹立たしさに任せて乗馬鞭むちをへし折ると、伝令兵を介し、第二陣の攻城兵器を下げる代わりに第三陣に前に出るよう指示を出した。

「第三陣をもって第一陣の崩ほう壊かいを食い止めよ！　正面からの激突に備えるのだ！」

「……今からでも私が前線にまいりましょうか？　〝破は軍ぐん明みよう星じよう〟が出陣してくるのであれば、こちらも──」

「いや、まだいい」

　ダルダイ卿の提案を、ギジェルモはかぶりを振って否定した。

「ギュンター・ユーミールは剣士である前に軍の指揮官だ。おそらくみずから最前線に出てくることはあるまい。ならば、ご両人にはここで私の補佐をしていてもらいたい」

　確かにギュンターが一介の剣士シユラフタとして斬きり込んでくるなどありえないが、それをいうなら、野戦に討って出てきたこと自体、本来ならありえないことだった。慎重派のギュンターが籠ろう城じよう策を捨てるきっかけになるような事態が、何か起こったのかもしれない。

　ならばさらなる不測の事態に備えて、ふたりの護衛官は自分のそばに置いておくほうがいい──と、ギジェルモはそう算段した。勝利も重要だが、それ以上にギジェルモにとって大切なのは、自分が生きて帰国することなのである。

　そんなことを考えていた矢先、抜かれるはずのないギジェルモの腰の剣が細かく震え始めた。

「────」

「閣下」

　ダルダイ卿きようとベルベッシュ卿も、おのおのの神剣マズルカの鞘さやを押さえている。

「……近くで派手に鳴いている神剣があるようです」

「おそらく、我が軍に斬り込んできた剣士のものではないかと」

「……何者だ？」

　ギジェルモは目を凝こらした。

　剣聖チヤルダーシユと神剣がたがいの力を充分に引き出し合う時、神剣の刃やいばは歓喜に震え、さながら楽器のごとき美しい音色を放つ。その響きゆえに、しばしば剣聖は、〝剣を奏でる者〟、〝剣と踊る者〟との異名で呼ばれることもあった。

　その高鳴り──刃の清らかな響きが、ギジェルモたちが持つ神剣にまで共鳴を起こさせていた。

「ほかの神剣まで共鳴させる剣聖とはいったい何者だ？　ギュンターの妹も剣聖だと聞いているが、あるいは〝荊けい棘きよく万ばん刃じん〟フルルロッサ・ミショーか？」

　ふたりの護衛官が、ギジェルモを守るように前に進み出た。

「かなり近づいております。どうかご用心を」

「…………」

　自分の神剣の鞘を撫なでて苛いら立だちをまぎらわせていたギジェルモが、ふとその手の動きを止めた。眉み間けんに寄っていたしわが消え、憑つきものが落ちたように肩から力が抜ける。

「よもやみずから剣を抜かねばならぬことになろうとは……ままならんものだな」

　すでにそこにいるのは吝りん嗇しよく家かのギジェルモ・ソルスではない。いかにして身を危険にさらすことなく財をむさぼるか、そのことばかりを考えて汲きゆう々きゆうとするギジェルモは、いわば彼の本性の一部でしかなかった。

「……剣で片がつくのなら楽なものでしょう」

　気配でギジェルモの変化を察したのか、ベルベッシュ卿が珍しく笑みを浮かべた。ダルダイ卿きようも、腰の神剣マズルカの鞘に手をかけてうなずく。ギジェルモの縁者で古くから彼を知っているふたりには、ギジェルモがどういう人間か、すでに判わかっていた。

「いかさま──このあたりで閣下が〝兵ひよう部ぶ十じゆう六ろつ旗き〟のひとりだということを、本国の貴族どもにあらためて知らしめるのもよろしいかと」

「確かに、ただのケチがヴルショヴァラ攻略を任せられるはずもない、と……そんな単純なことを忘れている人間が、敵にも味方にも増えているのかもしれん」

　そう呟つぶやいたギジェルモの前方で、あざやかな光がのたうち、自軍の兵士たちが派手に跳ね飛ばされるのが見えた。

「……このままでは被害が大きくなるばかりです。いかがいたします？」

　いつでも剣を抜ける体勢のまま、ベルベッシュ卿きようが尋ねる。

「それではベルベッシュ卿……行ってもらえるだろうか？　おそらく相手はフルルロッサ・ミショーあたりだろうが──」

「殺してよろしいので？」

　名のある敵将なら、生かしたまま捕らえて身代金を要求するという選択肢もあるが、最初からそれを考えていたのでは足元をすくわれかねない。

「すでに多くの兵士が倒されているようだ。ここでミショー卿を生け捕りにしようと腐心すれば、兵どもが不満に感じるだろう。見せしめ、と……いうわけではないが、絶ぜつ華か十じゆつ剣けんのひとりが戦場で散ったと聞けば、王国軍の戦意も鈍るに相違ない」

「なるほど……」

「だが、もし相手がミショー卿ではなく、ギュンター・ユーミールの妹であった場合」

「判っております」

　ソーロッド・ユーミールはフルルロッサ・ミショーほどの使い手ではないと聞く。ならばそのぶん生け捕りにしやすいだろうし、何よりギュンター・ユーミールに対する切り札ともなりえるだろう。

「では──」

　軽く一礼し、ベルベッシュ卿は馬の腹に蹴けりを入れた。

　それを見送ったダルダイ卿が、そっとギジェルモに耳打ちする。

「……本隊を少し下げますか？」

「いや、そこまでは必要あるまい」

　王国軍が予想外の野戦に出てきたとはいえ、その総数はまだこちらが上回っている。ここでギジェルモ自身が後方に下がっては、ギュンター・ユーミールとの戦いを恐れたとそしられるだけでなく、真っ先に斬きり込んできたひとりふたりの剣士シユラフタのいきおいに抗こうしかねたと、そんな不名誉な噂うわさを立てられかねない。

「彼らが何を考えているかは知らないが、野戦になった時点で王国に勝ち目はない。もし彼らが尻尾しつぽを巻いて要よう塞さいに逃げ戻ろうとするなら、我が軍もともに雪な崩だれ込めばいい」

　絶妙な丸みを帯びたマルギュードの柄つかを撫なで、ギジェルモは小さくほくそ笑んだ。
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　兄からは、剣奏ヒムヌは剣聖チヤルダーシユにとっての切り札であり、無む闇やみに使うものではないといましめられてきた。

　その切り札を、ソーロッドはもうかなり長いこと使い続けている。六万の軍勢のど真ん中に斬きり込み、敵兵を薙なぎ払はらって指揮官のもとへたどり着こうというのだから、まっとうなやり方では無理だということは最初から判わかっていた。だが、それでも次から次に押し寄せてくる敵には辟へき易えきするし、いい加減に身体からだも重くなってくる。

「きみは見た目で損をしてるんだよね、たぶん」

「…………」

　剣を持つ両手をだらんと垂らし、ソーロッドは肩越しに背後の若者を一いち瞥べつした。

「──きみならどうにかすれば勝てるんじゃないかって、敵にそう思われちゃう。要するにさ、ナメられてるんだよ。これだけの数を薙ぎ払ってきたら、ふつうはみんなきみに恐れをなして逃げるはずなんだけどねえ」

　疲ひ労ろう困こん憊ぱいであちこち返り血を浴びているソーロッドとは対照的に、リューインはまるで散歩の途中のように、剣を持った手を腰の後ろで組み、のんびりと歩いてくる。ソーロッドが必死に切り開いた血路を鼻歌混じりにやってくるのがどうにも憎らしい。

「……何よ、わたしのやり方にダメ出し？」

　右の剣を一いつ閃せんさせると、また数人、兵士たちが断末魔の叫びとともに倒れた。だが、それで敵がひるむのはごく短い間だけで、ソーロッドが前に進もうとすると、すぐにまたあらたな兵士たちの壁が行く手をさえぎってくる。先刻からその繰り返しだった。

「もう少し効率を考えなよ、ソーロッドちゃん。確かにきみの戦い方はカッコいいとは思うよ。派手で華やかで……まさに剣と踊ってるって感じがする。でも、雑ざ魚こ相手に大盤ぶるまいなんかしてたら、大物と戦う頃には腕が上がらなくなっちゃうでしょ？」

「……は？」

「戦争も基本はケンカと大差ないんだよ。最初に思いっ切りブン殴って相手の戦意をあらかた喪失させる。そうすれば相手は逃げ出すか、逃げ出さないまでも、あとは楽に圧倒できる。こいつには絶対に勝てないって思い知らせるっていうか……そういう怖さがね、きみにはない。戦場で血まみれになって戦うには、きみはちょっと可愛かわいすぎる」

「……ぇ？」

　不意に顔を近づけてきたリューインの言葉の意味を理解し、ソーロッドは一瞬、言葉を失った。

「──なっ、何なの、あなた!?　それ、ほ、ほめてるつもり？」

「別にほめてないよ。全身血まみれで何を照れてるわけ？　実戦に出る剣聖チヤルダーシユとしてはぜんぜんダメだっていってるの、ぼくは」

　頬ほおを赤らめたソーロッドを冷ややかに笑い、リューインは前に進み出た。

「まあ、無様に返り血を浴びるっていうのはね、技術的に未熟だから仕方ないとは思うけど……それならそれで、演出法ってものがあるでしょ？」

「なっ、何いってるのか判わからないんだけど！」

「だからダメなんだよ、きみは」

　リューインの身体からだが前のめりに倒れた──ように見えたのは、彼の最初の一歩があまりにもそれと感じさせず、予想外で、しかも速すぎたからだった。気づけばリューインはソーロッドのそばを離れ、ふたりを取り囲んでいた兵士たちの壁の前にいる。

「……ぼくの場合、ホントはここまでする必要ないんだけどね」

　若者の軽いぼやきを、噴水を思わせる異音がかき消した。

「……！」

　リューインの目の前にいた兵士が、おびただしい鮮血を噴いて文字通りのまっぷたつになった。さらにその後ろにいた兵士までが、眉み間けんを割られて仰あお向むけに倒れていく。あざやかというより、いっそおぞましいほどの剣の冴さえだった。












「目の前の敵を全部殺してたらきりがないでしょ？　見せしめが必要なんだよ」

　そう呟つぶやいて、リューインはソーロッドを振り返った。だが、ただ振り返ったわけではない。半円を描くように剣を振り抜いて、リューインはソーロッドに向き直ったのだった。

　それから一拍遅れて、一〇人ほどの兵士たちが同時に血を噴いて倒れた。胸に刻まれた傷は物差しを当てたかのようにまっすぐで、それもまた、リューインの恐るべき腕前を如実に物語っていた。

「う、ぁ……わあああああ！」

「ひい!?」

　仲間たちの死にざまを見た兵士たちが、身も世もない悲鳴をあげて後ずさり始めた。リューインの動きは決して派手ではなかったが、逆にその飾り気のないやり口が、まるで厨ちゆう房ぼうに運び込まれた大きな魚をさばくような──単純な作業のように人目には映ったのかもしれない。

　ソーロッドもその瞬間、全身に鳥肌が立つのを感じた。リューインの後ろにいるソーロッドが戦せん慄りつするほどだったから、彼の眼前に立つ兵士たちはさらに哀れだった。

　この敵は、純粋な作業として自分たちを惨ざん殺さつできる──そう理解した瞬間、戦場という非日常空間にあって麻ま痺ひしかけていた彼らの心が、ごくごくあたりまえの、人間らしさを取り戻したようだった。

「ぅわあああああ！」

　誰かが武器を捨てて逃げ出すと、もう歯止めが効かなかった。ふたりを──というよりリューインを──取り囲んでいた輪が崩れ、惑わく乱らんが一気に拡大し、伝でん播ぱしていく。前にいた者も後ろにいた者も、リューインが見せたわずか三秒の殺さつ戮りく劇げきを目の当たりにして、死の恐怖に囚とらわれて逃げ出した。

「……ね？　こういうことだよ」

　逃げ出す兵士たちにはもはや目もくれない。リューインはじっとソーロッドを見つめて唇を吊つり上あげている。

「剣聖チヤルダーシユっていうのはさぁ、ほとんど怪物なんだって思われるくらいでなきゃいけないんだよ。少なくとも戦場に立つんであればね。きみの好きな華麗な戦い方は、一対一の戦いの時だけにしといたほうがいい。効率が悪すぎる」

「──か、いぶつ……？」

「え？　だってそうでしょ？　絶ぜつ華か十じゆつ剣けんが兵士の士気を高めるとかさあ、そんなの必要ある？　華麗に戦って味方の士気を高めてるヒマがあったら、今みたいに圧倒的な力を見せつけて敵を潰かい走そうさせればいいんだよ。そうすれば結果的に味方の被害も減るじゃん。効率がいい戦い方ってそういうものじゃない？　自分の祖国を守るためなら、敵に対しては怪物でいいんだ。敵にも味方にも称賛される凛り々りしく美しい女剣聖チヤルダーシユなんてさ、たいていは、いうほど役に立ちやしない」

「────」

　ソーロッドが頬ほおに飛び散った血を手の甲でぬぐって呆ぼう然ぜんとしていると、ふたたびリューインの言葉が現実を見せつけた。

「敵兵が逃げていくからって気を抜きすぎじゃない？」

「!?」

　はっと顔を上げると、目の前にナイフが迫っていた。

　ソーロッドより先に手を伸ばし、あっさりそのナイフを掴つかみ止めたリューインは、軽く顎あごをしゃくって少女にいった。

「可愛かわいげはまったくないけど、あっちのほうが剣聖としてのありようは正しいよ。きみよりはずっとね」

　近くの兵士たちが逃げ出したせいで、ソーロッドたちを囲む輪はさっきよりもずいぶんゆるく、広くなっている。その、人垣が作り出すいびつな闘技場に、ソーロッドとリューインに続く第三の剣士シユラフタが入場してきた。

「〝破は軍ぐん明みよう星じよう〟でないのは覚悟していたが、まさか〝荊けい棘きよく万ばん刃じん〟ですらないとはな」

　黒い鎧よろいの馬にまたがって登場した黒ずくめの女剣士は、ぱきっと切きり揃そろえられた前髪の下の冷たい瞳ひとみでソーロッドを見つめていた。明らかにソーロッドをあなどっている。

「あれはギジェルモ・ソルスの護衛官、ベルベッシュ卿きようとかいう人だよ」

　リューインがソーロッドにささやくと、ベルベッシュの視線がそちらに動いた。

「……やはり裏切ったか、リューイン・アズダハ」

「裏切りっていうのはイメージ悪いなあ。契約解除っていってよ、せめて」

　リューインはあっけらかんといい放った。

「こうなると判わかっていれば、貴様が最初に現れたあの場でその首を落とし、その剣も奪っておくべきだったな。……貴様がそうして笑っていられるのも、閣下の鷹おう揚ようさがあればこそだと理解しているか？」

「何いってんの？　それって逆だよ。あの場であなたたちをみんな始末して、金目のものだけもらってさよならしたってよかったんだよ、ぼくは？　そういう悲劇的な展開にならなかったことこそ、ぼくの鷹揚さのおかげじゃない？」

「その口先ほどに剣の腕が立つかどうか、ここで証明してみせろ！　祖父の七光で絶ぜつ華か十じゆつ剣けんに選ばれた小娘よりは、裏社会に鳴り響く〝笑しよう面めん飛ひ虎こ〟のほうがよき獲物だ！」

　ベルベッシュが手綱を打ち鳴らしてこちらへ突っ込んでくる。リューインはすばやくソーロッドの背後に回ると、無遠慮に少女の背中を押した。

「ほら、小娘なんていわせといていいの？　七光とかいわれてるよ！」

「くっ……！」

　それは確かに腹が立つ。リューインのほうが力が上だというのは認めないわけにはいかないが、祖父の七光というのは我慢がならない。疲労のせいで萎なえかけていた腕にあらたな力が流れ込むのを感じたソーロッドは、巨大な軍馬とともにせまるベルベッシュに向かって右手の光の鞭むちを振るった。

「貴様の剣奏ヒムヌとはかような大道芸か、小娘！」

　鞭の先端が届く寸前、ベルベッシュは重たげなマントをかなぐり捨て、軍馬の鐙あぶみを蹴けって空に逃れた。

「──！」

　その時、金属鎧よろいの表面を爪つめで引っかくような甲かん高だかい音が聞こえた。それがベルベッシュの持つ神剣マズルカの鳴る音だと察したソーロッドは、ほとんど直感にしたがって横っ飛びに身を転がした。

「ふん……臆おく病びようさに救われたな」

　真っ向から剣を振り降ろした姿勢で着地したベルベッシュは、ソーロッドを見据えて冷たく笑った。

「これは……！」

　さっきまでソーロッドが立っていたあたりに、何かで斬きりつけたような溝が刻まれている。ベルベッシュが使う神剣の剣奏の痕こん跡せきに違いなかった。

　ただ一方的にいわれるだけなのが嫌で、ソーロッドは静かに口を開いた。

「……あなたのほうこそ、ずいぶんと安い剣奏じゃない？」

「何……？」

「こういうの、よく聞くでしょ」

　十中八九、間違いない。ベルベッシュが持つ神剣の剣奏は、剣気を見えない刃やいばに変えて繰り出すものだった。神剣そのものが貴重品であることはさて置き、このたぐいの剣奏は相対的には珍しくない。現に、ソーロッドの祖父ミコワイが持つ神剣の剣奏もこのタイプ──〝裂れつ空くう〟だった。

　もっとも、よくある剣奏だということと、その危険さはまったく関係ない。いわばベルベッシュは目に見えない凶悪な飛び道具を持っているのである。単純なリーチでいうならソーロッドよりもさらに広い。ソーロッドの春しゆん雷らいのメリットをあらかた打ち消してしまう厄介な相手といえる。

「……え？　あっ、あいつ──!?」

　ふと気づくと、リューインの姿がなかった。ベルベッシュの相手をソーロッドに押しつけ、姿をくらましたのだろう。

「……やってみせるわよ」

　むずむずと頭をもたげてくる怒りを鎮め、ソーロッドは雷光の鞭を消し去った。それを見たベルベッシュが首をかしげる。

「何のつもりだ？」

「聞きたいなら教えてあげてもいいけど」

　ちょっぴりリューインを真ま似ねて、相手を挑発するようないい方をしてみる。しかしベルベッシュは、ソーロッドと違ってそう簡単には乗ってこなかった。

「不要だ。……見当はつく」

　確かに腕の立つ剣聖チヤルダーシユなら、ソーロッドが剣奏ヒムヌを収めた理由を見抜けるだろう。春しゆん雷らいはリーチでおとるソーロッドの短所をおぎなってくれるが、これを常時振り回しているのは負担が大きすぎる。おまけにベルベッシュが相手では、ほんの数メートルほどリーチを延ばしたところであまり意味はない。彼女はソーロッドの間合いのさらに外側から一方的に攻撃できるからである。

　ならば、可能なかぎり疲労を抑えてどうにかベルベッシュの懐にもぐり込み、一気に勝負を決するしかない。

「貴様の狙ねらいは判わかっているが……そううまくはいかん」

　軽く首を回し、ベルベッシュは水平に剣を構えた。ここから繰り出される一撃は、高確率で見えない刃やいばをともなっている。つい先刻、ソーロッドがリューイン相手にそうしようとしていたように──ベルベッシュはソーロッドを近寄らせず、間合いを取ったまま押し切るつもりだろう。

　あの時、ソーロッドはなぜ──どうやってリューインに負けたか。自分の敗因を振り返れば、ベルベッシュに勝つ手立ても見えてくる。

「────」

　ベルベッシュの剣がわずかに動いた。その起こりを見逃さず、ソーロッドが走る。あの時のリューインも、ソーロッドが振りかぶるのを見てから一気に接近し、彼女の手からジェグマダールを叩たたき落おとした。それと同じことをやればいい。

「それしかあるまいな──！」

　大きく振りかぶるかと思われたベルベッシュは、途中で剣を止め、後方に飛びのきながらコンパクトに剣を振った。

「！」

　不可視の刃が風を切って飛ぶまでに、ソーロッドはベルベッシュとの間合いを詰められなかった。だが、だからといって止まれない。勘だけを頼りに、ソーロッドはほとんど地面を這はうような低い姿勢で地を蹴けった。

「小娘──!?」

　ソーロッドの頭の上を何かが飛んでいく。ざふっと嫌な音がして、風に流れた金髪の一部が削そぎ飛ばされたのが判わかった。しかし、かわしそこねたのではなく、それだけ紙一重のところでかわしたのだと、ソーロッドはそう考えることにした。

「きょうはもうあいつに負けてるんだから……！　一日に二度も──負けられないっ！」

　バランスを崩して転びそうになりながらも、ソーロッドはベルベッシュの二の太た刀ちをかわした。すでに半歩ほど、ソーロッドはジェグマダールの切っ先が届く間合いに踏み込んでいる。ベルベッシュはそれを嫌ってもう一度間合いをはずそうとしたようだったが、もう離れるつもりはなかった。

「……！」

　ベルベッシュがソーロッドを追い払おうとして鋭い突きをねじ込んでくる。それをソーロッドは、出かかりを潰つぶすようにジェグマダールで叩たたいて逸そらした。この至近距離で裂れつ空くうを放たれたら、たとえ見えていたとしてもかわしきれない。なら、ベルベッシュに剣を振らせないようにするしか対処法はなかった。

「この小娘が──っ!?」

　相手の動き出しを確認してから動いてそれを叩くというのは、相手以上の速さが必要とされる以前に、神経を極限まで研ぎ澄ませていなければならない。だが、それが今のソーロッドにはできていた。

　刃やいばが軽やかに鳴っていた。ベルベッシュの神剣マズルカのそれとは違い、ジェグマダールの刃はさらに高く澄んだ音がする。その旋律に身を任せるようにソーロッドは剣を走らせた。不思議と疲労は感じない。

「──く？」

　何度目かのベルベッシュの斬ざん撃げきを潰した時、女剣士シユラフタの体勢がわずかに崩れた。手数の多いソーロッドとの接近戦を嫌ってつねに間合いを広げようとしていたベルベッシュが、ソーロッドにはじかれたみずからの剣が地面にめり込んだ拍子に、ほんの一瞬だけ、軽く前にのめったのである。

「──はっ！」

　ここだとソーロッドは直感した。それまで抑えていた剣気を一挙に解放し、剣奏ヒムヌを発現させる。左の光の鞭むちをベルベッシュの剣に絡みつかせながら、右の光の鞭をベルベッシュの身体からだに巻きつかせ、すかさず引いた。

「ぐ、ぬ……！」

　両の二の腕から胸、背中と、光の鞭によって撫なで斬ぎられたベルベッシュは、激しく噴き上がった血に顔をゆがめた。だが、その傷はそう深くはない。彼女が着込んでいた鎧よろいや帷子かたびらが引き裂かれ、おそらくその下のほんの皮一枚に浅い傷が走った程度だろう。春しゆん雷らいの切れ味ではそれが限界だとソーロッドも判っている。

　とどめを刺すには、やはりジェグマダールの刃をじかに叩き込むしかない。ソーロッドはそのままベルベッシュに肉薄した。

「なめるなよ、小娘……！」

　ベルベッシュは腰を低く落とし、剣を逆さか袈げ裟さに振り上げた。その太た刀ち行ゆきはソーロッドが想像していたよりも速い。これまでのように出かかりを潰つぶせなかった。

「っ……！」

　ソーロッドは左の剣でそれを受け止めようとしたが、受け止めきれなかった。まるで暴れ馬に激突されたかのような衝撃に、ソーロッドの細い身体からだが地面を離れて吹っ飛んだ。

「捕虜などにするものか……貴様の無惨な屍しかばねをさらして、王国軍の兵どもに絶望を味わわせてやる！」

　ベルベッシュが真っ向上段に剣を振り上げるのが見えた。宙に浮かされた今のソーロッドに、ベルベッシュの必殺の一撃をかわす手立てはない。

　──と、ベルベッシュは思っていたのかもしれない。

「！」

　ソーロッドは咄とつ嗟さに光の鞭むちを伸ばしてベルベッシュの剣に絡みつかせ、思い切り引っ張った。鞭を手繰り寄せるように、遠心力を無視して逆にベルベッシュとの距離を詰め、もう一方の剣で突きかかる。

「こんな……大道芸に──」

「余計なお世話……でしょっ！」

　ジェグマダールの切っ先がベルベッシュの肩口をえぐった。しかし、まだ浅い。鎧よろいで身を固めたベルベッシュにとって、それは致命傷とはなりえなかった。

　ベルベッシュの背後にソーロッドが降り立った直後、ふたりは同時に振り返りざまの一撃を放った。

「……っ、か──」

　横一文字に剣を振り抜いたベルベッシュは、口もとから細い血の糸を垂らし、低く呻うめいてよろめいた。

「ホント……余計なお世話でしょ」

　低く身をかがめながら振り返ったソーロッドのひと突きは、ベルベッシュの鎧の継ぎ目からその腹部へと正確に吸い込まれていた。もしソーロッドの身長が今より頭ひとつぶんほど高かったら、きっと無惨に顔を輪切りにされて相討ちになっていただろう。

「……はっ！」

　ソーロッドは最後の力を振り絞ると、ベルベッシュの胸を蹴けって剣を引き抜き、くるっと宙返りをした。ジェグマダールの切っ先がごりっと何かにぶつかった感触があったが、あれはおそらくベルベッシュの背骨だったのだろう。

「…………」

　仰あお向むけに倒れたベルベッシュをしばし凝視していたソーロッドは、呼吸をととのえながら顔を上げ、あらためてあたりを見回した。

　ふたりの剣聖チヤルダーシユの戦いに巻き込まれることを恐れ、遠巻きにただ傍ぼう観かんするだけだった兵士たちが、勝者と敗者を凝視していた。おそらく彼らは、親や兄の七光で絶ぜつ華か十じゆつ剣けんに選ばれただけの小娘が、経験豊富な女剣士シユラフタベルベッシュに勝つなど予想もしていなかったに違いない。揃そろいも揃ってぽかんと口を開けた間抜け面を並べているのがその証拠だった。

　それがどうにも腹立たしくて、ソーロッドは右手のジェグマダールを振り上げると、光の鞭むちを目いっぱい伸ばしてほこりっぽい地面をひっぱたいた。

「──うひ!?」

　風を引き裂くような音を聞いた兵士たちは、まるで魔法が解けたように、慌ててその場から逃げ出した。

「我が軍の剣聖が──ベルベッシュ卿きようが負けた！」

「ひいいいい！」

　とにかくソーロッドから離れようと、みんながみんなばらばらな方向に走り出したせいで、あたりはそれまでにも増して大混乱になってしまったが、ソーロッドにはそれで満足だった。自分にも効率のいい戦い方とやらができるのだということを、こうして証明できたからである。

「……そういえばあいつ、どこ行ったの？」

　戦利品の神剣マズルカを背負い、ソーロッドはあらためてリューインの姿を捜した。

「もしかして……え？　ちょっ、わたしに雑ざ魚この相手させといて、自分はちゃっかり大将の首だけ狙ねらうつもりってこと？　え？　ずるいでしょ、そういうの！」

　ジェグマダールにこびりついた血をベルベッシュのマントでぬぐうと、ソーロッドはリューインを捜して走り出した。

　リューインがいないうちにさっさと兄のもとに戻るという考えは、不思議と思い浮かばなかった。過去の記憶をなくし、ジェグマダールにふさわしい剣聖であることを唯一のよりどころにするソーロッドには、相手がどんな卑劣漢であっても、金きん打ちようまでして交わした約束を破るという選択肢はないのである。





　　　　☆






　最初、ギジェルモは目を丸くしてこちらを見ていた。リューインがよく知るのはこのギジェルモ──驚いたり苛いらついたり困惑したり、吝りん嗇しよく家かの慎しん重ちよう居こ士じとしてのギジェルモのほうだった。

　だが、そのギジェルモが、何かを察したかのように目を細めた。そこにはもはや、リューインが見知っているギジェルモの面影はほとんどない。おそらくそれが、剣士としてのギジェルモ・ソルスの素顔に違いなかった。

　大公国に軍事面で王国よりおとる点があるとすれば、それは剣聖チヤルダーシユが少ないという一点のみだろう。そのため大公国でも、一級品の神剣マズルカをあつかえる剣聖は重用される。ギジェルモにしても、家柄うんぬんを抜きにしても、剣聖であるという資質によって軍の内部での地位を手にしたと見るべきだった。

「……どういうことかな、アズダハ氏？」

　馬上のギジェルモが、静かにリューインに問いただした。

　ギジェルモの前には馬にまたがった兵士たちがずらりと並んでいる。前線のほうではすでに王国軍との激突が始まっているはずだが、ここはまだ静かなものだった。ただ、その静けさの中に、肌をひりつかせる緊張感がある。距離を置いて睨にらみ合あうリューインとギジェルモが生み出す緊張感だった。

「敵軍の投石器が破壊されたという報告はまだないが……なぜ貴公がここにいる？」

「気が変わったんだよねえ」

「気が変わった、と──？　どういう意味かな？」

「あなたについてても、ぼくにメリットはないって判わかったんだよ。……あなたじゃあの二枚目には勝てないだろうし」

「それは……ギュンター・ユーミールのことをいっているのかな？」

「そう、それ」

「私では〝破は軍ぐん明みよう星じよう〟に勝てない、と──そういったのかな、貴公は？」

「ホントに大公国の人って回りくどいな。そういう意味だって判らない？」

「私のほうがあの男より弱い、と……貴公の目にはそう映ったわけか」

　ギジェルモの左手が、腰の剣の柄つかを撫なでている。右手はだらりと身体からだの脇に沿って垂らしたままだった。

「いやぁ、ホントに申し訳ないんだけど、誰だって沈むのが判ってる船に乗り続ける気にはなれないでしょ？　あなたの仕事を手伝ったところで報酬を支払う前に死ぬのが判ってるんだから、手伝うだけ無駄じゃん？」

「そして……裏切る、と？」

「裏切るっていうと聞こえが悪いなあ。せめて契約解除っていってくれる？」

「なるほど……ずいぶんと虫のいい話だが、貴公が私の支払い能力に疑問を持つ気持ちも判らないではないし、それゆえに契約を解除したいと考えるのも無理からぬことかもしれん。──だが、ならばどうして私の前に立つ？」

「え？　だってそれは──まあ、流れ？」

　リューインは剣を持った右手を腰の後ろに回したまま、左手でぽりぽりとつむじのあたりをかいた。

「だってさぁ、最終的に勝ちそうなほうに恩を売っておけば何かと得でしょ？」

「何をいっている？　ギュンター・ユーミールを怒らせ、今こうして私を裏切るということは、大公国と王国、その双方を同時に敵に回すようなものだろう？」

　ギジェルモの隣でじっとふたりの会話に聞き入っていたダルダイ卿きようが、マントを跳ね上げて割り込んできた。

「──このような変へん節せつ漢かんの相手などするだけ無駄です。閣下は全軍の指揮をお執とりください。こやつの始末は私が」

「あー、ついにしゃしゃり出てきちゃったよ、この人」

　大おお仰ぎように溜ため息いきをつき、リューインは肩をすくめた。

「判わからないかなあ？　うん、判らないんだよねえ。だから出しゃばっちゃうんだもんね。自分が勝てる相手かどうか判ってたら、ずっとそこで置物になってるはずだもんね～」

「ほざくな！　〝武ぶ雷らい派は〟ミハーイ・ダルダイ、その首いただくぞ！」

　ダルダイ卿が馬の腹を蹴けって飛びだすと同時に、ほかの騎兵たちが移動を始めた。リューインとダルダイを囲い込むように、ここにも即席の闘技場が形成されていく。

　高速で接近してきたダルダイ卿は、いきおいを殺すことなく馬の鞍くらからリューインに向かって飛びかかってきた。腰に帯びた長大な剣を抜き放ち、真っ向から斬きりかかる。

「……汚い音だ」

　ダルダイ卿の神剣マズルカが細かく震えていたが、リューインの耳にはそれは雑音としか聞こえない。一流の神剣であれば、刃やいばを振るった際の響きだけでそれと判る。それはとても美しい旋律になるものなのである。

「やらなきゃ判らないから二流なんだと思えば……ま、納得だね」

　いかにも重そうなダルダイ卿の斬ざん撃げきを、リューインはわずかに半身になることでかわした。爪つま先さきからほんの数センチのところに、鈍にび色いろの大剣の切っ先がめり込んでいる。

「一〇年？　それとも二〇年？　どれだけ修行を積んできたわけ？」

　すかさず、リューインはロカマドゥータでダルダイ卿の剣の中ほどを強く打った。

「く、ぉ……！」

　軽く片手で振ったようにしか見えない一撃が、ダルダイ卿に剣を手放させた。両手に伝わった衝撃は、ほとんど痛みに近かっただろう。

　リューインは一瞬で間合いをさらに詰め、ダルダイの懐に踏み込むと同時に、その胸板に右のてのひらを打ち込んだ。

「ご──ぶ」

　胸骨が砕ける感触がリューインの右手に残った。大きくはじき飛ばされたダルダイの口から呻うめき声ごえとともに吐き出された吐と瀉しや物ぶつが、鮮血で赤く染まっていたのが、彼の受けたダメージの深刻さを雄弁に物語っている。

「時間の無駄だったんじゃない、あなたの修行？　少なくとも、ぼくとやるにはぜんぜん足りなかったみたい」

　右の掌しよう底てい一発で巨漢のダルダイを吹き飛ばしたリューインは、ロカマドゥータの切っ先に引っかけて彼の神剣マズルカを地面から引き抜いた。

「……一応返しとくよ」

　ロカマドゥータの切っ先を神剣の柄つかに引っかけてくるくる回し、そのままダルダイに投げつける。激しく回転しながら飛んだ神剣は、咳せき込こみながら起き上がろうとした巨漢の胸にふかぶかと刺さり、背中まで貫通して止まった。

「────」

　ギジェルモがふたたび目を見開いていた。周りを囲んでいた騎兵たちも、もはや溜ため息いきすらもらせない。

「別にダルダイ卿きようが不ふ甲が斐いないとか、見かけ倒しだったとか、実は剣聖チヤルダーシユじゃなかったとかいうわけじゃないよ？　ぼくが弁明してあげるのもアレだけど、彼をあんまりサゲるってことはさ、彼に何もさせずに勝ったぼくもサゲるってことだから、ここははっきりさせておきたいんだ。決してダルダイ卿は弱くなかったってね」

　リューインは軽く首を回して耳をかいた。

「まあ……自分でいうのもアレだけど、要はぼくが強すぎただけっていう、ね？」

「……ダルダイ卿に剣奏ヒムヌを使う間もあたえず、剣奏を使いもせずにあっさり勝つ、と──やはり〝笑しよう面めん飛ひ虎こ〟、伝え聞く噂うわさは本当だったか」

　ギジェルモは眉み間けんのしわを深くし、馬から下りた。

「それ、どんな噂？」

「神出鬼没で捕らえどころがなく、人を斬きるのにいっさいのためらいがない──神の祝福を受けたか、あるいは魔に魅入られたか、その剣の冴さえはもはや人のものとは思えぬほどだと。〝古こ龍りゆう派は〟を名乗る無ぶ頼らいの剣士シユラフタだとも聞く」

「そこまで持ち上げられるとかえって居心地が悪いなあ」

　ギジェルモは腰からマルギュードを引き抜き、両手で構えた。どんな偏屈な剣を使うのかと思いきや、意外なほどに正統派──かなり若い頃から、しっかりした師についてみっちりと修行してきたと見える。

「だが、寡か聞ぶんにして私は、〝古こ龍りゆう派は〟なる流派を知らない。貴様の剣の師は誰だ？　誰に師事し、どこで修行を積めば、その若さでそれほどの剣を使えるようになる？」

「いっても無駄でしょ。〝古こ龍りゆう派は〟は人の剣にあらず、龍の剣なり──ってさあ、いわれてたらしいよ、大昔は」

「……噂とは話半分で聞いたほうがいいというが、貴様の話はさらに実が少ないらしい。だが、貴様の剣が龍りゆうの剣であれ虎とらの剣であれ、私に油断はないよ」

　慎しん重ちよう居こ士じと揶や揄ゆされるギジェルモの構えには確かに隙すきがない。リューインが超絶の速さをもってどちらから攻めかかろうとも、おそらくギジェルモならそれを堂々と迎え撃つことができるだろう。

　だが、こうして彼の構えを目の当たりにしてもなお、リューインの口もとの笑みは消えなかった。

「油断しなきゃ勝てるとか、本気で思ってる？」

　ぴいん──強く張った針金を震わせたような、高い音がした。リューインの問いに対する答えはない。代わりに、ギジェルモがひと息に踏み込んできた。

「白き龍りゆう神じんの加護は、もはや王国ではなく我が大公国の頭上にあるのだ！」

　がつんとした衝撃が、リューインの左側面から襲ってきた。シンプルに速く、そして力強い。ギジェルモの斬ざん撃げきは、リューインにとってもいささか予想外だった。

「──いまさら殺し屋風情が王国に尻尾しつぽを振って何になる!?」

　横殴りの一撃を受け止められたと見るや、ギジェルモはすぐさまもう一度マルギュードを振りかぶり、さらに重みのある一撃を繰り出してきた。

「っと！」

　両手で握り締めたロカマドゥータで受け止めると、今度はこらえきれずにリューインの身体からだがふわりと浮いた。

「はあっ！」

　そのままさらに半回転したギジェルモの後ろ回し蹴げりが、リューインの首すじに巻きつくようにヒットした。

「……なるほどねえ」

　頭から地面に激突する直前、リューインは左手をついて身体をひねり、少し離れたところに着地した。ギジェルモの蹴りをガードした肘ひじのあたりにしびれが残っている。

「わざわざ受けるまでもなかったかな。……だいたい判わかったよ」

「あえて受けに回った、と──ほざくか!?」

　リューインに肉薄したギジェルモは、太い杭くいを思わせるような突きを放った。だが、今度はそれを受けない。わずかな動きでかわし、逆に低い位置からすり上がるような一撃をギジェルモのみぞおちあたりに見舞った。

「っ！」

　ギジェルモは腰の鞘さやをかざして急所をかばいつつ、後ろへと飛んだ。およそどんな神剣マズルカも、刃やいばと鞘とは対のものとしてできている。よほどの達人がそうしようとするのでないかぎり、神剣の鞘を神剣で断ち割ることはできない。

「さすがは〝笑しよう面めん飛ひ虎こ〟、と──いうべきか」

「誰がいい出したのかしらないけど、その綽しやく号ごう、好きじゃないんだよね。締まりがないっていうか……だいたい虎とらなんてさぁ、もう絶滅した動物じゃん！」

　冷や汗を垂らすギジェルモとの距離を詰め、鈍にび色いろにぎらつくロカマドゥータの切っ先をしならせる。細かくすばやく動く刃やいばが、一転してギジェルモを追いつめていった。

「ぬ、ぅ──」

　ギジェルモは後方に飛びすさってリューインとの間合いを測ると、自分の目の前の空間を十文字に斬きり裂いた。

「────」

　さらにギジェルモに追いすがろうとしたリューインは、だが、耳じ朶だを打つ甲かん高だかい音に気づいた瞬間、反射的にその場に立ち止まった。

　その直後、リューインの身体からだが激しくあおられた。

「……へぇ」

　時ならぬ強風を受けてたたらを踏んだリューインは、眼前に両腕をかざしたまま、その隙すき間まからギジェルモを見据えた。

　マントをはためかせたギジェルモの周囲で、風が渦を巻いていた。その風音に混じって聞こえるのは、ギジェルモ自慢のマルギュードが鳴る音だろう。

「……これがマルギュードの剣奏ヒムヌ？」

「私が〝烈れつ風ぷう常じよう勝しよう将しよう〟と呼ばれるゆえんを知らなかったか、貴公？」

　烈風の壁を張りめぐらせたギジェルモが誇らしげに笑った。

「そんな綽号があるってこと自体、今初めて知ったよ。……そりゃまあ、戦費を中抜きしてなかなか戦わないんだから、少なくとも負けはしないだろうねえ。それで常勝とか名乗っちゃうのはいいすぎのような気もするけどさあ」

　この不自然な風がマルギュードの剣奏によるものだということは間違いない。あとひとつ気になるのは、これがいわば壁として使われるだけのものなのか、あるいはもっと攻撃的にも使えるのか──。

　その答えは、ギジェルモみずからがすぐに教えてくれた。

「減らず口もそこまでだ、〝笑しよう面めん飛ひ虎こ〟！　勝利を呼ぶ我が〝豪ごう風ふう〟の力を見るがいい！」

「うひゃっ！」

　ギジェルモが突っ込んできた。激しい風を背に受けたからか、先ほどよりも明らかに速い。そして、一撃一撃も重みを増していた。

「……っ」

　すべてかわすには、その太た刀ち行ゆきは速すぎる。マルギュードの刃をロカマドゥータで受け流したリューインは、その重みに押されてじりじりと後ずさっていった。

「顔色が変わったな！」

「……そう？」

「もはや虚勢を張っても無駄だ！　追い風に乗った私の剣に抗こうしきれる者などいない！　貴公を片づけたあとは、かの〝破は軍ぐん明みよう星じよう〟だ！　ひと晩にこれほどの剣聖チヤルダーシユをふたりもほふる男など、あとにも先にもこの私だけだろうな！」

「……そういうの、実際にやり遂げてからいうべきじゃない？」

「なら、そうさせてもらおうか！」

　絶対の自信をみなぎらせ、ギジェルモ・ソルスは袈け裟さ懸がけの一撃を繰り出した。

「！」

　リューインの指先から鮮血がほとばしり、彼の手からロカマドゥータがはじき飛ばされた。マルギュードの斬ざん撃げきが当たったわけではない。マルギュードが生み出す烈風が、接近しすぎたリューインの皮膚を斬きり裂いたのである。

「こうなるとは判わからなかったか、小僧！」

「……ひさびさに血が出た」

　顔をしかめ、リューインは咄とつ嗟さに鞘さやを使ってマルギュードを逸そらした。だが、鞘だけでいつまでもギジェルモの猛攻をしのぎきれるものではない。

「──ちょっと、あなた！」

　その時、絶妙のタイミングで割り込んできた少女の声に、リューインは唇を吊つり上あげて笑ってしまった。
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　ソーロッドが駆けつけた時、リューインの手には剣がなかった。激しい風に巻かれた剣はリューインの頭上に舞い上がっている。

　誰がどう見ても絶体絶命だった。

「……！」

　あのムカつく男があと数秒で死ぬ──。

　そう考えた時、ソーロッドの胸に押し寄せてきたのは、どうにも釈然としない思いだった。といって、別にリューインに肩入れしたいわけでもない。

　ただ、自分が翻ほん弄ろうされたリューインがこうもあっさり死んだのでは、結果的に自分がさらに弱く思えて気分が悪かった。それに、自分の過去を知っているかもしれないリューインにここで死なれるのは困る。どうせなら、知っていることをあらかた吐かせて、自分の手で引導を渡したかった。

　だからソーロッドは、ほとんど衝動的にジェグマダールを抜いた。

「──ちょっと、あなた！」

　ギジェルモの意識をこちらに向けさせ、隙すきを作ろうと、ソーロッドは叫んだ。

　しかし、結果的にそれは無意味だった。

「得々として見せびらかすものじゃないんだよ、剣奏ヒムヌっていうのはさぁ」

「……！」

　今度こそ必殺を期して振り降ろされたであろうギジェルモの剣は、リューインの肩口にわずかに触れたところで止められていた。

「……まあ、そういう切り札をね、ふだんから乱発しなきゃ勝てない、戦えないっていうのなら、それはもう、本人の強さが足りてないんだよ」

「ばっ……な、がは──」

　ギジェルモの周囲に巻いていた風がやんでいた。

「い、いつ、の、間に──？」

　信じられないものでも見たかのように、ギジェルモはふらふらとよろめきながら、自分の胸を見下ろした。

「だからさぁ、あんまり目立たないように使うものなんだよ、こういうのは」

「え!?　あ？　ウソ!?　何で!?」

　リューインはギジェルモの胸から剣を引き抜いた。それは確かに、ついさっき風に巻かれてどこかへ飛んでいったはずの、彼の神剣マズルカだった。

「そ、か……！　きさ、まの、その……剣奏、は──」

「ばらさないでよ」

　血ち糊のりを払って横一文字に一いつ閃せんさせたリューインの剣が、ギジェルモののどをぱっくりと割る。ひゅぅ……っと不気味な隙すき間ま風かぜのような音を立て、すぐにギジェルモののどから鮮血が噴き出した。

「ふぅ」

　リューインは仰あお向むけに倒れたギジェルモのマントでみずからの剣を拭ふき清めた。

「あ、あなた……！」

「もう少し早く来ると思ったんだけどね」

　剣を鞘さやに納め、リューインは振り返った。

「ベルベッシュ卿きよう相手に時間かけすぎじゃないかな？　きみがひとり倒す間に、ぼくは本気を出さずにふたりだよ？　しかもひとつは大将首だ」

「傭よう兵へいなら大手柄だけど……あなたの本当の目的は何なの？」

「まあ、ちょっとね」

　ギジェルモの神剣と、それにもうひとり倒れていた黒い鎧よろいの剣士シユラフタの剣を回収すると、リューインは軽く溜ため息いきをついてあたりを見回した。

　さっきまで上官の勝利を確信していたはずの兵士たちが、こぞってこの場から逃げ出していく。すでにギジェルモ軍の瓦が解かいは決定的だった。リューインたちが斬きり込んでいったところに王国軍の急襲を受け、そして今、司令官のギジェルモが配下の兵士たちの前で倒されたのである。おまけに、本当ならギジェルモに代わって残った兵たちを束ねるはずの副将は、ソーロッドとリューインの手ですでに斬られていた。これでは勝手に逃げ出す兵士たちを引き止め、ちゃんとした軍勢として建て直せるわけがない。

　そのさまを指差し、ソーロッドは噛かみつくようにリューインにいった。

「いっとくけど、我が軍の勝利に貢献したからって、あなたのやったことが帳消しになるわけじゃないから！」

「そうだね。きみがぼくに決定的な敗北を喫して従者にさせられたことも、残念ながら帳消しにはならないねえ」

「ぐ……！」

　何か嫌いや味みをいおうとすれば、さらにぐさりと来る言葉で返される。この男は本当に性格が悪い上に、にやついた顔が本当に癪しやくに障さわった。

「さあ、それじゃあいさつに行こうか」

「……はぁ？」

　怪け訝げんそうなソーロッドに、リューインはギジェルモが乗っていた馬を引いてきて、その手綱を取らせた。
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「──閣下！」

　ゾルダーンをかかげ、馬にまたがったフルルロッサが前線から戻ってきた。

　城壁の上に立ち、自軍の奮闘ぶりを満足げに見守っていたギュンターは、望遠鏡を降ろし、フルルロッサに向かって軽く手を振った。

　いざ兵を繰り出してみれば、戦いは意外なほどに簡単に決着がついた。大公国軍の兵士たちの練度や士気が低かったのを差し引いても、あまりにももろすぎる。指揮官の采さい配はいをまったく感じさせないほどに、敵軍はただ棒立ちでされるがままだった。

　今もギュンターの指示を受けた騎馬隊が、潰かい走そうするギジェルモ軍を追討している。ふだんならここまで崩れた敵に追い討ちなどしないが、王都パラスから届いたばかりの命令書には、ギジェルモ軍を撃破したのちは、敗走する敵軍を追う形で逆に敵の砦とりでを制圧せよと記されていた。そのための援軍もじきに到着する予定になっている。ギュンターが門を開いて攻勢に転じたのは、何もソーロッドを救いたいからではなく──それが皆無だったとはいわないが──混乱に乗じて攻めれば、援軍と連携してかならず大公国軍を完かん膚ぷなきまでに撃破できるという確信があったからでもある。

「閣下！」

　まだ門の中に引き上げずにいたフルルロッサが、ギュンターに声をかけた。

「──黒ずくめの馬がまいります！　一頭……いえ、二頭！」

「何……？」

　ギュンターが送り出した騎馬隊が戻ってくるにはまだ早すぎる。そもそも二頭だけ帰ってくるというのも妙な話だった。

「……あれは！」

　望遠鏡でその馬を確認したギュンターは、胸きよう壁へきに手をかけて門の外側へと飛び降りた。

「閣下！　ひょっとしてあれは──」

「勝手な動きは控えよ！」

　フルルロッサに釘くぎを刺し、ギュンターはひとり歩を進めた。

「……やあ」

　土ぼこりを上げてやってきた馬に乗っていたのは、リューイン・アズダハとソーロッドだった。リューインは相変わらずにやついた笑みを浮かべ、ソーロッドは哀かなしげな瞳ひとみを伏せている。あえてギュンターと目を合わせないようにしているのかもしれない。

　リューインはソーロッドを指差し、

「妹さんをいただいてく代わりに、おにいさまにはこれをあげるよ」

　そういって、ふた振りの剣を投げ捨てた。

「これは？」

「ギジェルモ・ソルスの神剣マズルカと、その副将……ダルダイ卿きようとかいったかな？　とにかくそのふたりの神剣。どっちもぼくが斬きり捨てた」

「見るからに素晴らしい神剣だ。……が、それでもユーミール卿とジェグマダールの代わりとするにはまだ不足だな」

「欲張りすぎじゃない？　それなりの剣士シユラフタに持たせれば、この甘ったれた妹さんよりは戦力になると思うけどねぇ」

　その口ぶりも、視線の動きも、いちいちが癪しやくに障さわる若者だった。とはいえ、それに過敏に反応して心を乱すギュンターではない。

　平静さを失わないギュンターの態度が面白くなかったのか、リューインは肩をすくめ、

「……まあ、使い方はおにいさまにお任せするよ。とにかくさぁ、王国が不ふ甲が斐いなさすぎるのって困るんだよ、ぼく的には」

「……どういう意味だ？」

「このまま大公国のひとり勝ちじゃ、すんなり大陸が落ち着いちゃうでしょ？　ぼくとしては、もっと戦争が派手になってもらわないと困るんだよね。できれば大陸中の国を巻き込んでもらいたいくらいで」

「おのが腕を天下に知らしめて、いずれかの国に仕官しようという腹か？」

「そんなわけないじゃん。宮仕えなんて窮きゆう屈くつなだけなんだから。……それは今のおにいさまが一番よく知ってるんじゃない？」

「────」

　決して挑発には乗るまいと思っていたギュンターの心が、わずかに揺れた。

「本当なら、妹を取り戻すために今すぐぼくに斬きりかかりたいはずなのに、王国の誇りを背負った剣士シユラフタだとかどうとか、つまんない立場なんてものに縛られてるから、ほら、今もぼくに手を出せずにいるわけでしょ？」

「……少なくとも、国のために剣を振るうことをつまらぬという貴公とは、決して相あい容いれることはないだろうな」

「あれ？　思ってたよりガマン強いね。……妹さんもそういうとこ見習えばよかったのに」

　肩を揺らしてくすくす笑ったリューインは、大きくひと息ついて馬首を転じた。

「じゃあね、おにいさま。──ほら、行くよ、ソーロッドちゃん！」

「…………」

　ソーロッドはわずかに顔を上げ、ものいいたげなまなざしで兄を見やったが、結局は何もいわず、唇を引き結んでリューインのあとを追った。

「将軍！　このまま行かせるのですか!?」












　フルルロッサがギュンターの背中に向かって叫ぶ。

　だが、ソーロッドが剣士シユラフタとしての誇りのために親友たちを捨てたのなら、ギュンターもその行為を無駄にするわけにはいかない。ギジェルモ軍を撃破した今、ギュンターにはリューインと戦わない理由は何もなかったが、それでもあえて、ふたりを追うようなことはしなかった。

　妹の代償として残された神剣マズルカを拾い上げ、ギュンターはきびすを返した。

「──今夜中には援軍が到着する！　受け入れ準備にかかれ！」

　まずはギジェルモ軍の残党を追い散らし、彼らの砦とりでを制圧、そしてそこを足掛かりとして逆侵攻をかける。それを思うと王国の軍人として胸の躍おどる思いがしたが、唯一、ソーロッドのことを直接父や祖父に報告できないのが、心残りといえば心残りだった。


















　早春の夜は意外に冷え込む。ソーロッドは焚たき火びのそばで膝ひざをかかえ、マントにくるまった恰かつ好こうで、先ほどからうつらうつらしていた。さすがに疲れたのだろう。

「……可愛かわいいわね」

「ん？」

「あの子」

　リューインは顔を上げ、焚火の向こうで眠るソーロッドを一いち瞥べつした。

　すでにヴルショヴァラからは一〇キロほど離れていた。こんなところで夜を明かすつもりはなかったが、ソーロッドが目に見えて消耗していたために、軽い休息を取ることにしたのである。リューインが持っていたワインを飲み、ワイルドベリーを食べ尽くすと、少女はあくびを連発してそのまま寝入ってしまった。

「ま、きょうだけだよ。従者がご主人より先に寝るなんてありえないからねえ」

「ふふ──」

　ギジェルモとの取引に使った三本、それにベルベッシュ卿きようの神剣マズルカを見つめるリューインのかたわらに、漆黒のドレスのヌグレードがしゃがみ込んだ。黒い髪が焚火の炎の赤さを受けて、ぎらぎらとした艶を見せている。

「そろそろいいでしょう？　そっちの三本も処分しなさい」

「やっぱり？」

「ええ。あの子の剣は今は見逃してあげる。……けど、ここにあるのはみんなダメ」

「売るのもダメ？」

「ダメ。……特にあの女剣士シユラフタの神剣、あれは〝爪つめ〟だわ。すぐに潰つぶして」

　胸もとを飾る大きなルビーをいじりながら、女はにっこりと首を振った。

「──そろそろあの子が目を醒さますからわたしは消えるけど、とにかくダメよ。すぐに処分してね、リューイン？　約束でしょう？」

「……まあ、約束は守らないとね」

　リューインは唇をとがらせ、不満げに嘆たん息そくした。

　ひやりとする夜風が吹き寄せ、ソーロッドがまぶたをぴくぴくと震わせる。もう長いこと薪まきをくべられていない焚火は、今にも消えてしまいそうだった。

　リューインは四本の神剣を一本ずつ手に取り、引き抜こうとした。だが、どんなに力を込めても抜けない。

「……んぁ？」

　刃やいばと鞘さやがこすれ合う金属音がうるさかったのか、ようやくソーロッドが目を醒ました。だが、まだ目の焦点が合っていない。焚たき火びが生み出す陽炎かげろう越しに、少女はまじまじとリューインを見つめていた。

「呑のん気きでいいねえ、従者の分際で」

　聞こえよがしにいうと、リューインは四本の神剣マズルカを地面に並べた。背中のロカマドゥータを引き抜き、まるで薪まき割わりでもするかのように、大上段に振りかぶる。

「よいしょ……っと！」

　ロカマドゥータを一いつ閃せんさせると、神剣が鞘さやごとまっぷたつになって折れ飛んだ。

「……え？」

　その耳みみ障ざわりな異音で完全に目を醒さましたソーロッドは、マントを引ひき剥はいで立ち上がると、あたりに転がった金属の塊を見て息を呑のんだ。

「ちょっ……え？　何、やってるの、あなた……!?　ねえ、ちょっと！　これ、我が軍の神剣でしょ!?」

「今はぼくのだよ」

「どうしてこんなヒドいこだあああああああ──!?」

　ソーロッドの目の前で、リューインは立て続けにほかの神剣も叩たたき折った。

「こんなに簡単に折れるのは三流の証拠だね。もし実戦の最さ中なかに折れてたら命にかかわってたよ。それを未然に防いであげたわけだから、ぼくに感謝してもらわないと」

「そっ、そもそもあなたが盗んだ神剣でしょ!?」

「うるさいなあ。何もきみの剣を破壊したんじゃないんだから、そんなに目くじら立てて騒ぐことないでしょ？」

　最後にリューインはベルベッシュ卿きようの神剣を掴つかんだ。鞘や柄つかの複雑な装飾を見るかぎり、この神剣は今の三本よりは上等な気がする。が、それでもリューインからすれば、ロカマドゥータに遠くおよばない二流以下、単に三流ではないというだけの神剣だった。

「え!?　そっ、それも!?　わたしが苦労して手に入れた戦利品でしょ、それ!?」

「ぼくが従者に命じて入手させたものだよ。だからこれはぼくの」

　そういって、リューインはその剣を宙に投げ上げ、落ちてきたところをロカマドゥータで打ち据えた。

「ああああああああ！」

　ばきんとまっぷたつにへし折られた神剣を前に、ソーロッドが頭をかかえてわめく。リューインは自分の剣に刃こぼれがないのを確認すると、それを鞘に納め、うんざりしたように肩をすくめた。

「やかましいね、きみ。どのみちきみには抜けないんだから別にいいじゃない？」

「ぬっ、抜けないだなんて決まってないでしょ！　修行すればどんな神剣だって抜けるはずだって、にいさまがいってたし！」

「そうなの？　がっちがちの現実主義者なのかと思ったら、意外と前向きな楽観主義者なんだね、きみのおにいさま」

「それに！　今あなたが壊した四本の剣でどれだけのものが買えるか判わかってる!?」

「どれだけのものが買えるの？」

「そ、それは……」

　素直にそう返されると、ソーロッドは急に無言になった。おそらく彼女にも詳しいことは判らないのだろう。いじればいじるほど彼女の可愛かわいい部分が見えてきて、リューインは噴き出すのをこらえるので必死だった。

「──まあ、ぼくはお金とかにあんまり興味ないからね」

　リューインはちろちろとみじめったらしく燃え続ける焚たき火びを踏み消すと、尻の下に敷いていたマントをたたみ、下生えを食べていた馬の鞍くらにくくりつけた。

「え？　ど、どこに行くつもりなの？」

「行き先は決まってないよ。──きみはただ、ぼくの旅につき合って、ぼくの手伝いをすればいいだけ。従者なんだから当然でしょ？」

「あなたの手伝いって……具体的に何なの？」

「ぼくには取り戻さなきゃいけない神剣マズルカが四本あるんだよね」

「四本の……神剣？」

　あらためてマントをはおり、ソーロッドは軽く身震いした。リューインは暑さ寒さにわりと無む頓とん着ちやくなたちだが、動きやすさを最優先したのか、肌の露出が多い軽装のソーロッドには、春は名のみのこの夜風の冷たさはこたえるだろう。

「──じゃ、その神剣を捜すのをわたしにも手伝えってこと？」

「うん。いってみれば神剣狩りかな？　それを取り戻さなきゃ、ぼくはぼくの人生をやり直せないんだ。そして、そのためには世界中の剣士シユラフタを敵に回したってかまわない。神剣を持つ剣聖チヤルダーシユのほうからぼくのところへ来てくれるのなら、むしろそのほうが手間がなくていいけど」

「そ、そこまでして……？」

「じゃあきみはさぁ、自分の生き方が本当は間違っていたって気づいても、それをそのまま受け入れられるわけ？」

　自分の馬の首を撫なでていたリューインは、肩越しにソーロッドを見やって尋ねた。しかし、過去の記憶がそっくり抜け落ちている少女に、その問いに答えろというのは無理な注文だったかもしれない。

「とにかく、ぼくの目的が達成されるか、さもなきゃきみが記憶を取り戻すまで、きみにもつき合ってもらうから」

「やっぱり……あなた、何か知ってるのね、わたしのこと？」

「ん？　意外に発育がいいってこと？」

「ちっ、違うわよ！　わたしの過去！　なくした記憶の話でしょ！」

　ソーロッドはさっと顔を赤くしてわめいた。この程度のことで顔色を変えている間は、ソーロッドがリューインの真意に気づくことはないだろう。

　リューインは肩をすくめ、鐙あぶみに足をかけた。

「もし知ってたとしても教えるわけないでしょ？　教えちゃったらきみが従者でなくなる条件を満たしちゃうじゃん」

「自力で思い出せるくらいならとっくにやってるわよ！」

「まあ、どうしても知りたいっていうならさ、いつでもいい、自信がついた時にでもまたぼくに決闘を挑みなよ。それできみが勝ったら、ぼくが知ってることを全部教えてあげるからさ。ついでに従者から解放してあげるよ」

「えっ？　そ、それでいいの……？　ホントに？」

「いいよ。──だけどさ、今のきみが次の決闘に賭かけられるものなんて、それこそもう自分の貞てい操そうくらいしか残ってないって覚悟しておきなよ？」

「ちょっ……ま、待ちなさい！」

　リューインはさっさと馬にまたがって丘を下っていく。ソーロッドも自分の馬の手綱を木の枝からはずし、慌ててそれを追いかけた。

「──リューインさーん！」

「あれ？」

　夜の静せい寂じやくを破って飛んできた声に、ソーロッドは鐙の上に立ち上がり、視線を高くしてあたりを見回した。

「もしかしてあれ……あなたといっしょにいた大公国の軍人じゃない？」

　ヴルショヴァラの方角から、小さな明かりが揺れながら近づいてくる。まだはっきりとは見えないが、おそらくあの声はキリリクだろう。いったい何の用かは知らないが、総崩れになった軍を見捨ててこちらを追ってきたらしい。

「待ってなくていいの？　ずっと呼んでるけど？」

「別にいいよ。もし本当に大事な用事だったら死んでも食いついてくるだろうし、ぼくが立ち止まってあげる義理はないよね」

　のんびりと馬を歩かせ、リューインは笑った。

　もうかれこれ一〇時間ほどワインを飲んでいなかった。眠気や疲れにはある程度まで耐えられるリューインも、ワイン抜きでの旅には閉口させられる。

「ソーロッドちゃんも覚えておいてね」

「は？　何のこと？」

　キリリクの声がするほうをじっと見ていたソーロッドが、眉まゆをひそめてリューインを振り返った。

「──ぼく、食事とワインだったら迷わずワインだから。ごはん食べなくてもそうそう死なないけど、ワイン飲まないと如実に弱るから、そこんとこ覚えといてね？　たぶんきみにもワイン調達をたびたび頼むことになると思うし」

「そのワインに毒が入ってないといいけど」

　何やら含みのあるいい方をする少女を一いち瞥べつし、リューインは唇をゆがめた。

　これまで漠然としていた旅の行く末に、ようやくひとつの道みち標しるべが立った気がする。先の長さはともかく、少なくとも、自分が歩いてきた方向だけは間違っていなかった。

　耳の後ろを撫なでながら、リューインはソーロッドを振り返った。

　視線が合ったとたん、少女はぷいっと横を向いてしまって、今はもう口も利きたくないといった様子だった。

　さらにその向こうからは、ランタンをかかげた小さな馬車がごとごとと走ってくる。御ぎよ者しや台だいで手綱を握っているのは丸眼鏡の少女だった。

「……急に騒がしくなったね、どうも──」

　心の中でそっと魔女に詫わび、リューインは大きなあくびをもらした。















　特別付録　書き下ろし短編







　一流の剣士──仮にも剣聖と呼ばれる者であれば、対峙した相手の表情の変化や視線の動きで、完璧とはいかないまでも、ある程度は次の行動を予測できてしかるべきである。

　だが、ギュンターが相手となると、ソーロッドにはそれがまるでできなくなる。両者の力量に差がありすぎるというのもあるが、ソーロッドがあまりに兄を好きすぎて、彼の顔を見つめ続けていられないことが一番の理由だった。

「……どうした、ソーロッド？　具合でも悪いのか？」

　一分の隙もない構えを見せていたギュンターは、怪訝そうに眉をひそめた。

「べっ、別に何でもない！　大丈夫だから！」

　ソーロッドは慌てて否定したが、顔が真っ赤になっているだろうことは、頬の火照りで自覚できる。確かに端から見れば、熱でもあるのかと心配になるだろう。

「おまえは何かと無理をしがちだからな。少し休憩しよう」

「……本当に大丈夫なんだけど……」

「休憩といっても単に休むわけではない。座学の時間にしよう」

　ユーミール家の裏庭にある四阿に移動し、ギュンターはソーロッドをうながしてベンチに腰かけると、妹の手にある双剣をじっと見つめた。

「以前から感じていたんだが……おまえのジェグマダールは双剣だ。なら、やはり今からでも〝比翼派〟の長老を招いて教えを乞うたほうがいいと思うんだが」

　世にいう比翼派──〝比翼游鳥派〟は、双剣のあつかいに特化を果たした流派であり、その長老ストゥリガル女史は当代きっての達人と名高い。名門ユーミールからの招聘であれば、おそらく応じてくれるだろう。

　しかし、ソーロッドはふるふると首を振った。

「それは──わたしは今のままで充分だから」

「だが、我が〝鉄鎖派〟には双剣の技が──」

「いいの、このままで！」

　ユーミール家は代々名高い剣士を輩出する〝鉄鎖派〟の重鎮である。そのユーミール家の一員として、ソーロッドはあくまで〝鉄鎖派〟の剣士、剣聖でなければならない。それが、記憶のない自分を拾い上げてくれたユーミール家への、兄ギュンターへのせめてもの恩返しなのだと、ソーロッドはそう信じていた。

「……そういうものか」

　ソーロッドの主張を聞いて、どこか釈然としない表情を浮かべていたギュンターは、やがてふっとやわらかい笑みを浮かべた。

「考えてみれば、私の剣も〝鉄鎖派〟からなかばはみ出ているようなものだからな。おまえが〝鉄鎖派〟のままで双剣を極めよういうのであれば、それもいいだろう」

「うん！」

　ソーロッドは大きくうなずき、兄の手を掴んで立ち上がった。

「だったらほら、稽古つけて、にいさま！」

　激務続きのギュンターが次にいつ休みを取れるかは判らない。直接こうして稽古をつけてもらえる時間は、ソーロッドにとってとても貴重なのである。






　あとがき









　ＭＦ文庫Ｊでははじめまして。業界でのキャリアだけはやたら長い嬉うれし野の秋あき彦ひこです。某アイドル兼業農家と同じ年にデビューですからね、ええ。

　本来なら、ぼくはあとがきのページでだらりだらりとどうでもいいことを書き連ねていく人間なのですが、何しろ今回は紙幅が絶対的に足りないので、そういうのナシ！

　さて、今回の『剣魔剣奏剣聖剣舞』。

　昨今のラノベ業界、特にＭＦでは、美少女はいうまでもなく、剣というガジェットは無視できない存在だろうということで、今回はこのような作品でお目見えとなったわけですが、ぼくの場合、剣は剣でも、その根底にあるのは中国の武ぶ侠きよう小説です。要は剣士というより剣客だの剣仙だのというヤツで、ぼくはこれが大好きなのですが、それをそのまま日本に持ってくるのは非常に危険なことといえるでしょう。

　そこで、ぼくの好きな要素を今の読者の嗜好にそこそこアジャストさせながらも、同時に「作者は嬉野ォ！」と声高に主張した結果、できあがったのがこの作品なのですが、漢字を連ねたタイトルや、各キャラが名乗る綽しやく号ごう、流派なんかにその名残が窺うかがえるんじゃないかと思います。

　剣がすべてのこの世界で、最悪の出会い方をしたリューインとソーロッドがこれからどうなっていくのか、ぼく自身、楽しみでもありますし、読者のみなさんにも同様に思っていただければ何よりです。いろいろと思わせぶりなセリフやキャラをちりばめてはいますが、物語はまだまだ序章ですから。




　それでは最後に、刊行に当たってお世話になったみなさま──イラスト担当のカグユヅさま、デザイン担当の百足むかで屋やユウコさま、編集担当のＯ氏に、最大級の感謝を。本当にありがとうございました。

　読者のみなさまにも、近いうちにまたごあいさつできればと思います。

　それではまたいずれ！
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